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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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ギャラリー







　　　　小林李音







　子供の頃ころのことなんか、ほとんど忘れてしまった。だけどオレには、一つだけどうしても忘れられない光景がある。

　月明かりの差し込む森の奥、オレは小さな泉の前にいた。オレは知らない国にいて、たくさんの人に挨あい拶さつをしなきゃならなかった。自分としてではなく、熱を出してどうしてもここに来られなかった、妹の身代わりとして。

　オレはもうすぐ自分が生まれた国を去らなきゃいけなかった。それだけでもショックだったのに、大好きな妹と一生離はなれ離ばなれにならなきゃいけなかった。オレは悲しくて、泣きそうで、でもたくさんの人々の前で泣いたら、まるで妹が弱い泣き虫みたいで。

　オレはパーティー会場を抜ぬけ出し、庭を抜けて森に入った。フクロウの声や何かの遠とお吠ぼえが少し怖こわかったけど……夏の夜の風は頰ほおに気持ちよくて、針葉樹がすごくいい香かおりだった。

　オレは身体からだが弱くてすぐ熱を出す妹の代わりに、いつもパーティーに出席していた。だから女の子用の靴くつにもワンピースにも慣れていたけれど……夜の森の中、湿しめった土の上を歩くのはつらくて。だから自然に涙なみだが溢あふれてきた。妹を心配させないようにと思ってずっと泣けなかったオレが、その森の中では自然に泣くことができて。

　オレは泣きながら歩き、そろそろ帰らなきゃ、と思った時に目の前に小さな泉を見つけた。泉のほとりには小さな教会と金色の天使の像があり、大理石でできたベンチがあった。子供のオレは延々歩いた気がしていたけれど、大人にとってはきっとほんの散歩に過ぎないくらいの距きよ離りだったんだろう。

　そしてオレは、教会の前のベンチに一人の少年が座っていることに気づいた。タキシードに包まれた俊しゆん敏びんそうな細身の身体、月明かりに光る漆しつ黒こくの髪かみ。彼は膝ひざの上に置いた両手を祈いのるように組み、顔を伏ふせている。本当なら人がいたことに驚おどろいたり、お化けじゃないかと怖くなったりしそうだけど……その時のオレは、そんなことは少しも思わなかった。

　彼の肩かたが微かすかに震ふるえているのを見て、オレの心がちくりと痛んだ。彼が自分と同じように泣いていることに気づいたからだ。

　オレは、その人もどこか泣くところを探していたんだ、と思った。そしてゆっくりと彼に近づいた。

「泣いてるの？」

　オレが言うと、彼は驚いたように顔を上げた。そしてオレを真っ直すぐに見つめる。月明かりの下に煌きらめく彼の瞳ひとみは、紫むらさき色いろを帯びた美しい青。オレは見とれ、それから言う。

「綺き麗れいな目。宝石みたい」

　オレは彼に見とれてしまいながら、そっと近づく。そして涙で濡ぬれた彼の頰に指先でそっと触ふれる。

「悲しいことがあったの？　だけど泣けなかったの？」

　指先に触れた彼の頰はとても滑なめらかで、そこを伝う涙はとてもあたたかかった。

「そうだよ」

　彼は言い、それからふいに手を伸のばしてオレの頰に触れた。

「もしかして、君もそう？」

　彼の声は低くてとても優やさしくて……オレはずっと我が慢まんしていた気持ちが溢れるのを感じる。

「そう。もうすぐ好きな人と離れなきゃならない。でも泣いちゃダメだって思って……でも……うくっ」

　言うのに、もう我慢できずにオレはしゃくりあげてしまう。

「……可哀かわい想そうに、こんなに小さいのに」

　彼は言って、オレの身体をそっと抱だき締しめてくれる。彼の身体はとてもあたたかくて、すごくいい香りがして……オレは悲しいことをすべて忘れてしまいそうになる。

「この泉の秘密を、知っている？　それでここまで来たの？」

　彼がオレを抱き締めたままで言う。オレはかぶりを振ふって、

「知らない。どんな秘密？」

　オレが言うと彼は顔を上げ、オレの顔を覗のぞき込む。

「この泉のほとりで出会えるのは、運命の相手だけ。もしかしたら君はいつか、ぼくのお嫁よめさんになるのかもしれないよ？」

　彼の顔に浮うかんだ笑えみがとても優しくて……オレの頰が熱くなった。

　……オレは男の子だけど……。

　月明かりの下の彼は、本当に、お伽とぎ噺ばなしの中の王子様みたいに美しくて……オレはうっとりと見とれながら思ってしまった。

　……彼のお嫁さんになら、なってもいい……。

　その時の幼いオレは、あの夜のことがとんでもない事件に発展するとは……もちろん夢にも思っていなかったんだ。




　　　　◆




「李り音おんくん、卒業したら絶対にモデルになったほうがいいよ。この間だってスカウトされたんでしょ？」

「じゃなかったら俳優がいいよ。こんなに綺麗なら絶対に人気出るってば」

　夕方の講義室。帰り支じ度たくをするオレの周りには、今日も頰を染めた女子の人ひと垣がき。男子の嫉しつ妬との視線が痛いけど、別にオレが取り囲んでくれって頼たのんだわけじゃないし。

「いやあ、オレ、そういうのダメなんだよね」

　言いながらメッセンジャーバッグを開き、教科書とノートとペンケースを放り込む。女の子達はオレの顔を覗き込んで、

「どうして？　芸能界に興味ないとか？」

「もったいないよ、王子様みたいに綺麗なのに」

「興味はないでもないけど、ダメなんだよ。だってオレ……」

　オレは彼女達を振り返り、にっこり笑ってやる。

「『みたい』じゃなくて、本物の王子様なんだもん」

　片目を閉じると、彼女達がカアッと頰を染める。そして一いつ瞬しゆん後、いっせいに上がる黄色い悲鳴。その隙すきにオレは立ち上がり、メッセンジャーバッグを肩から斜ななめにかける。

「……てことで」

　言いながら彼女達の間を素す早ばやくすり抜ける。スタートを切り、廊ろう下かへのドアまで一気に走る。

「……お先っ！」

　言って手を振り、廊下に飛び出す。

「待って！　今日こそみんなでお茶してくれるって言ったじゃない！」

「また逃にげられた！」

　女の子達の声を背中に浴びながら、廊下を走る。女の子の何人かが追いかけてくるけど、男の、しかも中学生の頃は陸上部のエースだったオレに追いつけるわけがない。

　……なんだか毎日こんな感じ。まったく、人気者はつらいよ。

　階段を駆かけ下りて校舎から飛び出し、校舎脇わきにある駐ちゆう輪りん場じように駆け込む。チェーン式のロックを外し、自じ慢まんのメタリックオレンジのロードレーサーにまたがる。その瞬しゆん間かん、誰だれかが後ろに立った気配がする。

「ちょっと待て。君、二年の小こ林ばやしだろう？」

　後ろに数人の人の気配。オレはため息をつき、後ろを振り返る。

「そうですけど、何か？」

　後ろにいたのはガタイのいい男が三人。真ん中に立っている男が、怒いかりを浮かべた顔で言う。

「君、人の女に手を出しておいてしゃあしゃあと」

「人の女？　誰のこと？」

　オレはさりげなくペダルに足をかけながら言う。男はものすごく怒おこった顔になって、

「とぼけるな！　三年の麻あさ倉くらユリカのことだよ！」

　オレをよく取り囲む女の子達は、きゃあきゃあ騒さわぐばかりできちんと自己紹しよう介かいをしてくれない。だからオレは彼女達の名前をほとんど知らない。

　……まあ、ここで誰だか解わからないなんて言ったら殴なぐられそうだから、黙だまっておくけど。

「ユリカは、デートも上の空で、話といえば君のことばかり。最近は電話にすら出てくれない。これはみんな君のせいで……」

「あんた、その子のこと本当に好きなの？」

　オレが聞くと、その男は一瞬面めん食くらったような顔で黙る。

「好きなら、しっかり捕つかまえとけ！　じゃあね！」

　言って力いっぱいペダルを踏ふみ、そのまま男どもの間をすり抜ぬけて道路に出る。

「待て！　てめえ、ちょっと顔が綺麗だからって……！」

　男が怒ど鳴なりながら追いかけてくるけど、オレはそのままスピードを上げる。

　……っていうか、そんなふうにしつこいから、彼女に嫌きらわれちゃったんじゃない？

　オレはある事情があって、小さい頃ころからプロに護身術を叩たたき込まれてきた。だから見た目とは違ちがって実はかなり強い。あれくらいガタイのいい男でも、五人くらいならなんとかなるだろう。とはいえ。軽い性格のせいか、それともルックスがよすぎて目立っちゃうせいか、こういう絡からまれ方は日常茶さ飯はん事じ。面めん倒どうくさくていちいちかまってなんかいられない。

　オレには、一生守ると心に決めてる女の子がいる。だからその子以外のことなんか考えられないし、他人の恋れん愛あいのごたごたに巻き込まれてる時間もないんだよね。

　オレの名前は小林李音。十九歳。授業料が高くてお金持ち大学とされているけれど学力レベルは中の下……という、私立大学の二年生。こんなご時世だから将来に不安はあるけれど、遊ぶので忙いそがしいし、あんまり先のことを考えるのはやめている。まあ、今の日本の典型的な若者かな。

　……まあ、オレ、純じゆん粋すいな日本人ってわけじゃないんだけどね。

　実は、オレの素す性じようはちょっとだけ変わってる。両親が幼い頃に離り婚こんしたせいで、今は母親と二人暮らし。そこまではよくある話なんだけど……実は、オレの父親はなんと欧おう州しゆうにある小さな国、シュタットガルテンの王族。腹はら違ちがいの兄（十歳も年上だからあんまり馴な染じめない）と、双ふた子ごの片割れの妹（めちゃくちゃ可愛かわいい）が、シュタットガルテンにある城（！）に住んでいる。

　女の子からよく「王子様みたいに綺麗」とか言われるオレだけど、それもそのはず、両親が離婚してなければ、オレはお城で王子様やってたかもしれないんだよね。







　　　　クラウディオ・ベルギウス







　……どうしてこう、毎晩毎晩、飽あきずにパーティーばかりできるのだろう？

　私は窓のそばに立ち、ため息をつく。

　私がいるのは、私専用の控ひかえ室。すぐ隣となりにある舞ぶ踏とう室からは、オーケストラの優ゆう雅がな調べと人々の笑いさざめく声が聞こえてくる。

　私の名前は、クラウディオ・ベルギウス、二十七歳。欧州にある富ふ豪ごう国、ベルギウスの皇太子。現国王である父には子供は私一人。父が引退すれば、私がベルギウスの元首ということになるだろう。父はそろそろ引退をして悠ゆう々ゆう自適に暮らすことを望んでいて、そのために一刻も早く私を結けつ婚こんさせ、王の座を譲ゆずり渡わたそうとやっきになっている。

　……政治には興味がある。だが、ベルギウスの体制はあまりにも古すぎる。

　ベルギウスは国王と元老院がすべての政治を取り仕切り、旧式の法案やしきたりが多すぎて息が詰つまりそうになる。物心ついた頃に国を出てスイスの寄宿学校で過ごし、大学はハーバードに留学していた私にとってはなおさらだ。

　私は、父の代理としてベルギウス城でのパーティーに出席中。ここのところ国こく賓ひんが続き、パーティーばかりで私は本気でうんざりしている。

　私は話しかけてくる人々に適当に答えながら、やっとのことで中庭に出る。ため息をつきながら空を見上げ……美しい満月に見とれる。

　こんな満月の夜には、森の中で出会ったある小さなの少女のことをいつも思い出す。

　私はその頃、十五歳で、ちょうど母を亡なくしたばかりだった。本当なら城に籠こもって喪もに服したかったが、以前から決まっていた国賓の公式訪問をどうしてもずらすことができず、私はとても沈しずんだ気持ちでベルギウス城でのパーティーに出席した。だが、華はなやかな大舞踏室にいることがどうしてもできずに、城からそっと抜け出した。

　大舞踏室に面した庭にはガーデンテーブルが出され、招待客で賑にぎやかだった。私は彼らを避さけるようにして城の横手にある森に足を踏み入れた。

　ベルギウスは工業国として知られているが、実は緑の多いとても美しい国。城の裏手に広がる深い森は、月明かりの下でとても美しく見えた。肺を満たすのは爽さわやかな針葉樹の香かおり。足元に生える鮮あざやかな色のきのこや、月明かりを反射して夜よ露つゆに光る苔こけ。そして頭上から聞こえてくるフクロウの声。まるで不思議なお伽とぎ噺ばなしに紛まぎれ込んだような気がして、私にはとても不思議だった。私は怖こわいというよりは魅みせられるような気持ちで、森の奥に進んだ。そしてその奥の小さな泉のほとりで、小さな少女と出会ったのだ。




　　　　◆




　……シュタットガルテン王女、クリステン・シュタットガルテン……。

　私は、今日の午後に壁かべに飾かざられたばかりの一枚の肖しよう像ぞう画がを見上げながら思う。

　描えがかれているのは、どこかボーイッシュなイメージの見とれるような美少女だ。年ねん齢れいは、六歳か七歳くらいだろう。すらりとした身体からだで、昔風の乗馬服を着こなしている。彼女の脇にはとても美しい黒毛の馬が描かれ、彼女はほっそりとした手を上げてその首を愛いとおしげに撫なでている。

　最高級の磁器のように滑なめらかな肌はだ、艶つやのある栗くり色いろの髪かみ。品のいい細い鼻び梁りようと薄うすめの形のいい唇くちびる。長い長い睫まつ毛げの下の瞳ひとみはわずかに赤みを帯びた薫かおり高い紅茶のような色。

　こちらを見つめてくる視線は少年のそれのように強く、しかし咲さく前のバラを思わせるほど無む垢くで、見るものの胸を痛ませる。

　これは、今から十二、三年前に描かれたものだと聞いた。ちょうど、私があの少女に出会った頃だ。

　……ここに描かれている少女は、あの時に出会った彼女だ。

　私は、肖像画を見上げながら確信する。

　……ということは、これが、クリステン・シュタットガルテン……。

　私は思い……しかし、なぜか不思議な違い和わ感かんを感じる。

　ちょうど一週間前、私は本物のクリステン・シュタットガルテンとパーティーで引き合わされた。

　私は彼女に会い、不思議な違和感を覚えた。そして、私とベルギウス城の森の中、泉のほとりで会ったことがあるかを思わず聞いてしまった。私を頰ほおを染めて見上げていた彼女は驚おどろいた顔をし、それからそんな場所は知りません、と答えた。それから彼女が怯おびえた顔になったということは……私は落らく胆たんの表情をあからさまに浮うかべていたに違いない。

　……クリステン王女はたしか十九歳。そんなに若い女性を、怯えさせてしまうなんて。

　私は思い、自分の大人気なさにため息をつく。

　……しかも……彼女は私の妻になる人だ。

　その肖像画は、義理の母が飾ったもの。出入りの画商が持ち込んだもので、原画ではなく複製画だ。原画はシュタットガルテンの美術館に飾られていて、とても人気があるらしい。絵そのものも美しいが……優やさしく麗うるわしいクリステン王女は、国民からとても愛されていると聞いた。その証しよう拠こに複製画や絵え葉は書がきはたいへんな売れ行きで、ベルギウスにあるミュージアムショップの支店でもとても売れているらしい。

　義理の母は「お嫁よめさんになる人の顔くらい覚えないとね」などと言いながら楽しげにこれを飾ったそうだが……そのことで、一度しか会ったことのない女性と結婚しなくてはいけないことをますます思い知らされた。

　考えるだけで、静かな怒いかりが湧わいてくる。未成年の、しかもあんな純粋そうな王女を政略結婚の駒こまにできる、シュタットガルテンの王、そして自分の父に対する怒りだ。

　……いや、一番悪いのは、双そう方ほうの王の策略にずっと気づかなかった自分だ。

　私は思い、それからまた肖像画を見上げる。

　あのパーティーの時、彼女もきっとその策略を知らなかったのだろう。最初に私を見上げてきた彼女の表情には特別なものはまったく見られなかった。ほとんど会ったこともない他国の王子に対する純粋な興味、それだけだった。

　……今いま頃ごろ、彼女はきっと怯え、絶望し、嘆なげき悲しんでいるだろう。

　想像しただけで、胸が痛む。

　父はまだしも、気の強い義理の母が若く美しいあの王女に優しくしてくれるはずがない。いかにも繊せん細さいそうに見えた彼女が、この国で居い心地ごこちよく暮らせるとはとても思えない。

　……彼女の身体や心はもちろん、名めい誉よにも傷がつかないようにして……一刻も早く彼女を国に帰してやらなくてはいけない。そのためには……。

「失礼いたします」

　声がして、控え室のドアが開く。入ってきたのは、リヒター・シュヴァルツ。二十七歳。代々城の使用人をまとめてきたシュヴァルツ一族の一員で、幼い頃ころから近くにいた幼おさな馴な染じみでもある。海外に留学した時も彼は一いつ緒しよだったし、今は執しつ務むを執とり行う際のこまごまとした手助けをしてくれている。企き業ぎようなら秘書のような存在だろう。端たん整せいな顔に銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねをかけたなかなかのハンサムだが、言うことはいつも辛しん辣らつだ。

「そろそろ招待客が揃そろった頃です。みなさん、あなたに結婚が決まったお祝いを言うことを楽しみにしていらっしゃいますよ」

　平然と言ったシュヴァルツを、私は思わず睨にらみつけてしまう。

「君は……今回のことが楽しくて仕方がないように見えるが？」

「あなたが動どう揺ようする姿を見るのは楽しいですよ」

　彼は端整な顔ににやりと笑えみを浮かべる。それからふいに顔を曇くもらせて、

「まあ……十九歳の若さで政略結けつ婚こんさせられる王女様の気持ちを想像すると、さすがに暗あん澹たんたる気分になりますが」

　珍めずらしく暗い声で言う。

「あなたは結婚相手としては悪くない存在でしょう。しかし女性というものは、愛する男性と幸せに結ばれるべきだ。私は古式ゆかしい政略結婚というものがどうしても好きになれません。私は、あなたとクリステン王女の結婚には反対ですよ。……今さら言っても無む駄だでしょうが」

「その言葉に少しホッとした」

　私が言うと、彼は驚いたようにチラリと眉まゆを上げる。私は、

「もう止めるのは不可能なのはわかっている。……結婚はする。だが、できるだけ早く、クリステン王女を国に帰す。そのために協力してくれるか？」

　彼は驚いた顔のまま私を見つめ、それから唇の端はしに笑みを浮かべる。

「もちろんです。あなたの父上と義理の母上には、きちんと思い知っていただいた方がいい」

「そのとおりだ」

　私は言いながらスラックスのポケットから出した手て袋ぶくろを両手に嵌はめる。

「そのためには、なんとか愛あい嬌きようを振ふりまいて油断させなくては。……行くぞ」

　私が言うと、シュヴァルツはにやりと笑う。そして大舞ぶ踏とう室への扉とびらをゆっくりと開いた。







　　　　小林李音







　……今日は金曜日、週に一度のデートの日！

　オレのこぐロードレーサーは、夕暮れ時の表参道を２４６方向に向かって全速力で走る。ブレーキを鳴らして信号で停とまると、歩道を歩く女の子達が次々にオレを振り返る。

　何度も声をかけてきてるモデル事務所のスカウトマン（前に名めい刺しをもらったけど捨てた）が、また声をかけてくる。でも、ちょうど信号が青に変わり、オレは力いっぱいペダルを踏ふんでロードレーサーをスタートさせる。

　風を切れば誰だれもオレには追いつけない感じが、いつもすごく気持ちいい。

　……しかも、今日は……。

　彼女の顔を思い出すだけで、鼓こ動どうがどんどん速くなるのを感じる。

　……本当は毎日でも会いたいけど、彼女はとても遠い場所にいる。しかもインターネットを使える時間は限られている。だから、話せる時間は一秒だって大切で……。

　思いながら、手首の時計を見る。彼女と話せる時間まで、あと十五分。オレと母さんが住んでるマンションは六本木に近い麻あざ布ぶ。全速力で帰らないと、間に合わなくなってしまう。

「くっそ、教室でのんびりしすぎた。しかも駐ちゆう輪りん場じようでもちょっと時間をロスしたし！」

　オレは呟つぶやき、進行方向の信号が赤に変わったことに気づいて思わず舌打ちをする。

「……ツイてない！」

　呟きながら、仕方なく横断歩道の手前で停止。そして見るともなしに交差点の斜ななめ向こう側にあるストリートビジョンを見上げて……。

　……えっ？

　画面に大写しになったのは、男女の顔。どちらも見とれるような美形、しかもどちらも正装だから、まるで映画のプロモーションみたいだ。だけどその片方は、オレがよく知っている顔。っていうか、あと十五分後にネットを通じてデートをするはずの相手の顔で……。

　……噓うそ、だろ？

　オレは思いながら目を凝こらし……画面に流れた文字に、全身から血の気が引くのを感じる。

　……まさか……。

『ベルギウス皇太子、クラウディオ・ベルギウス十四世の結婚決まる。お相手はシュタットガルテン王女、クリステン・シュタットガルテン』

「……クリステン……」

　呟いたオレの声が、思わずかすれてしまう。そこに映っていたのは、オレが誰よりも愛する双ふた子ごの妹、クリステン・シュタットガルテンの顔だったんだ。　>>>♥




　　　　◆




「母さん！」

　オレはマンションの部屋に駆かけ込むなり、母さんが仕事をしているはずの書しよ斎さいのドアを開く。

「ニュース、見た？　クリステンが……っ！」

「こらっ！　ノックもしないでドアを開けるなって、いつも言ってるでしょうがっ！」

　背中を丸めてＰＣに向かっている相手が、振り向かないままで怒ど鳴なる。

「ちゃんと話すからちょっとだけ待ってなさい！　今、原げん稿こうが佳か境きようなんだから！」

　あまりの剣けん幕まくにオレは気け圧おされ、部屋から出てそっとドアを閉める。

　……何の用事かも聞かずに、「ちゃんと話すから」って言ったよな？

　オレはドアに背中を預けて、不安なため息をつく。

　……ってことは、やっぱり……？

　オレは思いながら部屋の時計を見上げ……それからクリステンと会話ができる時間を三分ほど過ぎていることに気づく。

「母さん、クリステンと話してくる！　三十分後に！」

　オレはドアに向かって叫さけび、リビングを駆け抜ぬけて自分の部屋に駆け込む。メッセンジャーバッグを床ゆかに放ほうりながらＰＣの電源を入れ、マウスを操あやつってネットにアクセスする。

　今は母さんと二人暮らしをしているオレだけど、シュタットガルテンには兄さんと双子の妹がいる。兄さんは母親が違ちがううえに、十歳も年が離はなれている。それにオレがシュタットガルテンにいた頃には次の後こう継けい者しや候補として英国に留学させられていて、年末の長期休きゆう暇かの時しか王宮には帰ってこなかった。帰ってきてもパーティー続きで……オレにはすごく遠い存在だった。クリステンによれば、父さんに顔も性格もそっくりの堅かた物ぶつらしい。

　そしてクリステンは、あっちの国で父さんや兄さんと一緒に暮らしてる。離り婚こんする前、母さんは堅かた苦くるしいシュタットガルテンの王室にすっかりうんざりしてたらしいし、父さんは行動的な母さんを御ぎよしきれなかった。母さんは父さんに未練はなかったみたいだし、オレも父さんや兄さんとはほとんど接点がなかったから、離れることにそれほどの寂さびしさはなかった。だけど……とても仲のよかった妹と引き離されるのは本当につらかった。抱だき合ったままで「離れたくない」と泣くオレ達を見て、父さんと母さんはすごい罪悪感を覚えたみたい。だからオレと妹が文通をすることを特別に許してくれていた。妹はいちおう本物の王女様だから、肉親とはいえ海外在住の一いつ般ぱんの男と連れん絡らくを取るなんてこと、普ふ通つうなら許されないんだけど。最近では二人ともＰＣをゲットしたから、インターネット電話を通して顔を見ながらしゃべることもできている。まあ、オレなんかと話すのは教育に悪いと思われたのか、話す時間は限られていて一週間に三十分だけ。それでも、オレ達が仲のいい双子でいるにはじゅうぶんだった。

　妹は、素す直なおで純じゆん粋すいで本当に可愛かわいい。だから「お兄ちゃん、恋こい人びとはできた？」って言われるたびに「君がいるから彼女なんかいらない」って答えてた。だって、オレにとって、妹は本当に何よりも大切な宝物だったんだ。

　……なのに。

　オレはＰＣモニターに映る妹に問いかける。

「日本で、ニュース速報が流れてた。どっかの皇太子の結婚相手がおまえだって」

　妹の目が今まで泣いていたみたいに赤いことに気づいていたけれど……オレは自分の耳で聞くまでは、どうしても信じたくなかったんだ。

「あんなの噓だろ、クリステン？　ただのデマだよな？」

　オレは、妹の顔を見つめながら言う。妹は潤うるんだ瞳ひとみでオレを見返してくる。

　……なんでそんな泣きはらしたような目をしてるんだ？　やっぱりあのニュースは本当？

　オレは思うけれど……不安を拭ぬぐうために必死で笑ってみせる。

「まったく、マスコミって仕方がないよなあ。すぐにいい加減なこと……」

『ううん、噓じゃないの』

　聞こえてきた言葉が信じられずにオレは呆ぼう然ぜんとする。それから、

「噓じゃないって、そんな、まさか……」

『ベルギウスの皇太子は、私の婚こん約やく者だったみたいなの』

「はあっ？」

　オレは思わず身を乗り出しながら、

「なんだよそれ？　聞いたことないぞ？　そんなこと……」

『私も……今朝、お父様とお兄様から教えてもらったんだけど』

　妹は静かな声で言って、小さく微笑ほほえんでみせる。

『……本当は、ずっと昔から決まっていたことなんだって。だから、お父さんとお母さんが離婚する時、お兄ちゃんじゃなくて、私がこの国に残されたんだって』

　その言葉に、オレは胸が張り裂さけそうになる。

「……そんな……ひどすぎる……」

　妹は、純愛物の小説が大好きだ。そして「いつかは私にも素す敵てきな王子様が現れるのかな？　お兄ちゃんみたいに優やさしい人がいいな」とか可愛いことを言っていた。なのに、いきなり政略結けつ婚こんさせられる……？

　ベルギウスは国土こそ狭せまいけれど、欧おう州しゆうでも一、二といわれる富ふ豪ごう国だ。日本とはあまり接点がない国だから、王族の顔やプロフィールなんかすぐには浮うかばなかったけれど……さっきストリートビジョンに映ってたのは、俳優かと思うほどのものすごい美形だった。ルックスだけなら、女の子が憧あこがれる、ちょっと獰どう猛もうな王子様って感じではあったけど……？

「ベルギウスの皇太子に、会ったことはあるのか？」

　オレが聞くと、クリステンは小さく頷うなずく。

「うん、パーティーで、一度だけ」

　だけど、彼女の言葉に弾はずんだ響ひびきはない。

「実際に会ったら、どんなだった？　写真を見た限りじゃ、顔はいいみたいだったけど……」

　オレが言うと、クリステンは何かを思い出したかのように眉まゆを微かすかに寄せる。

「背が高くて、すごくハンサムで、パーティーに出ていた女性達はみんな彼に夢中になってた。だけど……」

　妹はなんだか怯おびえたような顔をして言う。

「私は、すごく怖こわいって思ってしまったの。彼から話しかけられて、最初は少し優しそうかと思ったんだけど……話しているうちに、なんだか急に冷たくされてしまって……」

「なんだよ、それ？」

　オレはなんだかものすごくムカついてしまいながら言う。妹は悲しげな顔でうつむいて、

「私はお城からほとんど出たことがないし、家庭教師から教わった分の教養しかない。海外の一流の学校に留学していた彼から見たら、教養のない無知な娘むすめに見えたんじゃないかな」

　その言葉に、オレはさらに怒いかりを覚える。

「クリステン！　君はたしかに城から出たことがないけど、それは父さんの方針で仕方なく出られないだけ！　君は努力家だし、オレと双子だなんて思えないほど頭がいいんだぞ！　そんなふうに落ち込むな！」

　オレが叫ぶと、クリステンが少し驚おどろいたように顔を上げる。オレは彼女の顔を見つめながら、

「おまえは知的で、綺き麗れいで、ものすごく素敵な女性だ。お兄ちゃんの言葉を信じろよ」

　妹はオレを見つめ……それからその美しい目にふわりと涙なみだを浮かべる。

「ありがとう、お兄ちゃん。本当はちょっと落ち込んでいたの。でも元気が出た」

　妹の細い指が、煌きらめく涙を拭う。泣き顔を見て、オレの胸がギュッと痛む。

「ごめんな。近くにいたら、絶対に泣かせたりしないのに」

　オレは心から言い……それからあることを実行する覚かく悟ごを決める。

「君の国に行く。できるだけ早く」

　オレの言葉に、クリステンは驚いたように顔を上げる。

「そんな結婚、絶対に許せない。オレがおまえを守る。だからもう心配するな」

　クリステンは顔を輝かがやかせるけれど、すぐにまた心配そうに、

「お兄ちゃんに会えたらとても嬉うれしい。でも、お父様とお兄様が、とてもピリピリしているの。会わせてくれるかどうか……」

「ううん……」

　オレは唸うなる。さすがに一国の主とその後こう継けい者。彼らの頑がん固こさは筋金入りだからだ。

「おまえに協力してくれる人はいる？　絶対に秘密を守ってくれるような」

　オレが言うと、クリステンはうなずいて、

「このお城で働いてくれているみんなは、とても忠実で信しん頼らいできる人たちばかりよ。頼たのめばなんでもやってくれると思う」

「よかった。……とにかく、シュタットガルテンに行って、それからおまえに会うために城に潜せん入にゆうしなきゃ」

　オレはクリステンと相談しながら、頭の中で作戦を練り上げていく。

　……どんなことをしてでも、クリステンを助けなくちゃ……！







　　　　クラウディオ・ベルギウス







「クラウディオ様！」

　ベルギウス王宮。私専用の執しつ務む室に、慌あわただしくシュヴァルツが入ってくる。彼の手には畳たたまれた数紙の新聞があるが、のんびりと新聞を隅すみから隅まで読む暇ひまなど私にはない。私付きの経済アナリスト達が世界各国のニュースをピックアップし、毎朝ファイルにして届けてくれる。それを読むのが私の日課だ。そのために、紙に印刷された新聞を見たのは久しぶりだ。

「どうかしたのか？　ニュースなら、すでにアナリストから……」

「彼らは、こんな記事はピックアップしないでしょう。どうせデマだと決め付けているでしょうから」

　シュヴァルツは言い、執務机の上に数紙の新聞を広げる。経済新聞だけではなく、ゴシップ専門の通つう俗ぞく的な新聞までが並んだことに、私は少し驚く。

「これはどういうつもりだ？　執務に当てるべき私の貴重な時間を無む駄だに……」

　私は言いかけ、その紙面に並んだ字を見て動きを止める。

「ゴシップ新聞には、私が結婚するという報道は数え切れないほど出ているだろう。こんな記事はもう珍めずらしくなど……」

　私は言いながら、ゴシップ新聞をどけ、その下にある新聞すべてに同じ見み出だしが躍おどっていることに気づいて眉をひそめる。

「『ベルギウス皇太子クラウディオ・ベルギウス十四世の結婚、正式決定』……なぜ、こんなにいろいろな新聞に……」

「記事をよくお読みください。それらはベルギウス国王……あなたの父上が、マスコミ向けに正式に発表したものです」

　私は新聞を手に取り、それに目を通す。読むにつれ、激しい怒りと当とう惑わくが湧わき上がってくることに気づく。

「結婚相手は、シュタットガルテンのクリステン王女……だと？」

　私は呟つぶやきながら、数週間前に会ったばかりの彼女の顔を思い出す。私は昔会ったあの少女が彼女に似ている気がしてつい詰きつ問もんしてしまったが……彼女はそれをきっぱりと否定した。そしてその顔にひどく怯えたような表情を浮かべた。

「あのクリステン王女が、私との結けつ婚こんなど望むわけがない」

　私が言うと、シュヴァルツはチラリと眉を上げながら、

「社交界中の女性の心を虜とりこにしているあなたが、そんなことを言うなんて」

　その唇くちびるに皮肉な笑えみを浮かべながら言う。

「あなたに一目ぼれした彼女が、父親であるシュタットガルテン国王に『あの人と結婚したい』と懇こん願がんした。シュタットガルテンとベルギウスの国交は古い。あなたの父上はシュタットガルテン国王からのその願いを聞いて……」

「有り得ない。父の執務室に行く。長くなるかもしれない。午前中の執務を調整してくれ」

　私は立ち上がり、執務室を出る。

　私は郊外の古い城に住んでいるが、父と義理の母は市街地の中にあるベルギウス王宮に住んでいる。私と父の仕事は細分化されているし、秘書が常に行き来している。そのために普ふ段だんは自分の城の書しよ斎さいで執務をこなしているのだが……政治の中心でもあり、王が住む王宮には来ないわけにはいかない。私はリムジンを使って週に二度ほどこの王宮の執務室に出しゆつ勤きんし、会議をまとめてこなす。今日はちょうどその日。午後からは憂ゆう鬱うつな会議がいくつかある予定だ。

　父の執務室は宮きゆう殿でんの東側の端はし、私の執務室とは何百メートルも離はなれた場所にある。廊ろう下かを歩く私に父の側近達が挨あい拶さつをしてくるが、私には挨拶を返す余よ裕ゆうなどなかった。父の執務室の前には物々しい制服を着た警護の人間が立っているが、私の姿を見て、胸に手を当てる正式礼をしながら姿勢を正す。

「父上！」

　私はドアを乱暴にノックし、返事を待たないままにドアを押し開く。

「新聞記事を読みました！　あれはいったい……！」

　真っ赤な絨じゆう毯たんの敷しかれた広大な執務室の向こう側、金きん彩さいを施ほどこした豪ごう奢しやな執務机の前に父が座っている。その隣となりに真っ赤なアフタヌーンドレスを着た女性が立っているのを見て、私は思わず眉まゆをひそめる。

　彼女は私の義理の母に当たる人。私の本当の母は私が十五歳の時に亡なくなった。彼女は五年ほど前にここに来た後妻。祖父母は私を助けてくれる弟を望んだようだが、彼女と父との間には子供はない。その分、すべての期待は私の肩かたにのしかかってきている状態だ。

　義母は私を見てにっこりと笑うと、楽しげに言う。

「今日も本当に素す敵てきよ、クラウディオ。こんな麗うるわしい王子様の下に嫁とつぐのだから、シュタットガルテンの王女様は本当に幸せ者ねえ」

　私が心からの怒りをこめて一いち瞥べつすると、彼女は可笑おかしそうにくすくす笑う。父は厳しく引き締しめていた顔をいっそう曇くもらせて、

「言いたいことはあるだろうが、君と王女の結婚は、君が生まれる前からのシュタットガルテンとの約束事。この国の議会も正式に承しよう認にんしている」

「ですが、父上。あの王女が……」

　私の言葉を、父は手を上げて強ごう引いんに遮さえぎる。

「君の母も、政略結婚と言われるものでここに嫁いできた。だが私を心から愛してくれたし、幸せだったはずだ」

　私は亡なくなった母を思い出し、喉のどに重いものがつかえたような気持ちになる。

　政略結婚で欧おう州しゆうの小さな国から嫁いできた母は、父を愛していた。だが、身体からだがとても弱く、公務に協力することができなかった。とても厳しかった祖父母が当時はまだこの宮殿のすべての実権を握にぎっており、ことあるごとに彼女を責めていたのを思い出す。慣れない土地、そしてすべてにおいて堅かた苦くるしい宮殿での生活が彼女の身体によかったとはとても思えない。海外への公式訪問で忙いそがしい父に置き去りにされ、夜中にそっと泣いている母を見て、私は子供ながらに胸を痛め、自分が父や祖父母と闘たたかう、と言ったものだ。もちろん、母はそれを止め、父や祖父母の両親は本当は優やさしい人なのだと、私にいつも言い聞かせていたが。

「私には、政略結婚が正しいとは思えません」

　私が言うと、父は苦い顔のまま、

「王族として生まれた人間は、その義務をまっとうする義務がある。シュタットガルテンの王女も、それはわかっているはずだ。もう十九歳なのだから、遅おそいくらいだ」

　その言葉に、私は思わずきつく眉をひそめる。

「まだ子供のようなあの王女を、政略結婚の駒こまにするおつもりですか？」

　父は「そんなことは関係ない」とでも言いたげに、肩をすくめて見せる。

「ともかく、世界中のＶＩＰに招待状を発送済みだ。『マスコミに知られたくないので極ごく秘ひにしてくれ』と言ってね。もちろん各国の首しゆ相しようや国王達から出席とお祝いのメッセージをいただいている。……もう結婚式を中止にすることなど、不可能だ」

「なぜ、そんなことをしたのですか？　私は結婚する気など……」

「次期国王が結婚をしないなどということは通用しない。……クラウディオ」

　父はギラリと光る瞳ひとみで私を見つめて言う。

「王女が駒なら、君も一つの駒であることを忘れるな。それが政治というものだ」







　　　　小林李音







「……ともかく、まずは母さんに協力を仰あおいで、シュタットガルテンまでの旅費を貸してもらう。君に政略結婚なんかさせない。待ってろ、オレが絶対にやめさせてやるからな」

　オレが言うと、クリステンは儚はかなげな笑えみを浮うかべて言う。

「お兄ちゃん。ありがとう」

「お礼は、全部成功してからだ。……愛してるよ、クリステン」

　オレが言うと、クリステンはその綺き麗れいな顔に煌くような笑みを浮かべてくれる。

「うん、私も愛してるよ、お兄ちゃん」

　オレはその声の余よ韻いんを耳に刻み込みながら、接続を切る。

　……そうは言ったけど……。

　オレは回かい転てん椅い子すの背もたれに背中を預けながら、思わずため息をつく。

　あの国にいる時から父さんは公務で忙しく、顔をあわせることも稀まれだった。腹はら違ちがいの兄さんとは他人も同然。そして二人の頑がん固こさと容よう赦しやのない性格は母さんからよく聞いている。

　……国を追い出されたも同然のオレに、二人を説得することなんか可能だろうか？

　オレは思い……それからこんなことで悩なやんでいる暇ひますらないんだ、と思う。

　立ち上がって部屋を横切り、廊下に出る。リビングへのドアを開いた途と端たん、コーヒーの香かおりがしたことに少し驚おどろく。部屋に籠こもっていると思った母さんが、キッチンにいた。

「母さん」

　オレが言うと、母さんはコーヒーメイカーの前に立ち、こっちを振ふり向むかないままで言う。

「いいから座ってなさい」

　きっと、母さんもあのニュースを知って、何をどうするべきか、考えているんだろう。母さんも実の娘むすめのクリステンのことをとても大切に思っていて、彼女をシュタットガルテンに残してきたことでとても苦しんでいたはずだから。

　オレはダイニングの椅い子すに座り、母さんの背中に向かって話しかける。

「クリステンを、政略結婚の駒にすることなんかできない。なんとかしたいんだ」

　オレは母さんの背中に向かって話しかける。母さんは向こうを向いたまま言う。

「止めるのは無理よ」

「そんな……！」

　母さんはため息をつき、コーヒーメイカーのスイッチを切る。食器棚だなから出した二つのカップにそれをいれるけれど……やり慣れていないせいでコーヒーを縁ふちギリギリまで注いでしまい、カップを持ち上げられなくなる。

「オレがやる。また火傷やけどするだろ？」

　オレはダイニングの椅子から立ち、キッチンに入る。注意深くカップを持ち上げてコーヒーサーバーに少し戻もどす。コーヒーが伝ったカップの外側を布ふ巾きんで拭ふいてソーサーに載のせ、冷蔵庫から出したコーヒー用のミルクを、母さんのカップにだけ少し注ぐ。棚たなからシュガーポットを出して蓋ふたを開け、コーヒー用のブラウンシュガーがまだ入っていることを確かめる。それらをトレイに載せて、ダイニングのテーブルに運ぶ。

「何やってんの？　冷めちゃうよ」

　オレが言うと、キッチンに立っていた母さんはハッとしたように振り返り、ダイニングに入ってくる。母さんは若くしてオレ達を産んだから、まだ三十歳代。整った顔がクリステンによく似ていて、ちょっと胸が痛む。まあ、母さんの場合はくちゃくちゃの髪かみと分厚い眼鏡と色気も何もない格好で、その綺麗さが台無しではあるんだけどね。

「資源に乏とぼしく、たいした産業もないあの国が、どうしてあんなに発展したかわかる？　他国からの援えん助じよのおかげなのよ」

　椅子に座りながら言われた母さんの言葉に、オレは驚いてしまう。母さんは、

「昔から、シュタットガルテン王室の血を引く人間の見み目め麗うるわしさは有名で、王女が生まれるとすぐに近きん隣りん諸国からの婚こん約やくの申し込みが殺さつ到とうする。その中で一番強大な力を持つ国が選ばれ、その子息との婚こん姻いんの約束が秘ひ密みつ裏りに交かわされる」

「そんな……」

　オレはその言葉に愕がく然ぜんとする。

「あんたと妹が生まれた時、援助を申し出たのがベルギウス。あそこには男子しかいなかったから、クリステンとその王子とで将来の結けつ婚こんの約束が交わされたの。私が知らない間に」

　母さんは悔くやしそうに言う。

「だから、離り婚こんする時もクリステンを連れてくることは絶対に許されなかった。本当は二人とも連れて逃にげたかったんだけど、義理のお父さんとお母さん……あんたのお祖父じいさんとお祖母ばあさんに猛もう反はん対たいされたわ。最後には私はほどんど国外退去の勢いで国を追い出された」

　その言葉に、オレは今さらだけど青ざめる。

　王家の血を引いてるなんてオレってちょっと格好いい？　とか軽く考えてたけど、一国の元首の責任ってきっとそういう簡単なものではないんだろう。

　……でも！

「クリステンは絶対に結婚させない！　そんなの許さない！」

　オレが叫さけぶと、母さんはちょっと感動したような顔をして言う。

「あんたのお父さんがそれくらい男らしかったら、私も離婚しないでなんとかできたかもしれないんだけどね。……わかった、飛行機のチケットはなんとかしてあげる。あんたなら、その間ま違ちがった結婚を阻そ止しできるかもしれない」

　母さんの言葉に、オレは深く頷うなずく。

　……オレは、クリステンを絶対に守る！




　　　　◆




「……この国に入ったら……できるだけ顔を出さないほうがいいんだよね？」

　パスポートの写真を見た入国審しん査さ官にちょっと不ふ審しんそうな顔をされつつ（クリステンに似てるな、とは思ったんだろう。でもクリステンが日本のパスポートを持っているわけがないしね）、オレはなんとかシュタットガルテン国際空港の入国審査を抜ぬけた。

　そして到とう着ちやくロビーに出る前に、派手な蛍けい光こう色のダウンジャケットを羽織り、スポーツ用のごついサングラスとニット帽ぼうを装着した。いかにもスポーツやってますみたいなこの格好なら、クリステンに似てる顔もごまかせそう。スキーシーズンで、シュタットガルテンにはスキー目当ての観光客がかなり多そうだし。

「……ええと……迎むかえの人は『ホテル・リオン』の看板を持ってるって……」

　オレは見回し、ホテルからの送そう迎げいバスの運転手が溜たまっている場所に向かう。そして若い男性が『ホテル・リオン』と書いた紙を持っているのに気づいて近づく。

「ホテル・リオンからの迎えの人？」

　オレは、この国の公用語、ドイツ語で話しかける。クリステンと母国語で話したくて特訓をしてるから、発音はかなりネイティブなはずだ。彼はうなずき、

「コバヤシ様ですね？　私はヨハンと申します」

　彼は丁てい寧ねいに言って、オレを駐ちゆう車しや場に連れて行き、地味な乗用車にオレを乗せた。彼が運転する車が、のんびりとした風景の中を走りだす。オレはほとんど忘れかけていた生まれた国の景色を見み渡わたし……なんだか懐なつかしさを感じる。

「よろしく、ヨハン。いつもクリステンをありがとう。母さんからも話を聞いてるよ」

　彼は侍じ従じゆうの青年で、母さんがいた頃ころ、親切に面めん倒どうを見てくれた執しつ事じの孫らしい。クリステンもいつも世話になってる。そして何より、この計画に関しても理解してくれているらしい。

「さすが双ふた子ごのお兄様だ。クリステン様に声も話し方もそっくりです。ちょっとハスキーで、すごく綺麗な声。本当に、そっくりですよ」

「二に卵らん性せいだから、こんなに似るのは珍めずらしいみたいなんだけどね」

　オレが言いながらスポーツグラスを外すと、彼はものすごく驚いたように息を吞のむ。車が蛇だ行こうしたことに気づいて、オレは慌あわててスポーツグラスをかけなおす。

「ごめん、前を向いて運転して！」

　オレが言うと、ヨハンはうなずく。それからため息をついて、

「まさか……これほど似ていらっしゃるとは。私の親しん戚せきということにして城内に入りますので、サングラスは絶対に外さないでください」

　彼の慌てように、オレは逆に驚いてしまう。

「そんなに似てる？　オレ、モニター越ごしにしか会ってないから……」

「本当にそっくりです。……あなたがこの国にいらしたのは七歳までで、それ以来、お父様ともお兄様ともお会いになっていないのですよね？」

　ヨハンの言葉に、オレは頷く。

「うん。けっこう薄はく情じよう？　まあ、お互たがい様さまだけど」

「あなたがクリステン王女にこんなにそっくりにお育ちになったとわかったら、これから面倒なことが起きるかもしれません。私にも妹がいますが……妹と離はなれ離ばなれになることを想像したらとても悲しくなります」

　彼は本気で悲しそうな顔になって言う。クリステンは、ヨハンはオレ達の置かれた立場にすごく同情してくれていると言っていたけれど……それはどうやら本当みたい。

「そうだね。ずっと会えなかったから、妹のことがずっと心配だったけど……でも君みたいな人がそばにいたとわかって安心した」

　オレが言うと、彼はちょっと赤くなって、

「ありがとうございます。……今回のことも、私と妹……だけでなく、シュタットガルテン城の使用人全員が、全面的に協力します」

「ありがとう。心強いよ。……あ」

　オレは、車の窓から立派な王宮を見上げて思わず言う。

「へえ、すごい。写真では見たことがあったけど、別世界って感じ」

　ヨハンは気の毒そうな顔で、

「本当なら、あなたもこの王宮で王子としてお暮らしになるはずだったんですよ」

「ううん……オレは欧おう州しゆう時代のことなんかほとんど覚えてないし、全然実感が湧わかないけどね」

　城に着いたオレは、ヨハンが住んでいるという使用人用の建物に案内される。荷物を置いてから、ヨハンに案内されて妹の部屋に行くけれど……。

「……う……っ、あの声……」

　ドアの前で、父さんと兄さんの声がすることに気づく。昔と変わらないその声に、オレはドキリとする。

「君が嫌いやがる気持ちもわかる。私も本当は可愛かわいい君を他国になどやりたくないんだ」

「私もそうだよ、クリステン」

　その言葉に、オレはドアの前で思わず足を止める。

「だが君とベルギウスの王子の結婚は君が生まれる前から決まっていたことなんだ。もしも今それを断ったら、二国間の国交はどうなるか……」

　父親の声は本当につらそうで、オレの胸が痛む。

「私の力が足りなかったせいで、ベルギウスとの国交はうまくいっていない。それにベルギウスはシュタットガルテンとは比べ物にならないほどの大国。もしも関係が崩くずれたら、シュタットガルテンは……」

「お父様」

　クリステンの声が、父親の声を遮さえぎる。

「私、ベルギウスに行きます。少し怖こわいけど大だい丈じよう夫ぶ」

　その声が涙なみだ声ごえであることに気づいて、オレは胸が張り裂さけそうになる。

　……恋こいすら知らないあんな純情無む垢くな妹が、知らない男と結婚させられるなんて、絶対に許さない！

　オレが部屋に飛び込もうとした時、階段の方から執事とメイド達が話しながら近づいてくる声が聞こえた。オレはヨハンにつれられて隣となりの部屋に隠かくれる。彼らが通り過ぎてから妹の部屋の前に行くけれど、中からはもう父親の声はしなかった。

　オレは部屋に入り……妹が泣いていることに気づいて自分まで泣きたくなる。

「クリステン」

　オレが名前を呼ぶと、彼女はとても驚おどろいたように顔を上げる。そしてオレを見つめてさらに驚いた顔になる。

「お兄ちゃんなの？」

　見つめてきた顔は、モニター越しよりももっとオレにそっくりで……オレは本当に驚いてしまう。栗くり色いろの髪かみ、紅茶色の瞳ひとみ、小さな顔。立ち上がった妹はすらりとして、女の子にしては背が高い。普ふ通つうの生まれだったとしたら、余よ裕ゆうでモデルになれそうなほど綺き麗れいだ。

「そうだよ。クリステン、助けに来たよ」

　オレが言うと、妹は顔をくしゃっとゆがめて涙なみだを零こぼす。その顔は七歳のあの頃と同じで……オレの心が激しく痛む。

「お兄ちゃん！」

　抱だきついてきた妹を抱き返しながら、胸の中に強い気持ちが湧き上がるのを感じる。

　……父さんの言ったこともよく解わかる。王族には王族の苦しみがあることも。でも、この子を知らない男の下にやることなんかできない。

「泣かないで。お兄ちゃんが助けてあげる。小さい頃からずっとそうだっただろう？」

　オレが言うと、妹は泣きながら微笑ほほえんでくれる。

「うん。お兄ちゃんはいつも強くて、いつも私を助けてくれた。本物の騎き士しみたいに、勇ゆう敢かんに」

　オレを信しん頼らいしきった目を見て、オレは心を決める。

　……難しいけど、やらなきゃいけない。

　こんなに可愛い妹を、知らない男のところになんか絶対にやれない。




　　　　◆




「できましたわ、リオン様」

　メイクをしてくれていたヨアンナが、満足げにうなずいて言う。彼女はヨハンの妹で、クリステンの世話係をしている。彼女は一歩下がったところでオレをためつすがめつして、それからさらに満足そうな顔で微笑む。

「もともとの顔立ちがお綺麗だから、ほんの薄うす化げ粧しようですけど……とてもお美しいわ。完かん璧ぺきです」

「本当にぃ？」

　オレはにわかには信じられないような気分で言う。

「たしかにオレ、男の中ではかなり華きや奢しやな方だと思うけど……」

「でしたら……」

　ヨアンナが自信満々に言って、オレの身体からだをくるっと反転させる。オレはそこに、白いドレスを着た妹が立っていることに気づいてとても驚いてしまう。

「クリステン！　どうしてここに……！」

　オレは言い……そこにクリステンがいるわけではなく、壁かべ一面の大型の鏡に自分が映っていることにやっと気づく。

「噓うそ。これが、オレ……？」

　オレは自分の姿を見つめながら呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「これなら、なんとか成功するかも！」

　オレが立てた計画は……ベルギウスに向かう前にクリステンと入れ替かわることだった。空港に向かうリムジンが出る一時間前に、クリステンは父さんと兄さんに挨あい拶さつをし、支し度たくのために部屋に戻もどった。そして使用人の制服に身を包んで、ヨハンとヨアンナが暮らす離れにそっと隠れた。最上階にある空き部屋を用意してもらえたから不自由はないだろうし、執しつ事じを始めとするすべての使用人が味方してくれているから、城を出てしまうよりもずっと安全なはずだ。

　そしてオレはクリステンがいつも着ているワンピースに着き替がえて帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶった。そして空港に向かうリムジンに乗り込んだんだ。

「テカテカの生き地じで全身にぴったり張り付くようなセクシードレス……とかじゃなくて本当によかったよ。こういうデザインはクリステンによく似合ってるだろうし、意外に趣しゆ味みがいいんだろうか、あの皇太子？」

　オレは、鏡に映る自分の姿を見ながら言う。

　クリステンもショートカットだから、オレも鬘かつらは着けていない。前まえ髪がみ以外はきっちりと撫なでつけ、耳の後ろにたくさんの白いバラの花を飾かざっている。こうするとまるで長い髪を後ろで結ゆっているように見えるから不思議だ。ベールを被った後、頭頂部にはベルギウスの王室に伝わる冠かんむりを被るらしい。とても綺麗なダイヤモンドと、ピンク色を帯びた真しん珠じゆを使った冠は、豪ごう華かだけどあまり大きすぎず、清せい楚そで……クリステンによく似合っただろう。

　ドレスの襟えり元もとはスクエア、袖そでは小さめのパフスリーブ。上半身はゆるくフィットしているけれど、腰こしの辺りでふわりと広がって、後ろには五メートルはありそうな長いトレーンが延びる。純白のシルクでできたドレスの表面を、わずかに金色を帯びたものすごく繊せん細さいなレースが覆おおっている。式の時に被るはずのベールはうっすらと透すける素材でできていて、縁へりの部分にはおそろいのレースが飾られてとても豪華。ドレスもベールも光に当たるとキラキラと煌きらめいて、男のオレでも驚いてしまうほど綺麗だ。

「身体にぴったりしたドレスだったら、コルセットを締しめなくてはいけなかったでしょうね」

　そう言いながら、ヨアンナが笑う。

「リオン様はほっそりしていらっしゃるから、それほど締め上げなくても大丈夫かもしれませんが……男の人では、とても長時間は耐たえられませんよ」

「締め上げる？　なんでそんなことするんだろう？　ただでさえ、女性用の下着にはこんなふうにワイヤーが入ってるんだろ？　こんなもの女性に着せるなんて信じられないよ」

　オレは肋ろつ骨こつの辺りに触さわってみながら言う。

　オレは花はな嫁よめ用だという、胸からウエストまでを覆う下着を着けられた。パッドを入れたカップの下辺にはしっかりとしたワイヤーが使われてる。さらに胴どうの部分には縦に走るワイヤーが何本も。ウエストまである布地をそれでしっかりと支えているらしい。締め上げてはいないけれどかなり硬かたい布地でできているから……なんだか装そう甲こうを着けているような気分だ。

「しかも、履はくのはあのハイヒールだろ？」

　オレは床ゆかの上に置いてある白いハイヒールに目をやりながら言う。ヒールの高さが十センチはありそうなそれは、見るだけで寒気がしそうな代しろ物ものだ。

「オレ、女性を本気で尊敬する。アレを履いて普通に歩いたり、時には走ったりするんだろう？　人にん間げん業わざじゃないよ」

「女性は、ほんの少しでも美しくなるためにはなんでもするんです」

　ヨアンナは言い、それからオレをまじまじと見つめて、

「ああ……なんて綺麗な肌はだなんでしょう。男性なのにこんなに麗うるわしいなんて……本当にうらやましいですわ」

「ヨアンナ、失礼だぞ。ジロジロと」

　こっちに背を向けたまま、結けつ婚こん式で持つためのブーケに霧きり吹ふきで水をかけているヨハンが言う。ヨアンナが、

「じゃあ、兄さんはどう思うの？　振ふり返ってみて」

「どうって……」

　ヨハンがオレを振り向いて、呆然としたようにオレを見つめる。それからなぜだかとても困った顔になる。オレはため息をついて、

「ああ……あんまり正直に言わなくていいよ。それに、ボロが出るからあんまり見ないで」

「そうではなくて……」

　ヨハンが言い、いきなりカアッと真っ赤になる。

「お綺麗です。男の私でも、なんだか……」

　彼は言い、オレからふいに目を逸そらす。

「……ドキドキしてしまいます」

「男に褒ほめられても、嬉うれしいような、嬉しくないような」

　オレは言い、ため息をつく。

「ともかく、結婚式さえ切り抜ぬければ格好はつく。それから皇太子ときちんと話をして、政略結婚なんか間ま違ちがっていると言う。ネットで調べたら、海外の一流大学への留学経験もあるみたいだから、それほど前時代的なことは言わないんじゃないかな」

　オレの言葉に、ヨハンとヨアンナがまだ心配そうな顔でうなずく。

　写真で見たベルギウスの皇太子は黒くろ髪かみに青い瞳ひとみのものすごいハンサムだったけど、その表情は冷たそうでクリステンが怯おびえていたのもよく解わかる。彼の端たん麗れいな顔を見ていると怯えに似た不思議な感情が湧わき上がるけれど、オレが怖こわがるわけにはいかない。

　……オレは絶対にうまくやる。そして妹を助けるんだ。







　　　　クラウディオ・ベルギウス







「……まったく、何から何までとんだ茶番だ」

　私が小さく呟つぶやくと、控ひかえていたシュヴァルツがとがめるような目で私を見る。

「……クラウディオ様」

「……わかっている。きっと一番の被ひ害がい者しやは彼女だ。きちんと話をする」

　私はドアを見つめたままで彼に囁ささやく。

「この結婚は形式だけ、私は彼女に指一本触ふれる気はない。形だけの式を挙げたら彼女はすぐに国に帰してやる。しばらく公式行事には出られないだろうが、半年もすれば私の放ほう蕩とうが原因で離り婚こんが決まったという報道を出す。それからは自由に行動することができるし、慰い謝しや料りようはたっぷりと払はらうつもりだ」

　私の言葉に、シュヴァルツはホッとため息をつく。

　……今の時代に、政略結婚だなどと。この国は本当に馬ば鹿かげている。

　私は、教会の廊ろう下かを歩きながら思う。

　……ともかく、とても不安に思っている彼女に、きちんと話をしなくては。

　私はいらだたしい気持ちで、白く塗ぬられた両開きの扉とびらの前で立ち止まる。この部屋の中には準備を終えた花嫁がいるはずだ。

　私はため息をつきながら手を上げ、扉を拳こぶしで叩たたく。

「クリステン王女、クラウディオ・ベルギウスです。少しお話が」

　その場で叫さけぶと、扉の内側で人々が慌あわただしく動いている気配がする。

「申し訳ございません、殿下。今しばらくお待ちくださいませ！」

　供の者らしい若い女性の叫ぶ声がして、さらに慌ただしい気配。私達は愛し合っているわけでもない政略結婚の相手。花嫁の控え室に私が訪ねて来るなどとは思いもしなかったのだろう。

「お待たせいたしました」

　若い女性が言って、ドアを大きく開く。私は部屋に足を踏ふみ入れて、部屋の奥から私を見つめてくる人を見返す。そして……とても驚おどろいてしまう。

　……違ちがう……。

　私は、心臓が壊こわれそうなほど鼓こ動どうが速いのを感じながら思う。

　……これは……シュタットガルテンのクリステン王女ではない……。

　部屋の中にいる彼女を一いつ瞬しゆん見ただけで、私にはそれがすぐに解った。見た目は瓜うり二ふたつ。だが、やはり違う。

　パーティーの夜、クリステン王女は微かすかに頰ほおを染めながら私を見上げてきた。しかし私の問いに答えられなかったことで動どう揺ようし、私が失望したことを敏びん感かんに感じ取ったのか、どこか怯えた顔になった。とても聡そう明めいであろう彼女の瞳はとても雄ゆう弁べんで、私は失望を顔に出してしまった自分の大人気なさにうんざりした。しかし、今は……。

　彼女はその目をしっかりと見開き、私を真っ直すぐに見つめている。最高級の紅茶のような赤みを帯びた茶色の瞳は、胸が痛くなるほど澄すんで、そしてとても強い光を浮うかべている。

　私が彼女を見かけたのは幼少時代をあわせてもほんの数回。初めて会ったのは泉のほとりだが、きちんと話をしたのはこの間のパーティーが初めてだった。だが世界中から絶賛される美び貌ぼうの持ち主である彼女はまるで美術品のようで、色いろ恋こい沙ざ汰たに興味のない私も思わず観察してしまった。肌の滑なめらかさも、艶つやのある髪かみも、形のいい小さな耳も、人形のように端麗に整った顔もまったく同じ。だが……。

　……別人だ……。　>>>♥

「何か言いたいことがありそう」

　その人が、私を睨にらみつけたままで言う。美しい発音と語ご尾びがかすれるハスキーな声は、あの夜の彼女とまったく同じ。だが……やはりどこかが違う。あの夜の彼女の言葉にはか弱さを感じてとても不ふ憫びんになったものだが……今の彼女からは強いオーラしか感じない。

　……これは……いったい誰だれなんだ……？

「もしかして……私との結婚を、やっぱり取りやめにしたいとか？」

　その人の瞳の中に希望の光が煌きらめき、その声は微かに弾はずんでいる。私との結婚をまったく望んでいないことが伝わってきて、私の心の中で何かが熱く疼うずく。

　……なんなのだろう、この気持ちは……？

　私は思いながら、その人を見下ろす。

「教会の中には世界中から国こく賓ひんや名だたるＶＩＰが集まり、教会の外には国民とマスコミが押し寄せています。結婚式の前に取りやめにすることは不可能だ。そんなことはあなたにもわかっているでしょう」

　私の言葉に、相手はきつく眉まゆを寄せ、怒いかりの表情を浮かべる。そのあからさまな表情の変化が、私の心をまた逆さか撫なでする。

「一つ、あなたにお聞きしたいことが」

　私が言うと、警けい戒かいしたようにさらに眉をきつく寄せる。

「なんですか？」

「小さな頃ころ、この城に遊びにいらしたことがありますね？」

　私の言葉に、その人はさらに警戒したような顔になる。

「ええ。舞ぶ踏とう会がありましたから。それが何か？」

「城の森の奥に、小さな泉がある。覚えていらっしゃいますか？」

　私は祈いのるような気持ちでそれを口にする。相手はまだ不ふ審しんげな顔で、

「覚えています。ほとりに金色の天使の彫ちよう像ぞうがある、あれでしょう？」

　その返答に、私の心臓が跳はね上がる。

　……では……この人が……？

「では、その泉のところで誰かに会いませんでしたか？」

「……あ……っ」

　相手の頰がふわりと赤くなる。そして目を見開いて私をまじまじと見つめる。

「会いました。タキシードを着た男の子に。すごくハンサムで、王子様みたいだと思って……」

　私を見上げて言葉を切る。とても真っ直ぐな視線を当てられているだけで、身体からだがじわりと熱を持つような気がする。

「……あれ、この国の皇太子である、あなただったんだ……？」

　その呟きに、私の鼓動がどんどん速くなる。

　……では、私がずっと忘れられなかったのは、目の前にいるこの人で……？

「……ってことは……」

　その人は言い、ふいにカアッと頰を染める。私から目を逸そらし、とても恥はずかしそうに言う。

「……泣いているところ、あなたに見られたんですね。忘れてください、あの時はまだほんの子供だったので」

　バラ色の頰をして長い睫まつ毛げを瞬またたかせる様子は本当に麗うるわしい。そしてどこか怒おこったような口調は、なぜかとても可愛かわいらしく聞こえる。私は、目の前の人に陶とう然ぜんと見とれながら思う。

　……私は初はつ恋こいの相手である人を目の前にし、さらに結けつ婚こんしようとしていて……？

　小さくため息をついたその人が、ふいにキッと私を見上げてくる。

「で？　何が言いたくてここに来たんですか？　仕方なく結婚はするけれど、そんな子供を伴はん侶りよにするのは本当は心外だ、とか？」

　怒りに満ちた口調に、不思議な感情が湧き上がる。私は思わず手を伸のばし、彼女の顎あごを強く持ち上げる。

「……っ」

　相手は小さく息を吞のみ、まるで野生動物のような怒りに煌く目で見上げてくる。

「私が言いたいのは、正反対のことです」

　私の言葉に、驚いたように目を見開く。

「あの泉には不思議な伝説がある。『その前で出会った二人はいつか結ばれる』という。……もしかしたら、私とあなたの結婚は運命だったのかもしれませんね」

　私はその小さな顔から手を離はなし、呆ぼう然ぜんと見上げてくる彼女に言う。

「式次し第だいは覚えていらっしゃいますか？　失態は許されませんよ」

　その人は形のいい眉をきつく寄せ、姿見の方にチラリと視線を走らせる。そこには式次第や誓ちかいの言葉が詳しよう細さいに書いてあるメモが何枚も重ねられている。赤いボールペンでたくさんの書き込みがしてあるところを見ると、どうやら必死で勉強したようだ。

「わかっています。シュタットガルテンの恥はじになるようなことはできませんから」

　言って、私をキッと睨みあげてくる。

「ですから、安心してご自身の控ひかえ室にお帰りください」

　……さっさと出て行けということか。今は話をしている余よ裕ゆうなどなさそうだ。

「わかりました。話はまた、今夜にでも」

「……今夜……？」

　私の言葉に、その人は小さく呟つぶやいてなぜかカアッと頰を赤くする。その反応に、私はやっと気づく。結婚式での誓いの言葉が終われば、この人はもう私の妻。ということは今夜は……。

「ああ……今夜は、私達の新しん婚こん初夜ということになりますが、心配しなくても……」

「バカ！　結婚式の前からそんなこと……！」

　その人は泣きそうな顔になりながら両手で拳を作り、私の胸を両手で叩く。力いっぱい叩いていそうだが、乗馬や剣けん術じゆつで鍛きたえてある私にはまったく応こたえない。

「出て行ってください！　今すぐに！」

「わかりましたから叩くのはやめてください。勲くん章しようで指を……」

　言いかけた時、その人は驚いたように小さく声を上げて慌あわてて手を引く。正装をしている私の胸にはいくつかの勲章が飾かざられている。金属製のそれは見た目を重視しているせいで加工が粗あらく、端はしが尖とがっていることが多い。どうやらそこに指を引っ掛かけたようだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　私は言い、慌てて引かれた左手を捕つかまえる。その手の美しさに気づいて、また胸が痛む。

「指を切りましたか？　気をつけないと、私もよく……」

　私は彼女の手を引き寄せ、その手を見下ろす。ほっそりとした指と、真しん珠じゆ貝がいのように艶のある爪つめ、そして透すき通とおるように白い肌はだを持つ美しい手だ。その白く細い指先に、猫ねこの爪つめ痕あとのような細く赤い痕あとがある。そのコントラストの鮮せん明めいさに私は思わず我を忘れてその手を持ち上げ……。

「……あ……っ」

　小さく上げられた声でハッと我に返る。気づいたら私はその指にそっと唇くちびるをつけていた。

「……う……」

　ハッとして顔を上げると、その人は形のいい耳までを真っ赤に染め、今にも泣きそうな顔で私を見つめていた。

「ああ……失礼。つい……」

　私が言うと相手はハッとしたように目を見開き、それから私の手から自分の手を引き抜ぬく。

「このスケベ野や郎ろう！　いきなり手にキスするなんて！」

　繊せん手しゆがひらめき、私の頰ほおを、パン、と強く叩たたく。

「早く出て行ってください！　今すぐです！」

　そう叫さけんで、私に背を向けてしまう。

「解わかりました。それでは」

　私は言ってその人の背中に礼をし、部屋を横切る。廊ろう下かへの扉とびらを開くと、そこにはとても心配そうな顔をした彼女の付き添そい達が立っていた。

「彼女が勲章で指を切りました。左手の薬指の先です」

　私が言うと、付き添い達は驚おどろきの声を上げる。

「大丈夫ですか、クリステン様？」

「傷はひどいのですか？」

　付き添いの女性達が部屋に駆かけ込み、最後に残った若い男性の付き添いが私に小さく礼をする。その目には怒りの光がある。どうやらあの人はとても慕したわれているらしい。

　ドアが内側から閉じられる。少し離れた場所で見守っていたシュヴァルツが、当とう惑わくしたような顔で私に近づいてくる。

「王女様の声が微かすかに聞こえましたが……いったい何があったのですか？」

「たいしたことはない。からかいすぎた。……しかし」

　私は少し心配になりながら、小さくため息をつく。

「あんなに純情で、誓いのキスなどできるのだろうか？」

「は？」

　シュヴァルツの言葉に、私はかぶりを振ふって踵きびすを返す。

「いい。なんでもない」

　先に立って歩きながら、私はその染まった頰や潤うるんだ瞳ひとみを思い出し、そして、また鼓こ動どうが速くなるのを感じて、自分で動どう揺ようする。

　……ああ、本当に私はどうしたというのだろう？

　私は思いながら廊下を進み、花はな婿むこのための控え室に入る。そしてそこにダークスーツを着た王宮付き諜ちよう報ほう部の捜そう査さ官がいることに気づく。

「殿下、お忙いそがしいところ申し訳ありません。急ぎのご報告が」

「かまわない。報告を」

　私は言って、部屋の中に入る。シュヴァルツが廊下を見回してからドアを閉め、内側からしっかりと鍵かぎをかける。

「クリステン王女のことで、大変なことがわかりました」

　調査員の一人、フランクが青ざめた顔で言う。いつも冷静な彼とは別人のような慌てようだ。私はさきほどの違い和わ感かんを思い出しながら部屋を進み、椅い子すに座る。

「言っていい。この部屋の防音は完かん璧ぺきだ」

　フランクはうなずき、当惑したような顔で言う。

「クリステン王女の出生に関するご報告です。……シュタットガルテンでは昔から双ふた子ごは喜ばれません。ですが、実はクリステン王女には双子のきょうだいが」

　シュヴァルツが驚いたように息を吞む。フランクが、

「シュタットガルテンの元王おう妃ひは日本人で、離り婚こんした際に双子のうちの一人を連れて行ったそうです。そして東京にいる調査員が、その人の顔写真を入手しました。さらにその人が東京を離れ、三日前にシュタットガルテンに入国したこともつきとめました」

　……やはりそうか……。

　その言葉に、私は小さくため息をつく。

　だからあれほどそっくりだったのも、しかしどこかが違っていたのもうなずける。

「調査員が手に入れたその人の画像が、これです」

　フランクは私にプリントアウトされた写真の束を差し出す。私はそれを受け取り……そして一目見ただけで確信する。

　……あの部屋にいたのは、やはりクリステン王女ではない。この人だ。

　画像はかなり鮮明だった。一枚は身分証明書の写し。真ま面じ目めな顔をしたとても麗うるわしい人が真っ直すぐにこちらを見ている。二枚目からは、その人が屋外でたくさんの友人に囲まれて笑っているもの。隅すみにプリントされたＵＲＬから見ると、大学のホームページのアルバムから見つけてきた写真のようだ。

　その人はたくさんの友人達の中でもひときわほっそりとして優ゆう雅がで麗しい。友人達にも慕われているようで、画面の中心にいる。煌きらめくような無む邪じや気きな笑え顔がおに、なぜか胸が熱くなる。

「クリステン王女にそっくりの美人ですね。ですが、性格はだいぶちがうようだ。こんなボーイッシュな格好をするなんて」

　私の手元を覗のぞき込んだシュヴァルツが言う。

　その人は黒いＴシャツにカーキ色のシャツを羽織り、細身のジーンズをはいて革かわのワーキングブーツを履はいている。腰こしには太いキーチェーン、傍かたわらにはオレンジ色のストリートバイク。

「いえ、その……」

　フランクが当惑したように言う。

「彼の名前は『リオン・コバヤシ』。十九歳。都内にある大学の文学部の二年生。シュタットガルテンの王族の血筋であることを隠かくし、母方の姓せいを名乗って生活しているようです。戸こ籍せきを調べさせましたが……正しよう真しん正しよう銘めいの、男性です」

「この美人が、男性？」

　声を上げたのはシュヴァルツだった。フランクがうなずいて、

「男女の二に卵らん性せい双そう生せい児じで、彼がクリステン王女の兄にあたるそうです。一卵性とは違って二卵性では顔が似ないことも多いようですが……見れば見るほどそっくりで驚きました」

「たしかに。こんなこともあるんですね」

　シュヴァルツとフランクが驚いたように言い合っている。

　……あの人が、男……？

　私は呆ぼう然ぜんとしてしまいながら、さっき会ったばかりの人を思い出す。

　たしかにあの人はすらりと背が高く、どこか中性的な美しさを持っていた。だがあんなに繊せん細さいな麗しさを持った相手が、自分と同じ男なのだとはにわかには信じられない。だが……。

　私は写真を見下ろしながら、確信する。

　……さっき会ったのは、絶対にこの人だ。そっくりではあったが、クリステン王女ではない。

「彼女……ではなく、彼は、数日前にシュタットガルテンに入国したんですよね？　きっと妹の結けつ婚こん式に出席するためでしょう。……ですが、招待客名めい簿ぼにそんな名前はありませんでした」

　シュヴァルツが不思議そうに言う。私は少し迷い、それから彼らには言わなくてはいけないだろうな、と思う。

「彼は、結婚式には出席する。招待客ではないけれど」

　私が言うと、二人は意味が解わからないと言う顔で私を見つめる。私は、

「わからなかったか、シュヴァルツ。さっき控ひかえ室にいたのは、彼だ」

　私の言葉に、シュヴァルツとフランクが愕がく然ぜんとした顔で硬こう直ちよくする。

「……彼……？」

　しばらくしてから、シュヴァルツがかすれた声で言う。いつも超ちよう然ぜんとした彼がこんなにショックを受けるのは初めて見たかもしれない。

「そうだ。私にはわかる。クリステン王女ではなかった。いったいなんの目的があって女装までして妹とすり替かわったのか……それはまだわからないが」

「クラウディオ様」

　フランクが青ざめた顔で言う。

「もしもそれが本当なら、セキュリティー的に問題が……」










　……やはりそうか。妹を守るために、女装までしてこの国に来たというのか？

　私は彼の美しい顔と強い瞳を思い出し……なぜか胸が疼うずくのを感じる。

　……不思議だ。リオンというその青年に、興味が湧いてきた。







　　　　小林李音







「……まあ、なんて麗しい……」

「……さすが、シュタットガルテンの王女様……」

　廊ろう下かの両側に立った付き添そいの女性達が、小さく囁ささやき合っているのが聞こえる。オレとクリステンは体型が似ているし、今は分厚いベールを被かぶって顔がよく見えないようにしてる。だけど見る人が見ればやっぱりヤバいのでは、とオレはかなり不安だった。オレはなんとかまだバレていないことに、ちょっとホッとする。

　……っていうか、このまま教会のヴァージンロードを歩かなきゃならない。本当に祭さい壇だんまでたどり着けるんだろうか？

　オレは不安に足がすくみそうになるのを感じ……それからさっきのあの男のことを思い出して、不安も吹ふき飛びそうなほどの怒いかりを感じる。

　……クソ、あのスケベ男……！

　オレは指に触ふれたあの男の唇くちびるを思い出し、頰ほおが燃え上がりそうに熱くなるのを感じる。

　……ほとんど初対面の女性の手にキスをするなんて、あんな顔してきっとめちゃくちゃスケベなんだ！　あんな男のところにクリステンをやったら、何をされていたか解わからない！

　ヨアンナに先導されて礼拝堂の方に向かっていたオレは、曲がり角を曲がった先に背の高い男性が立っていることに気づいてドキリとして立ち止まる。

　彫ちよう刻こくのように端たん整せいな顔立ち、見覚えのあるシュタットガルテンの正装。昔は綺き麗れいな金きん髪ぱつだった髪かみは、今は白しら髪が交じり。目め尻じりには皺しわが目立つ。

　……父さん……。

　オレの鼓こ動どうが、不思議なほど速くなる。

　父さんのせいでオレはクリステンと離はなれ離ばなれになり、そしてクリステンは政略結婚の駒こまとしてほとんど見ず知らずの男のところに嫁とつぐことになってしまった。だから恨うらんでも怒おこっても仕方がないのに……。

「……クリステン」

　分厚いベール越ごしに見る父さんは、記き憶おくの中にいる冷れい淡たんで傲ごう慢まんな彼ではなく、すごく疲つかれているように見えた。

「……おまえには、ずっと苦労ばかりさせた。本当にすまなかったと思っている」

　苦しげな声で言われて、オレの心がズキリと痛む。

「……幸せになって欲しい。私はそう願っているよ」

　その言葉に、なんだか泣いてしまいそうになる。

　……なんだよ、オレ？　ほだされてどうするんだよ？　怒ればいいのに！

　思うけれど……やっぱり血の繫つながった父親に、本気で怒ることなんかできそうにない。きっと父さんも、クリステンを政略結婚の駒にすることで苦しんだんだろうから。

「……ありがとう、お父様」

　オレは、小さな声で囁く。きっとクリステンもそう言ったであろう言葉を。

　父さんは目を潤うるませ、それから咳せき払ばらいをしてオレに肘ひじを差し出す。父さんの腕うでに摑つかまってヴァージンロードを進み、祭壇の前であの男と愛を誓ちかうっていうのが、ヨハン達から教わった結婚式の流れだ。

　オレは深呼吸をして、父親の腕にそっと手を添える。礼拝堂に続く大きな両開きのドアが、ゆっくりと開かれる。

　……う……っ。

　シュタットガルテンの城には教会があったけれど、ごくごくアットホームなものだった。日本では教会になんか全然行かなかったし。だから、結婚式場にあるチャペルみたいなものしか想像できてなかったんだけど……。

　正面右手には巨きよ大だいなパイプオルガンがあり、それが奏かなでる結婚式の曲が、教会全体を満たしている。あまりの響ひびきのよさと音圧に呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　……なんだこれ……？

　そこはまるで巨大な石の森のよう。一本一本の柱が見上げるほどの高さにそびえ立ち、天てん井じようにや壁かべには金きん彩さいを使った重じゆう厚こうな天使達の絵が描えがかれている。正装をした人々がびっしりと座ったベンチの間に、純白の布が敷しかれている。

　……うわ、真っ白なヴァージンロード。男のオレが歩くのは、絶対にヤバい気が……。

「……クリステン」

　父さんが小声で言い、オレはハッと我に返る。そしてヨハンとさんざん練習した花はな嫁よめ独特の歩き方──一歩進むごとに足をそろえる──で、ヴァージンロードを進む。ドレスの裾すそがものすごく長いトレーンになっていて、それを引いて歩いているから、一歩一歩がすごく重い。

　ヴァージンロードの遥はるか向こう、正面の壁には、天使の姿が描かれた巨大なステンドグラス。壮そう麗れいな装そう飾しよくが施ほどこされた金色の十じゆう字じ架かと布がかけられた大きな祭壇がある。そして……。

　父さんに手を引かれて進むオレを、あの男が真っ直すぐに見つめている。

　……クソ、緊きん張ちようする……！

　軍服に似た純白の正装に身を包んだ彼は、男のオレから見ても見とれてしまうほど格好いい。さっきキスをされた薬指がちくりと疼いた気がして、オレは唇を嚙かむ。

　……たしかにオレは、この男を騙だまそうとしてる。だけど、本当に悪いのは政略結けつ婚こんなんかを決めた人々だし、クリステンを守るには、どうしようもなかったんだ……。

　オレは男から目を逸そらし、前だけを向いてヴァージンロードを進む。両側に座った参列者がそろってため息をついていることに気づいて、ちょっと焦あせる。

　……ヤバい、オレ、どっかおかしいだろうか？

　思いながらチラリと見下ろすと、参列者は頰を赤らめ、じゃなかったら目を潤ませていた。どうやら見とれたり、感動したりしてくれているらしい。

　……あとは……あの男をなんとか最後までごまかさなくちゃ。

　オレは思いながら、ベール越しにあの男を睨にらみつける。

　……ここで失敗したら、すべてがおじゃんになるだけでなく、クリステンの誇ほこりに傷がついてしまうのだから。

　オレと父さんは祭壇近くまで進み、父さんはそこで待っていたあの男と位置を交こう替たいする。彼はオレを見下ろして、そっと肘を差し出してくれる。オレはやけに緊張しながら彼の腕に触れ、彼と並んで祭壇の前に進む。

　金色の豪ごう奢しやな僧そう衣いをまとった司教さんが、ラテン語らしい言葉で長々と話し始める。そんな言葉、少しも解わからないオレは、思わず青ざめる。

　……うわ、どこで「はい」って言えばいいんだ？

　オレの緊張を感じ取ったのか、クラウディオがオレを見下ろしてくる。彼が、大だい丈じよう夫ぶ、というように微かすかに頷うなずいた後、言葉は英語になり、オレはホッとため息をつく。

「汝なんじ、その健すこやかなる時も、病やめる時も、喜びの時も、悲しみの時も、富める時も、貧しい時も、これを愛し、これを敬い、これを慰なぐさめ……」

　イメージしていたよりもずっと長い言葉に、オレは呆然とする。

　……いったいいつまで続くんだ？

「……誓います」

　クラウディオがいきなり言い、ちゃんと聞いていなかったオレは青ざめる。

　……うわ、次はオレか？

　緊張のあまり、司教さんの声が耳に入ってこない。得意だと思っていた英語が、なんだか全然知らない言葉みたいに聞こえて……。

「……その命ある限り、真心を尽つくすことを誓いますか？」

　いきなり司教さんの言葉が終わり、オレは頭が真っ白になってさらに青ざめる。

　……うわ、なんて言うんだっけ？

「……誓います、だ」

　隣となりに立ったクラウディオがため息のような微かな声で囁ささやいてくれる。

「……ち、誓います……」

　オレは慌あわてて言うけれど、声は震ふるえ、情けなくかすれて……なんだか感動に泣いている花嫁さんのそれみたいに聞こえる。

　……男のオレが花嫁の格好をして、こんなところで噓うそをついた。きっと神様は怒ってるだろうなあ。

　オレは内心ため息をつく。それから、

　……はあ、なんとか乗り切ったかも……。

　オレは思い、それからもっととんでもないことがその後に待っていることに気づいて、さらに青ざめる。

　……そうだ、キスがある……！

「……では、誓いのキスを」

　司教さんの言葉に、クラウディオがオレの方に向き直る。オレは慌ててその真似まねをして、彼の方を向く。彼が両手を伸のばして、オレの顔を覆おおっているベールの端はしをそっと持ち上げる。

　……うわ……どうしよう……？

　ベール越しではない彼の顔は本当に見とれるほど端たん麗れいで、しかもその瞳ひとみは最高級のサファイヤみたい。こんな男といきなりキスをするなんて……！

　オレはやけに緊張して、思わず硬こう直ちよくしてしまう。

　……だって、一応モテてはいたけれど、オレはけっこう真ま面じ目め。だから誰だれともキスなんかしたことなくて……。

　彼の端麗な顔がゆっくりと近づいてくる。そして……。

「……ん……」

　ちょっと唇くちびるをつけるだけかと思ったのに……。

　……長い……！

　彼の唇はオレの唇をそっと包み込む。そのキスは、やけにセクシーで……。

　……うわ、どうしよう……？

　頰ほおが真っ赤になり、心臓が壊こわれそうなほど鼓こ動どうが速くなる。　>>>♥

　……長すぎるよ……！

　キスが終わった頃ころには、オレは一人で真っ赤になってしまっていた。平然と姿勢を正すクラウディオが、めちゃくちゃ憎にくらしい。

　……こんな男のところに妹をやらなくて本当によかった！




　　　　◆




　オレとクラウディオが乗った馬車は、人々で埋うめ尽くされたメインストリートをゆっくりと進む。明るい場所で顔を見られたり撮さつ影えいされたりするのは絶対にヤバいから、オープンカーにでも乗せられたらどうしようかと思ってた。だけど教会の外で待っていたのはシックなマロンブラウンの車体に金色の飾かざりのある馬車だった。美しい栗くり毛げの馬が四頭、馬車を引いている。メリーゴーランドですら恥はずかしくて乗れないのに、御ぎよ者しやのいる四頭立ての馬車に乗るなんてシチュエーション……数日前のオレなら絶対に信じられなかっただろうけれど。

　結婚式では、オレは五メートルはありそうな長いトレーンのあるウエディングドレスを着ていた。狭せまい馬車にあんなものを収納するのは無理だから、式の後で裏に連れて行かれ、ウエディングドレスとデザインがほぼ同じだけど、裾が足首までしかない普ふ通つうのロングドレスを着ている。

　メインストリートの歩道は花と人々で埋め尽くされている。両りよう脇わきに並んだビルの窓はどこも大きく開かれ、そこから人々が金色や銀色の紙かみ吹雪ふぶきをまいている。風にあおられたそれらがキラキラと煌きらめきながら空を埋め尽くす光景は、まるで絵の中にいるみたいに綺き麗れい。オレは恥ずかしさも忘れて見とれてしまう。

「みんな、すごく嬉うれしそうですね」

　オレが思わず言うと、クラウディオは無感情な声で、

「私の国では、クリステン王女はたいへんな人気です。だから自分の国の皇こう太たい子し妃ひになってもらえるのが嬉しいのでしょう」

　その言葉が、オレの心をズキンと痛ませる。

　……どうしよう、一いつ般ぱん人を騙すなんて、ちょっと罪悪感を感じるんだけど。

　オレは思いながら、沿道を埋め尽くす人たちににっこり笑って手を振ふってみせる。ベールなしで近くで見られたら誰かに気づかれそうだけど……遠い場所、そして暗い馬車の中ならなんとかごまかせそうな気がする。

　オレは思い、反対側に向かって手を振っているクラウディオにチラリと視線をやる。それに気づいたのか、彼はオレをふと振り返る。

「そろそろお疲つかれでしょう」

　そのやさしい言葉に、オレはちょっと驚おどろいてしまう。彼は壁かべに備え付けられているトランシーバーのような機械を取り、スイッチを入れる。

「ハンス、そろそろ馬の足を速めてもいい。花はな嫁よめがお疲れだ」

　どうやら御者に話しかけているらしい。オープンの馬車じゃないので、話をするには窓から怒ど鳴ならなくてはいけない。皇太子様が、さすがにそんなことはできないのだろう。

　馬車がさりげなく速度を速め、クラウディオは前に向き直る。

「君も、少し休んだほうがいい」

　労いたわるような声で言われて、ちょっとドキリとする。

　本当は、姿勢を正しすぎて背中ががちがちだったし、ずっと振り続けていた手は今にもつりそう。さらに微笑ほほえみ続けていた顔がめちゃくちゃこわばってる。もう限界だったんだ。

　……助かった……！

　オレは手を下ろして前に向き直り、思わず深いため息をついてしまう。彼が前を向いたまま小さく笑ったことに気づいて、ムッとする。

「なんですか？　私、どこかおかしかったかしら？」

　言ってやると、彼は前を向いたままさらに笑えみを深くする。

「いえ、正直な方だなと思って。実は私ももうくたくただ」

　その声がちょっと優やさしかったことに、またドキリとする。

　……ほだされるな、オレ！　こいつは政治のためにクリステンと結けつ婚こんしようとした、憎い男なんだぞ！　それに……。

　オレは、これからまだ続くであろう結婚にまつわる儀ぎ式しきを思って、小さくため息をつく。

　……きっと今夜辺りは王様や王おう妃ひ様と挨あい拶さつするための儀式がある。もしかしたらこの国のＶＩＰを集めての披ひ露ろうパーティーとかが予定されてるかもしれない。

　思っただけで、頭が痛くなりそう。

　……化け粧しようなんかしたのは初めてだからいつまで持つのか解わからない。今だって、明るいところで見られたらすぐに男だってことがバレるかも。クリステンのためとはいえ、本当にとんでもないことをしてしまったかも……。

「ベルギウス城まであと三十分ほどです。父と母が待ちかねているでしょうが、軽く挨拶をするだけで結構。引き止められると長いですから」

　彼があっさりと言い、オレはまた驚いてしまう。

「それで大だい丈じよう夫ぶなんですか？　披露パーティーとかあるんじゃ？」

「やりたいですか？」

　振り返って真顔で聞かれ、オレはものすごい勢いでかぶりを振ってしまう。

「いや、絶対に無理！　もう限界！」

　思わず叫さけんでしまい、彼がまた微笑んだことでしまった、と思う。

　……ヤバい、これじゃあクリステンが変なやつだって誤解されちゃう……。

「ええと……」

　オレは慌てて咳せき払ばらいをして、

「……少し、疲れていますので」

「それで結構。父と母にはそう言ってください」

　彼は言い、オレはなんだか複雑な気分になる。

　……オレ、ちゃんとごまかせてるだろうか？　シュタットガルテンの王女は跳はね返りの礼れい儀ぎ知しらずとかって思われてないだろうか？

　オレは思うけど……規則正しい馬車の揺ゆれと疲れで、だんだん眠ねむくなってくる。

　……ヤバい、結婚式の後で花嫁が居い眠ねむりなんて、絶対に許されないし……！

　思うのに、あまりの緊きん張ちようが続いたせいで、意識がふと遠ざかりそうになり……。

　ふいに空気が動き、ふわ、と芳かぐわしい香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。

　……いい香り……この男の、コロンだ……。

　オレは半分眠ってしまいながら思う。

　……この男、意地悪だし憎らしいけど……顔はものすごく格好いいし、しかもめちゃくちゃいい香りがするんだよね……。

　オレは夢の中に引きずり込まれそうになり……それから別の気配でハッと目を覚ます。シートが沈しずんだ気配だ。まるでクラウディオがすぐ近くに来たかのような。

「え……？」

　慌あわてて目を開けると、クラウディオの顔がものすごく近くにあった。

「うわ、何をする気だっ！　このスケベ男っ！」

　日本語で言うのだけは避さけられたけれど……言葉はめちゃくちゃ乱暴になる。彼は驚いたようにオレを見る。今にもキスをされそうなほどの近さに、心臓が跳はね上がる。

「失礼。あなたが眩まぶしそうなので、窓のスクリーンを閉めようと思ったのですが」

　彼はオレを見つめたままで言う。慌てて視線を動かすと、彼はオレのすぐ近くに片手をつき、もう片方の手を窓に向かって伸のばしていた。窓には暗紅色のスクリーンがしつらえられていて、彼の指はその紐ひもを握にぎっていた。

　オレは自分の誤解に気づいて、一人で真っ赤になる。

「ご、ごめんなさい。少し驚いてしまいました。……どうか、閉めてください」

　オレが言うと、彼はスクリーンを閉め、もとの体勢に戻もどる。そして自分の方のスクリーンも閉める。馬車の中が暗くなったせいで、なんだか眠さが倍増してしまう。

「……ふわ……」

　オレは思わずあくびをしてしまい、男が小さく笑ったことに気づいてハッとする。

「ち、違ちがいます！　目を閉じていたのは眠いわけではなくて、眩しかっただけですから！」

「わかっています。眩しかっただけですね」

　彼は唇くちびるの端はしに笑みを浮うかべたままで言う。

「ですが、もし必要でしたら私の肩かたに寄りかかってくださってもかまいませんよ」

「そんなことしません。眠いわけではありませんから」

　オレは絶対に居眠りなんかしない、と思いながら言う……けど……。

「……ありません……から……」

　オレは呟つぶやき、あまりの眠さにそのまま意識を手放してしまったんだ。




　　　　◆




「……うう……」

　オレは瞼まぶたに当たる眩しい光を感じて、ゆっくりと覚かく醒せいする。

　……ああ、もう朝か。なんだかめちゃくちゃおかしな夢を見たかもしれない。

　オレは目を擦こすりながら、ため息をつく。

　……オレがクリステンの代わりにドレスを着て、意地悪な男の花嫁になって、馬車なんかに乗せられちゃって、その男に『肩に寄りかかっていいですよ』とか言われて……。

　オレは寝ねぼけたまま、思わずクスリと笑ってしまう。

　……夢にしたって、ひどすぎる。そんなこと、あまりにも荒こう唐とう無む稽けいで……。

「……もうすぐ到とう着ちやくしますよ」

　耳元で誰だれかが囁ささやく。無感情なのに、やけにセクシーな響ひびきのある美声。まるで夢で見た、あの男の声みたい。さらに、オレは自分が誰かの肩にもたれかかって寝ていることに気づく。あたたかな体温と、ものすごく芳しい香り。さらに何頭もの馬の蹄ひづめの音と、規則的な揺れをリアルに感じていて……。

　……ちょっと待て。まるで本当に馬車に乗ってるみたい。なんでこんなにリアルなんだ……？

　オレは思いながら目を開き……そしてそれが夢じゃなくて現実であることを知る。

「うわっ！」

　オレは『そんなことしない』とか言いながら、男の肩にしっかりともたれかかって眠ってしまっていた。

「ご、ごめんなさい！　重かったでしょう？」

　オレは叫び、慌てて身体からだを起こす。頰ほおが燃え上がりそうなほど熱い。

「いいえ。あなたは小鳥のように軽い。いくらでももたれかかってくださって結構ですよ」

　彼は平然と言う。横顔に微かすかに浮かんだ笑みに、ますます頰が熱くなる。

　……クッソー、憎にくいこの男に弱みを見せてしまった！　日本語で寝ね言ごととか言ってないといいんだけど……。

　横目でうかがうけれど、彼は超ちよう然ぜんとした顔をしていて驚おどろいた様子や不ふ審しんげな様子はない。

　……なんとか、大丈夫だったみたい……。

　オレはホッとため息をつきながら、前に向き直って……。

　……うわ、すご……っ！

　思わず日本語で叫びそうになってしまい、赤くなりながら慌てて咳払いをする。

　……ああ、気をつけなきゃ。母親が日本人のクリステンが日本語を話せてもおかしくはないけど……やっぱり不自然になりそうだし。

「ええと……なんて美しいお城なのかしら」

　オレは言い、それからまた陶とう然ぜんと見とれてしまう。

　馬車の前の部分はガラス張りになっていて、御ぎよ者しやの肩越ごしに景色を見ることができる。馬車は人の多い場所を抜ぬけ、石いし畳だたみの敷しかれた道を走っていた。道の片側は針葉樹の林、もう片側は切り立った崖がけになっている。

　緊張の連続の間に、長かった今日が終わりかけているらしい。夕焼けに染まった空、最後の光を放つオレンジ色の太陽、それを背にして、見とれるような壮そう麗れいな城が聳そびえ立っていた。

　灰色の屋根を持つ何本もの尖せん塔とうが、天に向かって高く延びている。白い石で作られた外がい壁へきと傾けい斜しやの大きな屋根、上部が半円形になった窓、夕暮れの陽光に煌きらめく金色の装そう飾しよく。ドイツのノイシュバンシュタインを思わせるような、とても美しいお城だ。

「……あれ……？」

　オレはあることに気づいて、自分の側のスクリーンを上げる。街中はとっくに通り過ぎたみたいで、針葉樹の林が続いている。

「ベルギウス王宮って、市内にありましたよね？　観光客が、衛兵交こう替たいを見学に行くし……」

「あそこには父と義理の母が住んでいます。ここは郊こう外がいにある私の城。執しつ務むのために週二日あちらに出しゆつ勤きんしますが、住んではいません。彼らと同居など、気き詰づまりでとても耐たえられない」

　その言葉に、オレはものすごくホッとしてしまう。結けつ婚こん式で見たベルギウスの王おう妃ひはなんだかすごい派手な感じの人で、ちょっと怖こわかった。あんな人が姑しゆうとめになって毎日苛いじめられる自分なんて、想像しただけでげっそりだ。

「……ん？　義理の……？」

　オレは、彼の言葉に気づいて思わず聞いてしまう。彼は前を向いたまま、

「私の母は、私が十五の時に亡なくなりました。彼女は五年ほど前に後妻になった人です」

　その言葉に、オレはちょっと青ざめる。

　……うわ、同じ王族ならそういうことに精通しているはず。クリステンならきっと知っていただろう。だけどオレ、遠い欧おう州しゆうのニュースなんかには今まで全然興味がなくて……。

「……あ……ごめんなさい……」

「母の葬そう儀ぎの時にはあなたはまだ七歳だったでしょう。父の再さい婚こんはあまり大々的には報道されませんでした。記き憶おくになくて当然です」

　彼の言葉に、オレはちょっとホッとする。そして、彼がお母さんを亡くしているんだ、と思って胸が痛むのを感じる。

「たった一人で、この城に？」

　城は荘そう厳ごんでとても美しかったけれど……一人で住むにはあまりにも寂さびしい気がした。

「使用人がいますので、一人ではありません。それに……」

　彼はオレを振ふり返り、真っ直すぐに見つめてくる。彼の瞳ひとみが紫むらさきがかったとても美しい青い色をしていることに気づき。オレは頰がまた熱くなるのを感じる。

「今日からは、あなたがいます」

　オレの心臓が、なぜかズクン、と疼うずいた。

　……どうしよう……？

　オレは彼の顔を見返してしまいながら、思う。

　……なんだか……ものすごい罪悪感なんだけど……。




　　　　◆




　城の車寄せには、揃そろいのお仕着せを着た使用人がずらりと並んでいた。男は白い蝶ちようネクタイと白のジレ、燕えん尾び服ふくに似た黒の上下。女性は白い襟えりと白の袖そで口ぐちを持つシンプルなデザインの黒のメイド服。くるぶしまである長いスカートの上に短いエプロンを着けている。日本でイメージするメイドさんというよりは、映画に出てくる堅かた苦くるしい女家庭教師ってイメージ。

　……なんだか、別の時代に紛まぎれ込んじゃったみたいだ。

　オレは馬車の窓から見み渡わたしながら呆ぼう然ぜんと思う。馬車はやたらと車高が高くてステップを使わないと降りられない。ジーンズとかならまだしも、こんなドレスを着て無事に乗降する自信はない。乗り込む時も教会のスタッフに手を貸してもらったし。

　列の中から、背の高い若い男性二人が馬車に向かって走ってくる。彼らだけはジレだけでなくて上下も白。白のスラックスの上にベージュのブーツを履はいている。二人は双ふた子ごみたいによく似ていて、くすんだ金色の髪かみと青い目をしている。

　……あれが、フットマンってやつか？

　オレは二人を見ながら、クリステンから聞いた話を思い出していた。クリステンは城でたくさんの使用人に囲まれて暮らしているから、彼らの話もナチュラルに出てくる。城の使用人をまとめるのが家令、その下が執しつ事じ、その補ほ佐さをするためにいるのがフットマン。馬車で到着した客の世話をしたり食事の時に給きゆう仕じをしたりする係だから、見み目め麗うるわしくて力のある若い男性が雇やとわれると聞いた。

　年ねん齢れいはオレとあまりかわらなそうだけど、やたらとがっしりしてモデルみたいにハンサム。一応スポーツは万ばん能のうなのに、なぜか全然逞たくましくなれないオレは、なんだかちょっとコンプレックスを感じてしまう。

　……いや……一番のものすごいハンサムは、オレの隣となりにいるこの男なんだけど。

　オレはクラウディオの横顔を盗ぬすみ見みながら思う。

　……本当にすごい迫はく力りよくと美び貌ぼう。このすごいお城がぴったりだ。

　車内に、ガシャ、という重い音が響いて、フットマンの手で馬車の両側のドアが外側から開かれる。オレは見下ろして……やっぱりかなり高いことに気づいて怖おじ気けづく。

　……ジーンズならなんの躊ちゆう躇ちよもなく飛び降りられると思うんだけど、やっぱりこんなドレスじゃ一人で降りるのは無理だ。つまずいて顔から落ちそう。

「少し待っていてください」

　クラウディオは言って、馬車から石畳の車寄せに身軽に降りる。どうするんだろう、と思っている間にオレがいる側に回ってきて……。

「どうぞ、手を」

　いきなり手を差し出されて、オレは呆然とそれに見とれてしまう。

　白い手て袋ぶくろ越ごしでもわかる、しっかりとした骨格、すらりと長い指。彼は顔がハンサムなだけでなく、その手すらも、ものすごく美しかったんだ。

「あ、ありがとう」

　オレは言いながら手を伸のばし、彼の手のひらに手を預けようとするけど……やっぱり初対面の彼と手を握にぎり合うなんて、めちゃくちゃ恥はずかしい。

　……いや、キスはしたけど……あれはオレの正体がバレないようにするための作戦。もちろん、全部演技だったし。

　指先が触ふれる前に、オレは我が慢まんできずに手を止めてしまう。ふいに、唇くちびるに彼の唇の感かん触しよくが蘇よみがえってしまったんだ。

　彼の唇は見た目よりも柔やわらかく、そっとオレの唇を包み込んだ。すぐに獰どう猛もうになったキスに、心臓が壊こわれそうだったのを覚えてる。

　……くそ、なんでこんなにドキドキするんだ……？

　オレは震ふるえるため息をつきながら思う。

　……相手は男で、オレも男だ。演技でしたキスくらい、どうってことなくて……。

「どうしました？」

　少し怪け訝げんそうな彼の言葉に、オレはハッと我に返る。オレは差し出された彼の手を取れないまま、呆然としてしまっていたんだ。

「いえ、すみません！　なんでもないです！」

　オレは言いながら慌あわてて手を引き、馬車のステップに右足をかける。

「お手伝いいただかなくても、一人で降りられますから……うっ！」

　もう一段ステップを降りようとしたところで、左足のヒールに何かが引っかかる。慌てて見下ろすと、オレは自分で自分のドレスの裾すそをしっかり踏ふんでいて……。

　……うわ、バカだ、オレ！

　慌てたせいで左足のヒールが裾に完全に絡からまり、オレの身体からだが前に傾かたむく。どこかに摑つかまろうとするけれど、そんな場所はなくて……。

「……うわ……っ！」

　バランスを立て直せず、オレの身体がふわりと宙に浮うく。

　……ちくしょ、こんなに人目のあるところで、いきなり馬車から転げ落ちるなんて！

　思わず目を閉じ、地面に落ちることを覚かく悟ごする。だけど……。

「……あ……っ」

　オレの身体が、空中でしっかりと抱だき留とめられる。オレはホッと息をつき……次の瞬しゆん間かん、誰だれに抱き締しめられているかに気づいて真っ赤になる。

　……うわあ、なんてことだ……！

　オレをしっかりと受け止めたのは、クラウディオだった。逞しい腕うでと芳かぐわしいコロンの香かおりに、鼓こ動どうがどんどん速くなる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　耳元で囁ささやいてくるのは、やけに心配そうな美声。オレの鼓動がどんどん速くなる。

「だ……大丈夫です……けど……」

「それならよかった」

　彼は言って、オレをゆっくりと下ろし、慎しん重ちように立たせてくれる。それからオレに手を差し伸べてくる。

「あ、ありがとうございます。……ええと……」

　オレはその手の意味が解わからずに、彼を見上げる。

「手を。またつまずいたら大変です」

　オレは思わず手を取ろうとして……ふと視線に気づいて目を上げる。車寄せにずらりと並んだ使用人達が、無感情な顔のままでオレとクラウディオを見つめている。

「い、いえ。一人で歩けます！　子供じゃないので！」

　彼はチラリと眉まゆを上げて手を下ろす。そして使用人の中心に立っている燕尾服に似たお仕着せを着た白しら髪がの男性に目をやる。

「クリステン王女、彼はエルンスト。この城の使用人を束ねる家令。その隣にいるのが執事のヨーゼフ。何かあったら二人になんでも言いつけてください」

　エルンストの隣には、タキシードに似たお仕着せを着た黒くろ髪かみの男性が立っている。二人はやけに顔が似ているから、もしかしたら親子かもしれない。

　クラウディオはずらりと並んだ使用人達を見渡して言う。

「今日からこの城で、私の妻であるこのクリステン王女も暮らすことになる。くれぐれも失礼のないように」

　使用人達がいっせいに頭を下げ……オレはちょっと焦あせる。だけど……。

「……あ……っ」

　ずらりと並んだ使用人達の中に、見慣れた顔が混ざっている。ヨハンとヨアンナだ。結けつ婚こん式の前に「ちゃんとお守りしますから安心してください」って言ってたのに姿が見えないから、どうしたんだろうと思っていたんだけど……。

「ヨハン、ヨアンナ」

　オレが呼ぶと、二人は控ひかえめにお辞じ儀ぎをして、オレを安心させようとするかのように微笑ほほえんでくれる。

「クラウディオ様」

　オレは隣にいる彼を見上げながら言う。

「ヨハンとヨアンナを城に入れてくれてありがとうございます」

「あなたは、遠い国からここに来た」

　見下ろしてくる彼の顔はすごく真しん剣けんで……オレは、自分の素す性じようを見み抜ぬかれたかのような気がして、ドキリとする。

「この城の使用人はみなあなたの命令を待っています。ですがそれだけでなく、あの二人をあなたの側そば仕えにしましょう。その方が安心でしょう」

　その言葉に、オレは本気でホッとする。だって着き替がえてるところを使用人に見られただけで、この計画はすべておじゃんになってしまう。だから、最悪、どんなドレスでも一人で着るくらいの心構えじゃなきゃダメだと覚悟していた。

　……よかった。きっとこの城じゃ、ドレスをしょっちゅう着なきゃならない。今日はなんとかごまかせたけれど、ぴったりしたドレスなら下にコルセットとかいう下着を着るとヨアンナが言っていた。そんなもの、オレ一人じゃ絶対に着られないし。

「父上と母上は到とう着ちやくしているか？」

　クラウディオが言い、家令のエルンストがうなずく。

「はい、三十分ほど前に。謁えつ見けん室でお待ちになっております」

　彼はそれを聞いて、小さくため息をつく。オレを見下ろして、

「少しだけ我慢できますか？　長居をする必要はない」

「あ、ええと、はい」

　オレは結婚式で見た王様と王おう妃ひ様を思い出す。庶しよ民みんのオレがあんな強きよう烈れつなオーラを放つ二人に会うのはやっぱり気が進まない。だけど逃にげるわけにもいかない。

「頑がん張ばります」

「では行きましょう」

　彼は言い、石いし畳だたみの上を城のエントランスに向かって歩き出す。オレは後を追おうとするけれど、慣れないヒールがでこぼこの石畳に取られて、また転びそうになる。

「……うっ」

　バランスを崩くずしたオレの手を、振ふり返ったクラウディオがしっかりと握る。

「本当に危なっかしい人だ。私に手を握られているのは居い心地ごこちが悪いかもしれませんが、転んだら大変だ。しばらく、このままで」

「わ……わかりました。ありがとうございます」

　彼はオレの手を握にぎったままで車寄せを進み、大きな両開きのドアに続く階段を上る。オレの歩ほ幅はばに合わせて、すごくゆっくり。

　オレは彼にエスコートされながら、ちょっと驚おどろいていた。

　……こんな完かん璧ぺきな美び貌ぼうの皇太子なのに……もしかしてちょっと優やさしいのか？

　オレとクラウディオの目の前で、両開きのドアがゆっくりと開かれる。

「……うわ……」

　エントランスホールを見たオレは、思わず声を上げてしまう。

「……ものすごい……」

　一応オレはシュタットガルテン城で育ってるんだけど……ベルギウス城はそれとは規模がまったく違ちがっている。五階層くらいぶち抜ぬいていそうなほど、とんでもなく天てん井じようが高い。床ゆかは暗紅色と暗緑色の大理石が緻ち密みつな模様を描えがいている。両りよう脇わきには金色の装そう飾しよくを持つ暗紅色の大理石の柱が並び、正面には湾わん曲きよくして二手に分かれる巨きよ大だいな階段がある。長い鎖くさりにつるされた金色のシャンデリアがいくつも灯ともり、教会のように薄うす暗ぐらいエントランスホールを照らしている。

　彼がホールに踏み出す、コツン、という靴くつ音おとが大きく響ひびく。手を取られてそこに進むと、磨みがき上げられた床に豪ごう奢しやな室内とシャンデリアの光が映り込んでいて、まるで暗い水面の上を歩いているみたいに不思議。

「……綺き麗れい……」

　オレは思わず言ってしまい、ちょっと赤くなる。

　……一応、オレは王女様ってことになってるんだから、もうちょっと堂々としないと……。

「ありがとうございます」

　彼がオレの歩幅に合わせてゆっくりと歩いてくれながら言う。

「この城は私の先祖が大切に作り、国民と共に守ってきた芸術品です。広すぎて不便かもしれませんが、気に入っていただければ嬉うれしいですよ」

　さりげない口調に、誇ほこらしそうな響きがある。それに気づいて、ちょっとドキリとする。

　……そうか、王族には、いろいろなものを守り、そのままの形で次の世代に伝えていくっていう役目もあるんだ。

　オレの心が、またちくりと痛む。

　……本当なら、彼は女性と結婚して世よ継つぎを作らなきゃならない立場なんだろう。だけどオレなんかと結婚式を挙げちゃったなんて……。

　なんだかすごく申し訳ない気分になるけれど……。

　……いや、この男はとんでもないハンサムだし、本物の王子様。結婚したいって女性は世界中にいくらでもいるはず。ともかくオレのクリステンだけは、やれないけどな！

　オレは思いながら、隣となりを歩く男を見上げる。彼はオレの視線に気づいたように見下ろしてくる。オレは百七十センチちょっと、彼は百九十センチはありそう。この身長差が悔くやしい。

「どうかしましたか？　緊きん張ちようしている？」

「え？」

　オレは我に返り、そしてこれからあの強烈そうな二人に会わなきゃならないって思っただけでげっそりだ。

「ええと……ええ、まあ」

「申し訳ない。あの二人は悪い人間ではないのですが……扱あつかいがとても面めん倒どうなのです」

　皇太子らしくない言葉に、オレはちょっと驚いてしまう。

「面倒？　私はどうすればいいですか？」

　一いつ瞬しゆん、ここで問題を起こせば王と王妃が怒いかり、オレはすぐにシュタットガルテンに戻もどれるんじゃないか、という考えが頭をよぎるけれど……。

　……いや、それじゃあ可愛かわいいクリステンの名前に傷がついてしまう。なんとか穏おん便びんに戻れる方法を考えないと……。

「慣れるまでは少し大変かもしれません。……私が話をします。あなたはにっこり笑ってくだされば、それで」

「それならなんとか」

　オレは答えながら、なんだかこの男をちょっと見直している自分に気づく。

　……いや、もちろん好きになんかはなれないけど。

　オレとクラウディオは廊ろう下かを歩き、一つの大きなドアの前で立ち止まる、後ろから付いてきていたフットマン二人が、そのドアをゆっくりと開けていく。

　……うわ……。

　オレは今度は声を出さないように気をつけながら、部屋に踏ふみ出す。

　白い大理石の張られた床、美しく煌きらめく純白の柱。部屋の片面はガラス張りになっている。床の上には分厚い真しん紅くの絨じゆう毯たんが真っ直すぐに敷しかれている。

　部屋の向こう側、一番奥まった場所の壁かべには、ベルギウスの象しよう徴ちようである双そう頭とうのドラゴンが金色で刺し繡しゆうされた巨大な真紅のタペストリーが飾かざられている。そしてその下にはとても高い背もたれを持つ玉座が四つ並んでる。真ん中の二つが大きく、両側が少し小さい。きっと真ん中の二つには王と皇太子、両側には王妃と皇太子妃が座るんだろう。玉座はタペストリーと同じ真紅のベルベットが貼はられたもの。二十四金みたいな豪奢な煌きを持つ縁ふち取どりがされていて、まるでこの国の栄えい華がを見せ付けるかのような立派さだ。

　そこに悠ゆう々ゆうと座っている男女を見て、オレは本気で気け圧おされる。

　……やっぱりすごい迫はく力りよく。

　一人はベルギウス国王、アルノルト・ベルギウス、その隣にいるのは王妃のヘルガ・ベルギウス。二人は結けつ婚こん式の時と同じ正装をして冠かんむりを被かぶったまま。両脇には従者らしき人々がずらりと並んでいる。まるで映画の中に紛まぎれ込んだみたいで、オレは呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　……オレ、この人たちを騙だましてるんだ。やっぱりこれってとんでもない罪だよね……。

　思ったら、足元から血の気が引くような気がする。

「クラウディオ、クリステン、こちらに」

　アルノルト王が重々しく言う。ヘルガ王妃が、

「いらっしゃい、クリステン。その綺麗な顔を、近くで見せてちょうだい」

　好こう奇き心しんに目を煌かせ、真っ赤に塗ぬられた唇くちびるに笑えみを浮うかべながら言われて、なんだか童話の魔ま女じよにでも出会ったかのような気分。

　……ここでバレたら、何もかもおしまいだ。

　思ったらさらに喉のどがからからになる。

「……挨あい拶さつをするだけでいい。おいで」

　クラウディオが、呆然と立ちすくんでいるオレの耳元で囁ささやく。手をそっと引かれて、オレは玉座に向かって敷かれた絨毯の上を歩く。分厚すぎてヒールがいちいちひっかかり、倒たおれないようにするのがやっと。オレは支えるようにしっかりと手を握ってくれているクラウディオに内心感謝する。オレとクラウディオは二人から二メートルほど離はなれた場所で立ち止まる。

「紹しよう介かいします」

　クラウディオが二人を見比べながら言う。

「私の妻になったクリステンです。これからよろしくお願いします」

　彼が優ゆう雅がに頭を下げたのを見て、オレは慌あわてて頭を下げる。胸を下着のワイヤーで締しめ付けられているうえに、頭には重い冠かんむり。息が詰つまってこのまま前のめりに倒れてしまいそうだ。オレは横目でクラウディオをうかがい、彼が姿勢を正すのを見て慌てて頭を上げようとして……。

「……っ」

　目の前がぐらりと回り、オレは思わずよろける。クラウディオがオレの身体からだを支え……。

　……うわっ！

　いきなり身体がふわりと浮いたことに気づいて、オレはものすごく驚く。絶対に信じられないけれど……クラウディオは、王様と王おう妃ひ様の前でオレを腕うでに抱だき上げていたんだ。

「長い式と慣れない馬車で、クリステンは疲つかれているようです。ご挨拶はまた披ひ露ろうパーティーの時にでも」

　彼は言ってあっさりと踵きびすを返し、謁えつ見けん室の絨毯の上をドアに向かって歩く。二人が驚いたように何かを言っているのが聞こえるけれど、彼は一気に部屋を歩き抜け、控ひかえていたフットマンが開けてくれたドアから廊下に出てしまう。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　背後でドアが閉まるのを確かめてから、オレは思わず言う。彼は、

「あなたこそ、大丈夫ですか？　そうとうお疲れのようだ」

「いえ、冠が重くて前のめりになりそうだっただけです。ありがとう」

　オレは言い、彼の顔がやけに近くにあることに気づいて真っ赤になる。

「あの……もう、歩けますから」

「本当に？」

「本当に。恥はずかしいので」

　オレが言うと彼は立ち止まり、オレを絨毯の上に立たせてくれる。

「では、せめて手を」

　言いながら顔を覗のぞき込まれてますますドキドキしてしまう。

「す、すみません。ありがとう」

　オレは彼に手を取られ、絨毯の上を歩く。ただでさえ身長が低い上にハイヒールまではいているオレに歩調をあわせるのは、身長の高い彼にはきっと大変だろう。だけど彼がまたゆっくりと歩いてくれている。

　……もしかして、優やさしい男なんだろうか？

　オレは思うけれど、慌てて否定する。

　……優しい男が、政略結婚なんかするわけがない。ほだされちゃだめだ。

　オレと彼は廊下を抜ぬけ、さっき通ったエントランスホールに出る。気圧されるほど広々とした、贅ぜいを尽つくした空間。庶しよ民みんのオレがいる場所では、絶対にない。

　……なんとか彼を説得して、一刻も早く城を抜け出さなきゃ。

　オレは思いながら、隣となりを歩く男を見上げる。

　……オレが本当は別人だってカミングアウトしたら、この男はどうするだろう？

　彼の横顔は彫ちよう刻こくみたいに整っていて、完かん璧ぺきな無表情。ものすごいハンサムだとは思うけど……やっぱりちょっと怖こわい。

　……やっぱり怒おこるだろうな。もしかして、殴なぐられたりするだろうか？

　オレは思い、内心青ざめる。……だけど。

　……クリステンがひどい目に遭あうよりもずっとマシだ。殴られたら殴られたで仕方ない。

　オレは覚かく悟ごを決めるけれど……やっぱりちょっと怖い。

「城の南側の端はし。私とあなたの部屋は、一応ここということになります」

　大きな両開きのドアの前で、彼は立ち止まって言う。

「……一応？」

　オレが思わず聞き返すと、彼はうなずいて、やけに真しん剣けんな顔でオレを見下ろしてくる。

「もしも私と同じ部屋で過ごすのが不ふ愉ゆ快かいでしたら、ほかの部屋も用意できます」

「そ……それは……」

　オレは心の中を見み透すかされたような気がしてドキリとする。だって、男二人が同じ部屋に住むなんて、やっぱりおかしいし。

　……いや、まずは彼とじっくり話をしなくちゃ。

「ええと……まず、あなたのお部屋を見せて欲しいです。ほかのお城って興味がありますし」

　オレが言うと、彼はうなずき、両手を当てて両開きのドアをゆっくりと開く。

「……うわ……」

　そこに広がった光景に、オレは思わず声を上げてしまう。

　入ってすぐのところは、彼専用のリビングになっているらしい。漆しつ黒こくの石が張られたフロアの真ん中に、美しい織り模様のある絨毯が敷かれている。そこに栗くり色いろの艶つやのある美しいアンティークの家具、そして重じゆう厚こうな革かわのソファセットが並んでいる。

　とても高い天てん井じようは緩ゆるやかなドーム状になっていて、そこには森やそこに住む動物達の様子が落ち着いた色使いで描えがかれている。太い鎖くさりで下げられたシャンデリアはほかの場所とは違ちがって黒いロートアイアンで作られていて、野性的なイメージだ。そして……。

「……綺き麗れい。窓に近づいても？」

　オレは緊きん張ちようも忘れて、隣の男に言ってしまう。彼はうなずくけれど、ふとオレの足元を見下ろして言う。

「その前に靴くつを脱ぬいではいかがですか？　床ゆかに暖だん房ぼうを入れているので冷たくはないはずです」

「えっ、本当にいいんですか？　やった！」

　オレは思わず言ってしまい、慌てて咳せき払ばらいをする。

「ええと……少し疲れていたので助かりました」

　本当は、少しどころじゃなかった。細身の靴を履はいたせいでいろんな場所に靴くつ擦ずれができそうだったし、高いヒールのせいで今にも足の裏がつりそうだった。彼の申し出は、オレにとっては何よりも嬉うれしくて……。

　ハイヒールを脱ごうとしてよろけたオレの肘ひじを、彼がそっと支えてくれる。

「つらい時は遠えん慮りよなくおっしゃってください。慣れない国に来ていろいろと不安でしょう」

　彼がサファイヤ色の瞳ひとみでオレを見下ろしながら言う。どこか優やさしい響ひびきのあったその声に、不覚にも胸が熱くなってしまう。

　……ヤバい、ちょっとほだされそう……。

「ご、ご親切にありがとうございます」

　オレは彼に支えてもらったままハイヒールを脱ぐ。ストッキングに包まれた足で絨じゆう毯たんを踏ふみしめ……ホッと息をつく。

　……まだいろいろ痛いけど、とりあえずちょっと楽になった。こんなものを履いて歩いてる女性を、本気で尊敬するよ。

「あ、ありがとうございます。もう大丈夫ですから」

　オレは言って、彼の手の中から腕を取り戻もどす。触ふれられているだけで、なんだかドキドキがどんどんひどくなりそうだったんだ。

　まだちょっとよろける足で、なんとか窓のほうに向かう。そしてガラスの向こうに広がる壮そう大だいな景色にため息をつく。

「ベルギウスの中心街って、ブランドショップとかホテルがたくさん並んでて、イタリアで言えばミラノみたいなイメージでした。お金持ちが集まるお洒落しやれな街って感じ。だけど……郊こう外がいに出ると自然もこんなに豊かなんですね」

　途と中ちゆうで眠ねむってしまったからいったいどれくらい市街地から離はなれているのか解わからないけれど……城から見下ろせる場所は見み渡わたす限かぎりの針葉樹の森だった。城のある崖がけのずっと下の谷間には、可愛かわいらしい小さな明かりがたくさん灯ともっている。きっとそこに村があるんだろう。そしてその遥はるか向こうには、雪をいただいた美しい山脈を見ることができる。たしかベルギウム山脈。その向こうには湖があって、イタリアやスイスとの国境があるはずだ。

　……こんな遠い国、来るなんて思わなかった。しかも城から国土を見渡すなんて。

　空はすでに紺こん色いろに沈しずみ、小さな星がいくつか見えている。空の色は山に向かって美しいグラデーションを描き、オレンジ色の太陽が、山脈の向こうに沈みかけている。

「テラスに出てみますか？　少し寒いかもしれませんが」

　後ろから言われて、オレは思わずうなずいてしまう。馬車から降りた時、とても澄すんだ空気の中に針葉樹の葉の匂においを感じた。それがすごくいい香かおりだったのを思い出したからだ。

「出てみたいです」

　オレが言うと、彼は巨きよ大だいな窓ガラスの一部、ドアになっているところを開いて、オレを外に出してくれる。

「ふわあ、気持ちいい！」

　ベランダに出たオレは、思わず深呼吸をする。

「空気がいい！　それに、すごくいい香り！」

「この周辺には針葉樹が多いですから。この国の中にはもうこんな森林はほとんど残っていません。少し寂さびしいことですが」

　彼は言い、それからオレを振ふり返る。

「寒くありませんか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。寒いのには慣れてますから」

　運動神経には自信のあるオレは、放課後には学校の裏のコートで毎日のように３オン３をして遊んでる。だから寒いのには慣れっこだ。

「意外ですね。ではウインタースポーツは？」

「大好きです。スキーやスノーボードには、毎年……」

　オレは答え、そしてハッとする。

　……しまった。自分のプロフィールを話してどうする？　クリステンは身体からだが弱いからウインタースポーツなんて絶対にしないのに。

「しばらくしたらハネムーンに出かけましょう。ベルギウム山脈の近くに別べつ荘そうがあります。山小屋風の小さな建物ですが、目の前に専用ゲレンデがあってウインタースポーツならいろいろと楽しめます」

「うわ、ぜひ」

　オレは言ってしまってから、彼が『ハネムーン』と言ったことに気づく。

　……なんでオッケーしてるんだ、オレ？

　彼はオレがクリステンだと思ってるから誘さそっただけ。相手が男だと解ったら、そんな甘い言葉、全部撤てつ回かいするに決まってる。

　その時どんなことを言われるだろう、と想像すると、なんだか暗あん澹たんたる気分になる。

　……いや、もともとオレと彼は男同士なんだ。落ち込んだりする必要、まったくない。

「……さて」

　彼がオレを見下ろして言う。

「お疲つかれではないですか？　よかったら夕食前に風ふ呂ろに入って一休みなさっては？」

「本当ですか？　助かります」

　オレは言い、そしてあることに気づいてハッとする。

　……しまった、くたくただから一刻も早く風呂には入りたいけれど、そうしたらメイクが全部取れちゃう。男であることがバレバレだ。

「風呂はベッドルームから繫つながっています。どうぞ、こちらに」

　彼は言って、先に立って部屋に入っていく。オレは慌あわてて彼の後を追い、専用のリビングを抜ぬけて隣となりの部屋に入る。

　……すごい、こっちもやたら素す敵てきだ。

　専用リビングと同じように、織り模様のある絨毯が敷しかれたフロア。緩やかなドーム状になった天井と、太い鎖で下げられたロートアイアンのシャンデリア。部屋の真ん中に置かれているのは、艶のある栗色の木材でできたヘッドボードを持つ巨大なベッド。四よ隅すみには彫ちよう刻こくの施ほどこされた柱が立ち、天てん蓋がいを支えている。天蓋からは重厚な暗紅色のベルベットが垂らされ、ベッドを半ば覆おおっている。

　そしてこの部屋にはやけに甘い香りが漂ただよっている。まるでもぎたての桃もものような美味おいしそうな香り。皇太子が夜食に食べるために、どこかに果物でも用意されているのかもしれない。

「大きなベッド。映画で見たことのあるキングサイズよりもっと広……うわ！」

　なにげなくベッドを見ながら言ったオレは、ベッドの上が純白のバラの花で埋うめ尽つくされていることに気づいて驚おどろいてしまう。

「ずいぶんふわふわの布ふ団とんだと思ったら……バラですか？」

　オレは香りを嗅かぎ、さっき桃だと思った甘い香りがバラの匂いだということにやっと気づく。

「綺麗。それにいい香り。……皇太子の寝しん室しつって、いつもこうなんですか？」

「まさか。今夜が初夜だからに決まっています」

　彼の言葉に、オレはハッと我に返る。

　……しまった、物見遊ゆ山さん気分で見て回っている場合じゃなかった。オレは彼と結けつ婚こん式を挙げてしまった。だからオレは花はな嫁よめで、初夜の相手は……。

「のんきにしていますが、私の花嫁はあなたですよ。わかっていますか？」

　クラウディオが言いながら、オレに一歩ずつ近づいてくる。

「ちょ、待ってください。こっちに来ないで」

「どうして？　私が怖こわいですか？」

「そ、そうじゃないですけど……近寄られたら……」

　オレは言いながら後あと退ずさる。ふいにオレのお尻しりに何かがぶつかり、オレは仰あお向むけに倒たおれ……。

「……う……っ」

　気づいたら、オレは上半身をベッドの上に倒した格好で仰向けになっていた。近づいてきたクラウディオがオレの顔の両側に手をつき、見下ろしてくる。

「積極的な花嫁だ。自分から誘っているんですか？」

　サファイヤ色の瞳が、獰どう猛もうに煌きらめく。オレは怯おびえと、不思議な陶とう酔すいに動けなくなり……。

「……ん……」

　ふいに彼の顔が近づいて、オレの唇くちびるに柔やわらかなものが触れてくる。

「……んん……っ」

　気づいたら、オレは彼に唇を奪うばわれていた。

「……あ、んん……っ」

　驚いて開いたままになってしまった上下の歯列の間から、あたたかなものが押し入ってくる。

　……これって……？

　舌を滑なめらかにすくい上げられて、オレはやっと舌を入れられていることに気づく。

　……噓うそだろ、さっき初めてのキスをしたばかりなのに……こんなことまで……！

「……んんーっ」

　オレは手を上げ、彼の胸を必死で押し返そうとする。だけど彼の両手に手首を摑つかまれ、ベッドに押し付けられてしまう。

「……ん、んん……んん……っ」

　顔の両りよう脇わきで両手首を強く押さえつけられ、そのままさらに深いキス。上うわ顎あごを舐なめ上げられて、背中がひくりと仰け反ってしまう。

　……どうしよう、キスって、こんなものなんだ……？

　結婚式の時とは比べ物にならないほど野性的なキス。背骨に蕩とろけそうな熱い陶酔が走る。

　……ああ、なんで男とのキスにこんなふうになってるんだ、オレ？

　力の抜けた唇の端はしから、飲みきれなかった唾だ液えきがゆっくりと伝う。そのくすぐったい感じまで快感に変へん換かんされて……オレの身体は……。

　……ヤバい、オレ……。

　オレは、本気で泣きそうになりながら思う。

　……勃ぼつ起きしてるかも……。

　純白のドレスの下、オレの屹きつ立りつは硬かたく勃たち上がり、下着の布を押し上げている。

　……このままじゃ本気でヤバい。いろいろな意味で。

「……んんーっ！」

　オレは必死でかぶりを振って彼の唇から逃のがれ、そして叫さけぶ。

「すみません！　あなたにお話がっ！」

　彼は驚いたように顔を上げ、オレを見下ろしてくる。

「お願いです、話を聞いてっ！」

　あんな獰猛なキスをする男が言うことを聞いてくれるだろうか、と思うけれど……彼は意外にもあっさりとオレの上からどいた。ベッドの脇わきに立ち、オレを見下ろしてくる。

「なんでしょうか？」

　さっきまであんなキスをしていたとは思えないほどの、完かん璧ぺきにクールな姿。オレは自分だけが呼吸を乱し、身体まで蕩けそうになっていることに赤くなる。

「ええと……」

　起き上がり、ベッドに座ったままで彼を見上げる。

「すごく深刻な話なんです。だから、最初に言っておかないと……」

「なんでしょうか？」

　サファイヤ色の瞳ひとみで見下ろされ、無感情な声で言われると、こっちも少し冷静になれる。オレは深呼吸をし、それから彼を見つめて言う。

「すみません。オレ……クリステンじゃありません」

　オレの言葉に、彼は小さく息を吞のむ。

「では、いったい……」

「オレ、リオン・コバヤシと言います。クリステンの双ふた子ごの兄です。もしも疑うのなら、オレが持ってきた荷物の中に、パスポートがあります」

　オレは覚かく悟ごを決めて、彼を真っ直すぐに見上げる。

「両親が離り婚こんした時、母親と一いつ緒しよに日本に帰りました。オレが来たのは、妹を守りたくて」

　彼は呆ぼう然ぜんとした顔で、オレの話を聞いてる。まさか花嫁が男だったなんて、普ふ通つうは思わないだろうから、驚いて当然なんだけど……。

「あなたもおかしいと思いませんか？　いまどき、政略結婚だなんて。しかも見ず知らずの女性と結婚させられるなんて」

　彼は黙だまって聞いていたけれど、オレを見つめて口を開く。

「で？　私にどうして欲しいんだ？」

　彼の口調が変わったことに気づいて、オレも敬語をやめようと思う。同じ男同士だから、気取っていても仕方ないし。

「ええと……虫のいい話だとわかってはいるけれど、シュタットガルテンとの国交を絶ったりしないで欲しいんだ。遠くにいたオレが見る限りだけど、父さんと兄さんはあれでなかなか君主としての才能があると思う。援えん助じよしてもらったお金は、きっと返せる」

　オレの言葉に、クラウディオはチラリと眉まゆを上げてみせる。

「少しだけオレはここにいる。しばらくしたらオレを追い出すというのはどうかな？　『結婚したが気に入らなかった』とか言って。あなたも、知らない女性とムリヤリ結婚させられるのはやっぱり嫌いやだろうし……」

「それは、そちらに都合がよすぎると思わないか？」

　クラウディオに言われ、オレは青くなる。

「それはそうだけど……」

「それを吞んでもいい。だが、条件がある」

　彼の言葉に、オレは唾つばを飲み込む。

「政治的なことはオレには何もできないかも。あと、やっぱり妹をくれ、とか言われると困る」

「君が一人でできることだ。それを守れば……そうだな、一カ月で君を国に帰してやる。どうだ？」

　その言葉にオレはホッとする。

「オレはなんでもする。クリステンを守りたいんだ」

「それなら……」

　彼はオレの顔を見つめて囁ささやく。

「……一カ月の間、君は私の花嫁になる。それが条件だ」

　彼が言った言葉が全然理り不ふ尽じんでなかったことに、オレは逆に驚おどろいてしまう。

「そんなのでいいの？　もちろん花嫁として振ふる舞まうよ。でないとお城の使用人の人達や、あなたの両親にバレちゃうし……」

「花嫁の振りをするという意味ではない。私の花嫁になれと言っている」

「……え……？」

　オレは意味が解わからずに彼を見上げる。彼の手が上がり、オレの頰ほおをそっと撫なでる。

「君が男だということは理解した。だが、君がとても色っぽいことには変わりない」

　彼の指が滑すべり、オレの唇に触ふれてくる。

「君とのキスで、私は発情した。今の気持ちを正直に言えば……キス以上のことがしたい」

　見つめてくる青い瞳の奥に、獰猛な炎ほのおが燃えているような気がする。

「……そ……」

　オレの唇くちびるから、かすれた声が漏もれた。

「……それって、いったい……」

「少しだけおとなしくしていろ」

　彼は言い、オレをベッドに押し倒たおす。オレは本気で驚いてしまいながら、

「ちょっと待って、オレ、男だって言ってるだろ！」

「わかっている。だが、私は君に発情した。理由はわからないが……」

　見つめられて囁かれたら、なぜか抵てい抗こうできなくなる。

　……ああ、なんで力が抜ぬけちゃうんだよ？

「……ダメ……」

「ダメ？　本当に？」

　サファイヤ色の瞳に間近に見下ろされて、オレの全身がふわりと熱くなる。

「いや、ダメだけど、その……」

　正直に言えば……オレの屹立はドレスの下できっちりと硬く勃ち上がっている。もっと大人なら我が慢まんできるんだろうけど、オレはまだエッチなことをしたい盛りの十九歳で。

　……ああ、どうしよう？　何も考えられなくなりそう……。

「そんな色っぽい顔をするな。もしかして、君も……」

　彼がオレを真っ直ぐに見つめて、囁いてくる。

「発情している？」

「……くぅ……っ」

　彼の声はやたらとセクシーなテノール。どうしてか解らないけど……囁かれるだけで、身体からだの奥から熱いものが湧わき上がってくる。

「頰がとても赤い。そのドレスの下で、屹立を硬かたくしているのか？」

　この上なく真ま面じ目めな顔で聞かれて、オレは泣きそうになる。

「……し、仕方ないだろ？　妹のことが心配で、ずっとしてなかったし……っ」

「それなら……」

　彼がオレの上にのしかかり、耳元で囁く。

「黙って、目を閉じているといい。このまま寝ねられて、シーツを夢精で汚よごされては困る」

　彼は言い、オレのドレスの裾すそをまくり上げる。

「……あ……っ！」

　ボリュームのある裾が邪じや魔まになって、オレは彼の動きを見ることができなくなる。それだけに、彼の手の感かん触しよくをやけにリアルに感じてしまって……。

「とても硬くなっている。やはり発情していたのか」

　彼が囁いて、オレの両腿ももを摑つかみ、そのまま恥はずかしいほど大きく割り広げる。

「……や、やめ……っ！」

　トランクスの下、オレの屹きつ立りつは今にも爆ばく発はつしそうなほど硬くなってしまっていた。彼はその上に手のひらを滑らせ、硬く張り詰つめた先せん端たんをキュッと指先で刺し激げきする。

「……や、ああ……っ」

　オレの先端から熱い先走りが溢あふれて、下着をたっぷりと濡ぬらす。彼が手のひらでオレの屹立を握にぎり締しめ、そのままゆっくりと上下に動かして……。

「……あ、ダメ……ダメだよ……っ！」

　オレの腰こしが勝手にヒクヒクと跳はね上がってしまう。

「初夜なのに自分から腰を振ったりして、なんていけない花はな嫁よめだろう？」

　彼がとても意地の悪い声で囁き、オレの濡れそぼった下着をゆっくりと引き下ろす。

「……ん……ああっ！」

　オレの屹立が、プルン、と冷たい空気の中に弾はじけ出る。

「自分がどんなに淫みだらかを、きちんと思い知ってもらわなくてはいけないな」

　彼が低く囁く。あたたかな息が屹立の先端に触れてきたことに気づいて、オレは思わず真っ赤になる。

「……やめ……顔、近づけないで……う、ああっ！」

　あたたかなものが、チュッと音を立ててオレの屹立の先端に触れてくる。そのままオレの屹立はたっぷりと濡れた熱いものに包まれる。

　……信じられない！　オレ、彼に舐なめられてるのか……？

　実践経験はないとは言え、この年になればエッチなビデオの一本や二本、見たことがある。だから、口で屹立を愛あい撫ぶするやり方があるってことくらいは知ってる。けど……。

　……まさか、こんなに強きよう烈れつな体験だったなんて……！　>>>♥

　彼は手のひらでオレの側面をゆっくりと擦こすり上げ、同時に先端を唇と舌でたっぷりと愛撫してくる。目が眩くらむような快感に、このまま気絶してしまいそう。

「……ダメ……お願い……そんなことしたら……っ！」

　オレはシーツを握り締めて、懇こん願がんする。

「ダメ？　こんなに硬いのに？」

　彼が囁いて、オレの先端をチュッと音を立てて吸い上げる。

「……吸わないで……イッちゃ……アッ！」

　目の前が真っ白になって、全身を激しい快感が駆かけ抜ける。

「……く、ううう……っ！」

　オレの先端から、ビュクッ、ビュクッ、と激しく欲よく望ぼうの蜜みつが飛ぶ。たっぷりと[image: 迸]ほとばしったそれを彼は唇で受け止め、そのまますべてを飲み干してしまう。

「……あ……あ……っ」

　あまりの快感に息も絶え絶えのオレを、彼がそっと抱だき起こす。

「たくさん出したね。気持ちがよかった？」

　囁かれて、何もかも忘れてうなずいてしまう。彼は小さく笑ってオレの耳たぶにキスをする。

「かりそめとはいえ、君は私の花嫁。そして花嫁を満足させるのは夫の役目だ。発情したら、いつでもこうしてあげる」

　意地悪な声。だけど全身が蕩とろけそう。

　……ああ、オレの身体、本当にどうなっちゃってるんだよ……？
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「……うう、恥ずかしい……」

　朝のシャワーから出たオレは、専用のリビングに座って一人で赤くなっている。

「……なんで昨夜はあんなことしちゃったんだろう……？」

　クラウディオは、オレが男であることが知られたら大変なことになるから、と二人の居室に城の使用人が入ることを禁じた。例外は、秘書のシュヴァルツ、家令と執事、そして二人のフットマン。彼らは絶対に信用できるし、いろいろと近くで世話をしてもらうので秘密にするのは無理だろうから、ということだった。たしかに勝手の解らないヨハン達だけじゃなく味方がいるのはとても心強い。

　とりあえず、オレの世話や着き替がえの準備は、シュタットガルテンからついてきたヨハンとヨアンナだけでしてくれることになって、ホッとした。だけど……。

「……知っている人たちなだけに、ますます恥ずかしい」

　ノックの音が響ひびいて、オレはドキリとする。入ってきたヨハンとヨアンナは、ものすごく心配そうな顔をしていた。

「彼に全部話した。隠かくしてはおけない」

　オレの言葉に彼らはさらに心配そうになる。

「大だい丈じよう夫ぶ。ひどいことはされてないから」

　オレの言葉に、彼らは本当にホッとした様子になる。

「よかったです、許してくださったんですね」

　ヨハンの言葉に、オレはものすごく複雑な気分になる。

「いや……許してくれたかどうかはわからないけど、オレがクリステンとは別人だってことは理解してもらえた」

「それで……シュタットガルテンには帰れそうですか？」

　ヨアンナが身を乗り出してくる。きっとクリステンのことが心配なんだろう。

「ええと……彼が言うには、一カ月。それが過ぎたら、シュタットガルテンに戻もどらせてもらえるかも。どっちにしろすぐに離り婚こんとかはできないから、極ごく秘ひで戻ることになると思うけど」

　二人は顔を見合わせて、ホッとため息をつく。

「このお城はとても居い心地ごこちがいいですが……やはりとても緊きん張ちようします」

「そう。クリステン様のこともありますし」

　ヨアンナの言葉に、オレはハッとする。

「そういえば……昨夜はクリステンと連れん絡らくを取った？　どうしてた？」

「お元気でした。うちの母が張り切って豪ごう華かなディナーを用意したらしくて、城の使用人達も部屋に招いてパーティーをしたそうです。クリステン様はとても楽しそうで……でも……」

　ヨアンナは言い、ふいに言葉を途と切ぎれさせる。

「どうした？　何かあったのか？」

　オレが慌あわてて聞くと、ヨアンナはかぶりを振ふって、

「違ちがいます。そうではなくて、リオン様のことをとても心配していらして……」

　それを聞いたオレの胸が、キュッと痛む。

　……オレがあの獰どう猛もうな皇太子に条件を突つきつけられ、あんなことをされてしまったことは……もちろん絶対に内ない緒しよにしなきゃいけないんだ。

「いったい、何を心配するんだよ？」

　オレはムリヤリ笑ってみせながら言う。

「あの皇太子、ちょっと怖こわそうに見えるけど、けっこういい人だったよ。話してみたら意外に気が合いそうだし……年はちょっと違うけど、いい友人になれるかもしれない」

　オレの言葉に、ヨハンとヨアンナはまだ心配そうな顔をしている。

「ほら、それにお城は見てのとおりすごく素す敵てきだし、昨日会った王様とお妃きさき様はすごくいい人達みたいだし……すごく楽しい一カ月になるんじゃないかな？」

　その言葉に、ヨアンナとヨハンはやっとホッとしたように目を輝かがやかせる。ヨアンナが、

「では、そのようにお伝えしてもよろしいですか？」

「もちろん。心配することなんか何一つないって言っておいて」

　彼らの本当に安あん堵どしたような顔を見て……実は相当に危ない橋を渡わたってるんだって自覚する。

　……本当なら、殴なぐられても、訴うつたえられても、仕方ないくらいのことをしてるんだよね。

　プルル！

　サイドテーブルに置かれていた電話が着信音を奏かなで、オレは飛び上がる。クラシカルな部屋にはちょっと似つかわしくない近代的なデザインのそれを、オレは慌てて見下ろす。液えき晶しよう画面には『２』の文字が表示されている。

「な、何？　電話番号じゃなくて数字が出てるけど……」

「その電話は内線です。使い方をお聞きしてきました。一番が執しつ事じのヨーゼフさんの部屋、二番がクラウディオ様の書しよ斎さい、三番が僕とヨアンナの部屋につながります」

　ヨハンが液晶画面を覗のぞき込んで、

「二番だ。クラウディオ様の書斎ですね」

　言いながら受話器を取る。

「はい、ヨハンです。クラウディオ様。……はい、少々お待ちください」

　ヨハンは言って、オレに受話器を差し出してくる。

「クラウディオ様からです」

　オレはちょっと緊張してしまいながら受話器を受け取る。

「えっと……もしもし、クリステンです」

『二人きりの時には、本名でいい。……リオン』

　彼はなぜかそこで言葉を切り、小さく咳せき払ばらいをする。

『ああ……シュヴァルツを始めとするスタッフ達が気を利きかせすぎて、明日からムリヤリ休きゆう暇かをとらされそうだ』

「……え？　あ、そうなんですか？」

『だから、その……』

　彼はまた咳払いをし、それから、

『……明日から一週間、ハネムーンに、行かないか？』

「ええっ？　ハネムーン？」

　オレは驚おどろいて復唱してしまい、ヨハンとヨアンナも驚いた顔をしていることに気づく。

「だけどオレ……昨日も言ったとおり……」

『それでは、ただのスキー旅行と思ってくれてもいい。ウインタースポーツが好きだと言っていなかったか？』

「あ、めちゃくちゃ好き！」

　オレは思わず答えてしまい、一人で赤くなる。

　……何を喜んでるんだ、子供じゃあるまいし！

『リムジンで二時間ほど行ったところに、私が所有する別べつ荘そうがある。セキュリティーは万ばん全ぜんだし、専用のゲレンデもある。スノーボードを始めようと思っていたので、ハーフパイプも作らせていたのだが……』

「うわ、絶対に行く！　めちゃくちゃ楽しみ！　オレのすごい技わざ、見せてあげるよ！」

　オレは叫さけんでしまい、ヨハンとヨアンナの驚いたような視線に気づいて慌てて咳払いをする。

「ああ、いや……ええと……喜んで」

　神しん妙みような声で言うと、電話の向こうで彼が小さく笑う。

『よかった。明日の朝、出発しよう。フットマンの二人に、街まで君用のウエアを買いに行かせる。ほかにも必要なものがあれば、二人に言って欲しい』

「うん、わかった。なんだか……いろいろありがとう」

　オレが言うと、彼は少しだけ黙だまり、それから、

『ああ……私も楽しみだ。ゲレンデのコンディションが最高ならいいのだが』

　言って、電話が切れる。オレは鼓こ動どうがめちゃくちゃ速いのを感じながら受話器を置き、ヨハンとヨアンナを振り返る。

「……というわけで、明日から一週間、クラウディオと一いつ緒しよにウインタースポーツ三ざん昧まいだ。クリステンに、オレはここでの生活をめちゃくちゃ楽しんでるって伝えてくれる？」

　オレが言うと、二人はものすごく嬉うれしそうに微笑ほほえんでくれる。

「政略結けつ婚こんの話が出てから、とても心配していましたが、いい方向にいきそうでよかったです」

「リオン様とクラウディオ様が仲良くなられて、本当によかったですよ」

「でしょう？」

　オレは言うけれど……昨夜のことが頭をよぎって、ふいに頰ほおが熱くなるのを感じる。

　……あの男と、新しん婚こん旅行。もしかして旅先でも、クラウディオはオレにあんなことをするんだろうか？




　　　　◆




「うわあ、すごい景色！　なんて綺き麗れいなんだろう！」

　山頂でリフトを降りたオレは、そこからの景色を見み渡わたしながら思わず叫ぶ。

　明るい陽光の下、雪に覆おおわれた山々が純白に煌きらめく。ひときわ高い崖がけの上に建つベルギウス城は、まるでウエディングケーキの上の飾かざりみたいだ。山々の向こう、遥はるか遠い場所に、箱庭みたいに小さく市街地が見えている。

「ベルギウスって、もっと工業地帯って感じなのかと思ってた。ものすごく自然が豊かで綺麗な国だったんだね」

　オレは隣となりに立ったクラウディオを見上げて言う。嬉しそうにするかと思ったのに、クラウディオはなぜか何かを考えているかのような顔で言う。

「雪で覆われているので今は見えないが……実はこの国ではたくさんの山々が開発で削けずられ、一本も木が生えない状態になっている。工業廃はい水すいへの規制もゆるく、いくつもの川が深刻に汚お染せんされた。環かん境きよう保ほ護ごよりもまずは経済の発展……そういう時代が長く続いていたからね」

　彼の顔に浮うかんでいるのは真しん剣けんな憂うれいの表情で、オレは少し驚いてしまう。彼は、

「だが、汚染された土地で国民が安全に暮らせるわけがない。そしてベルギウス王家は、国民の平和と安全を第一に考えるべきだ。そうでないと存在する意味がない」

　遠くを見つめる彼の顔は凜り々りしく引き締しまっていて、オレは思わず横顔に見とれる。

「私が政治に関かかわって最初に着手したのは、この国の環かん境きよう問題だった。数年前より自然は戻もどったし、公害の問題も改善されてきたが……まだまだ時間がかかりそうだ」

　深刻な低い声で言い、それからふとオレを見下ろしてくる。

「ああ、失礼。君といるとリラックスして、ついいらないことまで言ってしまう。せっかくスキーを楽しみに来たのに、こんな深刻な話をされたくないだろう」

　言って、その唇くちびるの端はしに苦く笑しようを浮かべる。オレは、鼓動が速くなるのを感じながら言う。

「ううん。あなたが国民のことを真剣に考えてるのがわかって、ちょっと感動した。そういう人が政治に関わってくれているこの国はきっとどんどんよくなると思う」

　彼が少し驚いたように目を見開く。オレは自分が何を言ったかに気づいて苦笑しながら、

「ああ……ごめん。オレ、政治のことなんかわからないただの一市民なのに、なんだか偉えらそうなことを言っちゃったかも」

　彼はオレを真っ直すぐに見下ろしながら、そっとかぶりを振ふる。それから、

「わかってもらえて嬉しい。君のような人がそばにいれば、きっと毎日が楽しいだろう」

　彼が言って、その唇に微笑を浮かべる。煌くように麗うるわしい彼の笑えみに……オレの鼓動はなぜかとても速くなってしまったんだよね。
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「楽しまれましたか？」

「雪はどうでした？」

　ロッジの前で待っていたフットマンの二人が楽しそうに聞いてくる。オレはスノーボードを渡わたしながら、

「うん、楽しかった！　雪も最高だったし言うことなし！」

　オレはスノーボードを彼らに渡したクラウディオを振り返る。

「あなたはめちゃくちゃスキーが上手だよね。いつもスノボばっかりでスキーってあんまりやったことなかったけど……教えてもらえてすごく面おも白しろかった！」

「上じよう手ずかどうかはわからないが、子供の頃ころから滑すべっているからね」

　エントランスへの階段を上りながら、彼がちらりと笑う。お城の中の彼は少し堅かた苦くるしく見えるけれど……スポーツをしている時の彼は二十代後半の健康な男性、という感じで生き生きして見えた。黒のウエアはめちゃくちゃ似合ってるし、デザイナーもののグラスがすごく格好いい。

「いつかはやろうと思って道具は揃そろえてあったが……父の仕事を手伝うようになってから、すっかり忙いそがしくなってここになかなか来られなかった。そのおかげでスノーボードは今日が初めてだ。君の教示のおかげで、少しはできるようになったかもしれない」

「少しは？　どう見てもプロ並みだったんだけど。まるでスノボ雑誌の表紙みたいだった」

「褒ほめてくれている？」

「もちろん。オレ、かなり運動神経には自信があったんだけど……とうてい敵かなわない。初めてなのに、なんでエアトリックなんだよ？　しかもバックサイド３６０なんてオレだってできないってば！」

　彼のものすごく格好いいジャンプを思い出して、オレは苦笑する。

「明日は、オレがあなたに教わらなくちゃ。絶対にマスターするから付き合って」

　階段を上りきったオレ達は、両開きのドアの前で靴くつと身体からだについた雪を払はらい落とす。スノーボード用のごつい靴と濡ぬれた手て袋ぶくろを脱ぬぎ、それを執しつ事じに渡す。用意されていたスリッパに履はき換かえる。絨じゆう毯たんの上を歩いてリビングに向かう。

「ふわ、生き返る！」

　廊ろう下かからリビングに入ったオレは、思わず言ってしまう。

「さんざん滑ったけど……やっぱり身体が冷えてたみたい。火がめちゃくちゃありがたいよ」

　リビングの床ゆかは頑がん丈じような無む垢く材、壁かべは素そ朴ぼくな質感を持つ漆しつ喰くい。天てん井じようには太い梁はりが渡り、カーテンはあたたかな赤。家具も座り心地ごこちのいい布製のソファがいくつも並んでいて、なんだかすごくあったかいイメージの空間だ。レンガ造りの暖だん炉ろの中では、太い薪まきがパチパチと音を立てながら燃えている。

「失礼します」

　声がして、大きな籠かごを持ったヨハンが部屋に入ってくる。

「あっ、ウエアのままで暖炉のそばに行ったらダメです。ベランダにはジャクジーがありますから、まずはそこであたたまってください」

　言いながら、ソファの上に籠から出したタオルと二人分のバスローブを置く。温泉みたいに裸はだかで入るのかとちょっと焦あせるけれど、ちゃんと水着も用意してあってホッとする。

「ジャクジー楽しそう！　だけどちょっとくらい休んでからでもいいじゃん」

　オレが言うと、ヨハンは腰こしに手を当てて、

「ダメです。ここにあるのは最高級のペルシャ絨毯だって、ヨーゼフさんから聞いてますよ。しかも彼がさんざん探し回って見つけたお気に入りの品なんだって。ウエアについた雪でびしゃびしゃになってしまったら大変」

　その言葉に、オレは思わず噴ふき出してしまう。

「ヨハン、なんだかベルギウス城のメンバーとすっかり仲良くなってるね」

「シュタットガルテン城も楽しかったですが、ベルギウス城のメンバーは、完かん璧ぺきなプロ集団という感じで、すごく勉強になります」

　ヨハンは言って、オレの足元を見下ろす。

「あっ、やっぱり雪がついてたっ！」

　見ると、オレの足元の床に小さな水みず溜たまりができている。

「とても気の利きくスタッフだ。ベルギウス城のメンバーも勉強になるだろう」

　クラウディオが言ってソファの上のタオルを取る。彼がいきなりウエアを脱ぎ始めたのを見て、オレは思わず真っ赤になって背を向ける。

「い、いきなり脱ぐなってば。驚おどろくから！」

　オレが言うと、ヨハンが可笑おかしそうに笑う。

「まるで本物の新しん婚こんさんみたいですねえ」

　その言葉に、オレはドキリとしてしまう。もちろん、オレとクラウディオが夜な夜なあんなことをしているなんて、想像もしてないだろうけど……見み抜ぬかれたんじゃないかと思うだけで、ちょっと冷や汗あせが出そうだ。

「男同士で新婚も何もないだろ？　気を遣わなくていいから、すごく楽しいけどさ」

　オレは言って、わざと平然とした様子を装ってスキーウエアの上着とスキーパンツを脱いで籠に入れる。下に着ていたセーターを脱ごうとした時……。

「ヨハン」

　クラウディオが脱いだウエアを籠の中に入れながら、ヨハンに言う。

「花はな嫁よめの裸を見せたくないんだが？」

「うわ、何を言ってるんだ、クラウディオ！」

　オレが慌あわてて言うと、ヨハンは楽しそうに笑って、

「新婚さんごっこですか？　お二人が仲良くなって、本当によかったです」

　それから濡れたウエアが入った籠を持ち上げ、恭うやうやしく礼をしてみせる。

「失礼いたしました、皇太子、そして皇太子妃ひ。どうぞごゆっくり」

　言ってからオレに片目をつぶり、籠を持って部屋を出て行く。

「うわあ、バレたかと思ってドキドキしたじゃんか！」

　オレが言うと、彼は肩かたをすくめて、

「バレる？　何か後ろめたいことでも？」

「まったく！　この国の皇太子は本当に意地が悪いよ！」

　オレは言いながら着ていた分厚いセーターと、その下のタートルネックのシャツを脱ぐ。ウールのパンツとスキー用のアンダーウエアを脱ぎ捨てる。トランクス一枚の格好で、水着を取ろうとして振り返る。

「ちょっと楽しみ。オレ、ジャクジーなんて、入るの初めてで……」

　そして、彼が服を脱ぎ捨て、黒のボクサーショーツ一枚の裸だったことに気づいて思わず言葉を切る。陽灼やけした滑なめらかな肌はだ。逞たくましい肩、筋肉の影かげを浮うき上がらせた広い背中、少しの緩ゆるみもなく引き締しまったウエスト。ボクサーショーツに包まれた、ものすごく格好いいお尻しり、そして見とれるような長い脚あし。

　しなやかな筋肉に覆おおわれた完璧な身体。それはまるで彫ちよう刻こくみたいに美しくて……。

　……う……っ。

　オレは慌てて水着を取り、彼に背を向ける。

　……まったく、なんで彼の裸を見ただけで赤くなってるんだ、オレは？

　彼に抱だき締められたり愛あい撫ぶされたりしたことはあるけれど……すべて暗い場所、しかもベッドの中だった。だから、今まで彼の身体をまじまじと見たことなんかなくて……。

　……オレ、あんな美しい男に、あんなに淫みだらなことをされたんだ……。

　思っただけで、身体の芯しんが熱くなりそうだ。

　……っていうか、そんなこと思い出すな、オレ！

「早く着き替がえたほうがいい。冷えてしまう。……先に行くよ」

　背後で彼が言い、水着を持ったまま固まっているオレを残してベランダに出て行く。オレは振ふり返って、彼がこちらに背中を向けてジャクジーに入ったことを確かく認にんする。

　ホッと息をついてトランクスを引き下ろそうとして……屹きつ立りつがいつの間にか硬かたくなっていることに気づく。一人で赤くなりながらトランクスをそっと下ろすと、しっかりと育った屹立が、プルン、と空気の中に弾はじけ出る。

「……っ」

　それだけで不思議な快感を覚えてしまい、オレは思わず息を吞のむ。

　……ああ、もう、本当にどうしたんだよ、オレ？

　オレは深呼吸をしながら思う。

　……いくら愛撫されたことがあるからって……彼の身体を見ただけで、なんでこんなに発情してるんだ、オレ？




　　　　◆




「ふう、めちゃくちゃ気持ちよかった！」

　濡れた水着の上にバスローブを羽織ったオレは、ベランダを歩いて室内に入る。

「それに、景色も最高。こんなすごいジャクジーがいつでも使えるなんて、贅ぜい沢たくだよね」

　オレは言いながら、リビングの端はしに切られた暖炉のそばに行く。

「あったかくて、気持ちいい」

　暖炉の前には分厚い毛皮が何枚も敷しかれている。オレはスリッパを脱いで裸足はだしで毛皮の上に上がる。そして暖炉の前に立ち、手を炎ほのおにかざす。燃もえる木からは香こうばしい匂においがしていて、すごくリラックスする。

「失礼いたします」

　部屋にノックの音が響ひびき、執事が入ってくる。彼の手には銀色のお盆ぼんがあり、そこには小ぶりのカップが二つ並んでる。部屋の中にふわりと広がるのは、濃のう厚こうなカカオとオレンジの香かおりだ。

「うわ、いい香りですね」

「オレンジリキュールを入れたホット・ショコラでございます。スキーの後、クラウディオ様はいつもこれを楽しまれるのですが……リオン様もこれで大だい丈じよう夫ぶでしたか？　もしもショコラが苦手でしたら……」

　少し心配そうに言われて、オレは慌ててかぶりを振る。

「もちろん大好き。しかもオレンジの香りがするなんて美味おいしそう。飲まなきゃ損するよ」

　執しつ事じはにっこり笑って、それを窓まど際ぎわのテーブルに運ぼうとする。

「ヨーゼフ。ここに持ってきてくれ。しばらく火のそばにいたい」

　クラウディオは言ってスリッパを脱ぬぎ、毛皮の上に座る。見上げられて、オレも彼の隣となりに腰を下ろす。

「床ゆかに置いていい」

　クラウディオが言い、執事がトレイを毛皮と暖だん炉ろの間の床に置く。楽しそうに微笑ほほえんで、

「昔は、よくこうしてお飲みになっていましたね。串くしに刺さしたマシュマロもお持ちしましょうか？　焼いたら楽しゅうございますよ」

「子供ではない。もういい、ありがとう」

　言ったクラウディオの横顔がなんだか照れているように見えて、オレはちょっとドキリとする。昔、森の奥の泉で見た、あの麗うるわしい少年の面おも影かげがほんの少しだけ残っている気がしたから。

「冷めないうちに飲もう」

　彼が言って、カップをソーサーごとオレに渡わたしてくれる。縦長の独特の形をしたカップは、ショコラ専用のものだろう。

「どうもありがとう。……マシュマロ？」

　オレが言うと、彼はまたちょっと照れたような顔になって、

「子供の頃ころの話だ。今はあれほど甘いものは……」

「ショコラは大丈夫なの？」

　思わず聞いてしまうと、彼はさらに照れたような顔になって、

「スキーの後のショコラは特別だ」

　……ヤバい、こんなハンサムがちょっと照れたところ、なんだかちょっと可愛かわいいかも。

　彼はカップの中のショコラを吹ふき、それからゆっくりと一口飲む。コク、と動く喉のどがセクシーでちょっと胸が熱くなる。

　……どうしよう、なんだか今日のオレ、ちょっとおかしいかも？

　オレは思いながらホット・ショコラを一口飲み……あまりの美味しさに驚いてしまう。

「うわ」

　ふわりと広がるオレンジの香り、そして甘さを抑おさえたショコラの味。カカオの芳ほう醇じゆんな香りと苦味に、めちゃくちゃリラックスする。

「ホット・ショコラって、ココアのことだよね？　もっと甘いかと思ってたけど、大人っぽくてすごく美味しい」

「それならよかった」

　彼は唇くちびるの端に微かすかな笑えみを浮かべながら、ホット・ショコラを一口飲む。それから窓の方に目をやって、

「あまりにも楽しすぎて、すっかり遅おそくなってしまったな。陽ひが暮れる前に戻もどってこられてよかった」

　窓に目をやると、針葉樹の向こうに太陽がゆっくりと傾かたむくところだった。オレンジ色に染まった山々が、すごく美しい。

「ギリギリだったね。遊びすぎて遭そう難なんしなくてよかった。まあ、あなたの優ゆう秀しゆうなＳＰ達がすぐに見つけてくれそうだけど」

　オレが言うと、彼はクスリと笑って、

「皇太子と皇太子妃が、スノーボードのやりすぎで一時遭難……とても間ま抜ぬけな事件でゴシップ紙が喜びそうだな」

　暖炉の火に照らされた彼の横顔は、彫刻みたいに端たん整せい。だけど白い歯を見せて笑ったところはすごく若々しくて……オレは思わず見とれてしまう。

　……彼は、本当に素す敵てきな人だ。

　オレは、彼のことを好きになり始めている自分に気づいていた。

　……彼とこのまま友人になれたら、きっととても楽しいだろうな。

　オレは思ってしまい……ふと彼が振り向むいたのに気づいて、思わず赤くなる。

「どうかした？」

　聞かれて、オレは思わず赤くなってしまいながら、

「いや、なんか身みの程ほど知らずなことを考えちゃった」

　オレが言うと、彼はなぜかとても真しん剣けんな顔になって聞く。

「身の程知らず？　なんのことだ？」

「いや……あなたはベルギウスの皇太子、そしてオレは生まれはどうあれ、今はただの庶しよ民みんだ。だから……」

「だから？」

　彼が言って、真っ直すぐにオレを見つめてくる。彼のサファイヤ色の瞳ひとみが炎を反射してとても強く煌きらめく。

「だから……あなたの近くにいたいなんて思うのは、身の程知らずかなって」

「私の近くに……いたい？」

　彼が、どこかが痛んだかのようにふいに眉まゆを寄せながら言う。　>>>♥

「ああ、いや……友人として、ね。だって、あなたといるとすごく楽しいし」

　彼は光る瞳でオレを見つめ……それからふいにオレから目を逸そらす。

「友人として……ね」

　言いながら手を伸のばし、オレの手からほとんど空になったショコラカップをそっと取り上げる。自分の分と一いつ緒しよにトレイに置いて、

「君の中で、私は友人認にん定ていされているというわけか？　いや、今はまだ友人以下かな」

　彼の言葉に、オレは慌あわてて、

「いや、あなたはすごく格好いいし、冷たいかと思ったけどやっぱり優やさしいし、素敵な場所を教えてくれるし、美味しいものを食べさせてくれるし……だから……」

「だから？」

　彼は言って、やけに真剣な顔でオレを見つめてくる。

　……なんでこんな顔をするんだろう？

　オレは彼を見返しながら、少しだけ怖こわくなる。

　……もしかして、庶民で、しかも十歳も年下のオレにそんなことを言われて、ちょっと怒おこってるのかな？

「その……もしかしたら失礼かもしれないけど……オレ、あなたのことすごく好きだから……」

　彼が驚おどろいたように目を見開く。

「私のことが、好き？」

　聞き返されて、オレは思わず赤くなってしまいながら、

「……いや、男のオレにそんなことを言われても困るかもしれないけど……あなたと、友達になれたら楽しそうだなって……」

「友達？」

　やけに冷静な声で彼に言われて、オレはやっぱり怒ってるんだろうな、と思う。

「いや、ごめんなさい。やっぱり身の程知らずで……」

「なるほどね」

　彼が言って手を伸ばし、いきなりオレの肩かたを摑つかむ。

「な……何？」

「友人になってもかまわない。だが……」

　彼はオレを毛皮の上に押し倒たおし、のしかかるようにしてそのサファイヤ色の瞳でオレを真っ直すぐに見つめてくる。

「……こうすることは、もうやめられないよ」

　いきなり低く囁ささやいて、彼の端たん麗れいな顔が近づいてくる。

「……あ……」

　思わず目を閉じたオレの唇に、彼の唇が重なってくる。

「……んん……っ」

　キスをしながら、彼の手が器用にオレのバスローブの紐ひもを解いてしまう。彼のあたたかな手のひらが、オレの剝き出しの胸むな元もとを滑すべる。乳ち首くびをキュッと摘つまみ上げられて、そこから走った快感に身体からだがびくりと震ふるえる。

「……んんっ！」

　思わず逃にげようとしたオレの唇を、彼の唇が追う。そのまま深いキスをされ、理性のすべてが飛んでしまいそう。

「……んんん……！」

　乳首を弄もてあそんでいた彼の指が、さらにオレの肌はだを滑り降りる。そのまま濡ぬれた水着の上に当てられて、オレは思わず息を吞のむ。いつのまにかオレの屹きつ立りつはとても大きくなっていて、薄うすい布地の競泳用の水着が、弾はじけそうになっていたんだ。

「……んん、んん……っ！」

　思わず開いてしまった上下の歯列の間から、彼のあたたかな舌が滑り込んでくる。舌を吸い上げられ、上うわ顎あごを愛あい撫ぶされて……オレは甘い眩暈めまいを覚えながらとても深いキスに酔よう。

「……ん……んんーっ！」

　彼の手のひらが、水着の布地ごとオレの屹立をしっかりと摑んだ。そのまま激しく上下に動かされて、オレの腰こしが激しく揺ゆれてしまい……。

　……恥はずかしい！　でも、めちゃくちゃ感じちゃうよ……！

「んく……く、ううう……っ！」

　容よう赦しやなく愛撫され、水着に包まれたままのオレの先せん端たんから、ビュクビュクッ！　と激しく欲よく望ぼうの蜜みつが[image: 迸]ほとばしる。水着の布が熱く濡れるのに気づいて、オレは恥ずかしさのあまり泣きそうだ。

「水着を着たまま、イッてしまったのか？」

　唇が触ふれたまま、彼が楽しそうに囁いてくる。

「なんて淫みだらな花はな嫁よめなのだろう？」

　その言葉に、全身が蕩とろけそうに熱くなる。

　……別にオレが悪いんじゃない！　オレだって健康な男だし、エッチなことをされれば感じるのが当たり前なんだ……！







　　　　クラウディオ・ベルギウス







　……私は、本当にどうしたというのだろう？

　夕食はシェフの心づくしの田舎いなか料理だった。私達はとても美味おいしいそれに舌した鼓つづみを打ち、そして居室に戻もどってきた。

　水着のままイカされたのがとても恥ずかしかったのか、彼は私の顔を見るたびにふわりと頰ほおを染めた。その顔が本当に色っぽくて……私は眩暈を覚えた。

　彼にシャワーを浴びさせた後、彼が寝ね入いったのを確かく認にんして私もシャワーを浴びた。

　熱い湯を頭の上から浴びながら、私はまだ呆ぼう然ぜんとしている。

　彼はとても麗うるわしく、その強気な性格はとても可愛かわいらしく、青年らしい潔けつ癖ぺきさと煌くような内面が、見る人の胸に甘い痛みを与あたえる。彼は本当に魅み力りよく的で、知れば知るほどに人は心こころ惹ひかれるはず。しかし……。

　私はさっきまでの彼の様子を思い出し、身体がまたじわりと熱くなるのを感じる。

　……本当に、私はどうかしている。

　レバーをひねって湯温を調整し、シャワーを湯ではなく水にする。それを頭から浴び、身体がすっかり冷え切ってしまうまで、冷たい雨の中に立ち尽つくす。少しだけ冷静になったのを確認して、シャワーを止める。

　……こんなことをしなくては冷静になれないなんて、本当にどうしてしまったのだろう？

　色いろ恋こい沙ざ汰たにはうんざりしているはずの私が、なぜか彼の前では冷静ではいられなくなる。彼の唇くちびるを奪うばい、パジャマのボタンを一つ外しただけで、私はもう我を忘れてしまった。

　骨格が華きや奢しやなせいで、彼は着やせをして見える。あまり身体にフィットしないデザインの服を選べば、女性であるクリステン王女とそっくりだ。だが服を脱ぬいだ時の彼には、弱々しいイメージは少しもない。最低限だがダンサーのように俊しゆん敏びんそうな筋肉が、彼の身体を薄く覆おおっている。ほっそりとした首筋、しっかりと張った肩、すらりと伸びた長い手足。

　とてつもなく滑なめらかな真しん珠じゆ色の肌は、柔やわらかく、あたたかく、すべすべとしている。ほんの少し指先が触れただけで、私はその最高級のシルクのような触れ心地ごこちに夢中になる。

　彼はその無む垢くな見た目に反して、とても敏びん感かんな身体をしている。首筋に唇を触れさせただけで小さく息を吞んで体温を上げ、切なげなため息を漏もらす。

　私は彼を愛撫しながら……そのあまりの色っぽさに眩暈を覚えてしまう。

　……どんなに麗しくても、彼は男だ。解わかっているはずなのに……。

　私はタオルで身体をざっと拭ふき、バスローブを羽織る。水すい滴てきを垂らす髪かみをタオルで拭きながら、バスルームの明かりを消し、ベッドルームへのドアを開く。

　暗い部屋の中、天窓から差し込む月の光、それがちょうど部屋の真ん中に置かれたベッドを照らし出していて……私はドキリとする。

　とても疲つかれたのか、彼は布ふ団とんをかけないまま、ベッドにうつぶせになって眠ねむっていた。滑らかなシルクの布地が、彼のしなやかな身体のラインを露あらわにしている。

　枕まくらを抱だき締しめるすらりとした両りよう腕うで、ゆっくりと上下する背中、細く引き締まったウエスト、ベッドの上に投げ出された長い脚あし。こちらを向いて頰を枕に埋うずめ、彼はまるで少年のように無む邪じや気きな顔で眠っている。

　……さっきまであんなに甘く喘あえいでいたのに……。

　私は彼に見とれてしまいながら思う。

　……今は、まるで無垢な天使のようだ……。

　私は、自分がどんどん彼に惹かれていくことに、正直戸と惑まどっている。そして……。

　……愛撫だけでなく、抱だいてしまいたい。どうしてこんなふうに思ってしまうのだろう？







　　　　小林李音







「せっかくだから、何か手伝いができたらいいんだけど」

　オレが言うと、シュヴァルツはとても驚おどろいた顔をする。

「手伝いというと？」

「いや、書しよ斎さいの資料整理とか、コーヒーをいれるとか」

　シュヴァルツはとても驚いた顔をして、

「世が世なら、あなたはシュタットガルテンの王子。そしてこの国においては国こく賓ひんです。そんなことをしていただくことは……」

「世が世ならってみんな言うけど、現実のオレは王子でもなんでもない。ただの大学生。日本じゃ自転車で大学に通って、普ふ通つうに暮らしてたんだ」

「自転車で大学に？」

　シュヴァルツは度ど肝ぎもを抜ぬかれたような顔をして、

「セキュリティーはどうなっていたのですか？」

「オレがシュタットガルテンの王族の血を引いてるなんて、誰だれも知らなかったもん。まったく問題なかった」

「しかし、あなたのお顔はクリステン王女に瓜うり二ふたつで……」

「それもあって、クリステンは顔出し取材とかほとんど受けてなかったしね。……まあ、今回の結けつ婚こんで顔が知れ渡わたっちゃった。今いま頃ごろ日本の大学の同級生は大おお騒さわぎかもしれないけど」

　オレは想像してため息をつく。ただのそっくりさんだって思ってくれてればいいけど、オレはいつも冗じよう談だんで「本物の王子様だし」とか言ってた。もしかして誰かがそれを思い出して似てるだけじゃなくて親しん戚せきじゃないかなんて言い出していたら、けっこう面めん倒どうなことになってるかもしれない……けど……。

「いや、みんなきっとすぐに忘れてるな。同級生がどっかの国の王族じゃないかなんて、あまりにも突とつ飛ぴで、とても信じられないもん」

　オレは想像して少し笑い、それからシュヴァルツを見て、

「……で？　オレに手伝えることは？　ただの学生だったオレにずっと部屋に閉じこもっているなんて無理だよ」

「でしたら、コーヒーを。殿下の好みのコーヒーのいれ方を、キッチンでお教えします」

　その言葉に、オレは不思議なほど嬉うれしくなる。どうやら本当に退たい屈くつしていたらしい。

「わかった、頑がん張ばるよ」







　　　　クラウディオ・ベルギウス







　執しつ務む室に響ひびいたノックの音に、私は書類から目を上げずに応こたえる。

「どうぞ」

　ドアが開き、ふわりと芳かぐわしい香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。それを嗅かいで、私は朝からずっとここに閉じこもり、働きづめだったことを思い出す。

　……たしかに書類が山積しているが、李音を一人きりにしてしまった。

「シュヴァルツ、リオンはどうしている？　彼は一人で退屈しているだろうか？　可哀かわい想そうなことをしたかな？」

　私は書類にサインをしながら言う。ドアの方で誰かがクスリと笑う。

「へえ。本当は、そんな優やさしいこと言うんだ？」

　聞こえてきたとても色っぽい声に、慌あわてて顔を上げる。執務室の向こう側、閉じられたドアの前に李音が立っていた。私はいきなりの彼の出現にとても動どう揺ようしてしまいながら、

「どうして君が？」

「退屈だったから、コーヒーのいれ方を教わっちゃった」

　彼はトレイを持ったままで言い、私の手元に目をやって、

「極ごく秘ひ書類とかあったら隠かくしてよ。オレ、別の国のスパイかもしれないよ？」

　いたずらっぽく笑う。私は肩かたをすくめて、

「今日はそういう仕事はしていないし、極秘の仕事の時にはシュヴァルツがここには通さないだろう」

「なるほど。それなら気を遣わなくていいかな？」

　李音は言いながら、部屋を横切って歩いてくる。城のプライベートエリアにいる時、彼があからさまな女装をしなくてもいいように、シェフやメイドには「クリステンは気取らない服が好きだし、ここではくつろいだ格好でいてもらっている」と言ってある。そして彼は身体からだにフィットした服は避さけ、今はざっくりとしたセーターにジーンズという格好だ。

　今時の若者らしい腰こしの高さ、すらりと長い脚。彼の優ゆう雅がな歩き方に、私は思わず見とれる。

「あなたの好みの濃こさをシュヴァルツさんに教わったんだ。口に合うといいけど」

　彼が持ったトレイにカップが二つ、さらにクッキーが盛られた小皿が載のっていることに気づき、私は執務机の前から立ち上がる。

「君の分もあるようだな」

　言うと彼は動揺したように頰ほおを染めて、

「いや、別に邪じや魔まするつもりじゃなくて、シュヴァルツさんが念のために持っていけって……忙いそがしいならお茶せずにすぐに出て行くし……」

「責めているのではない」

　私は彼に近寄り、その手からトレイを受け取る。

「一休みにする。こっちへ」

　私はトレイを持ったまま窓に近づき、ティーテーブルにトレイを置こうとして……トレイの方が大きいことに気づく。

「ちょっと待って」

　彼は言って私の手の中のトレイから二つのコーヒーカップを取ってテーブルに置く。さらに銀のコーヒーポット、シュガーポットとミルクピッチャーをテーブルに並べ、最後にクッキーの皿を置く。私の手からトレイを取り上げ、少し離はなれた場所にあるサイドテーブルに置く。

「君はなんでも手て際ぎわがいいな」

　私が言うと、彼は楽しげにクスリと笑う。

「いや、あなたの手際が悪いんだよ。王子様じゃしょうがないかもしれないけど。でも……」

　彼は一人がけソファの一つに腰を下ろし、微笑ほほえみながら私を見上げてくる。

「……こんなすごいハンサムなのにちょっとダメなところ、オレは嫌きらいじゃないよ」

　煌きらめく紅茶色の瞳ひとみ、柔やわらかそうな唇くちびるに浮うかぶあたたかな笑えみ。私の鼓こ動どうがまた速くなる。

　……本当にどうしたというんだ？　彼は男だ。解わかっているはずなのに。

「座って。コーヒーが美味おいしいかどうか、ちゃんと確かめてよ」

　彼に言われて私は向かい合わせになったソファに座る。コーヒーカップを持ち上げ、ふわりと漂ただよう芳しい香りを楽しむ。

「いい香りだ。コーヒーをいれるのが上手うまいんだな」

「うちの母さん、〆しめ切きりがある仕事だからさ。いつもコーヒーいれさせられてる。しかもうるさいんだ、濃いだの、苦いだの、香りがないだの」

　彼の口調にはとてもあたたかなものがあり、私は彼が母上をとても愛しているのだと感じる。

「君の母上……ということは元のシュタットガルテンの王おう妃ひ。それが、ご自身で仕事をしていらっしゃるのか？」

「まあね。うちの母さん、王妃様だった頃ころから跳はね返りで有名だったらしいよ。お城の中でだけだけどさ」

　彼は言いながらクスリと笑う。それから、

「元の王妃様が働くなんてちょっとおかしいかな。いちおうシュタットガルテンからすごい額のお金はもらったみたいなんだけど……母さん、それには手をつけずに自分で生きていくんだって仕事をしてる。今は小説家として、女性向けのラヴロマンスみたいのを書きまくってる」

「ラヴロマンス？」

「うん。しかも王子様だのお姫ひめ様だのが出まくるやつ。不思議だよね、自分からお城を逃にげたくせに。ああ……これは内ない緒しよにしておいて。マスコミに知られると面倒なんだって」

　彼はいたずらっぽい笑みを浮かべ、人差し指を口の前に立ててみせる。

「ともかく……冷めないうちに飲んでみて」

　私はうなずき、コーヒーを一口飲んでみる。鼻腔に抜ける芳ほう醇じゆんな香り、舌を楽しませる甘みと酸味、そして苦味のバランスが、とてもいい。

「美味しい。とても」

　私が言うと、彼は顔をぱっと輝かがやかせる。

「本当に？　あなたは好き？」

　その言葉に、なぜかまたドキリとする。まるで『オレのことを好き？』と聞かれたような気がして。

「好きだ、とても」

　私の唇から、勝手に言葉が漏もれてしまう。彼は微かすかに頰を染めながらうなずく。

「よかった。オレみたいなヤツでも、誰だれかの役に立てるんだな」

「『オレみたいな』？」

　思わず聞き返すと、彼はしまった、という顔をする。それから苦く笑しようを浮かべて、

「ごめん。なんか卑ひ屈くつな言い方だった？　いや、そういうんじゃないんだけど……」

　彼は少し考え、どこか恥はずかしそうな顔になる。

「オレ、今までその日のことしか考えずに、だらだら生きてきたからさ。この国であなたを間近に見て、ますますそう思った」

「君はあの美しい国の高貴な王子として生まれ、しかし数すう奇きな運命に弄もてあそばれて遠い国に行くことになった。そこで母上と二人、必死で生きてきた。……そうだろう？」

　私の言葉を、彼は目を見開いて聞く。それから唇の端はしに微かな笑みを浮かべて、

「そう言うと、なんかちょっと格好よく聞こえる」

「違ちがうのか？」

「いや、まあ、父さんや兄さんに見捨てられたんだとか、妹に会えなくて寂さびしいとか思ったこともあるし、大筋は違わないのかもしれないけど……」

　彼は窓の外に目をやり、何かを思い出すように遠い目をする。

「……でもまあ、今から考えれば、それが運命だったのかもね。じゃなかったら、ここにこうしてあなたといることもできなかったわけだし」

　ふいに真っ直すぐに見つめられ……心臓に、音を立てて何かが突つき刺ささったような気がした。それは熱く、苦く、そして甘い痛み。

　……これは、いったいなんなんだ？

　私の沈ちん黙もくを誤解したのか、彼は笑みを苦くする。

「そんな怒おこった顔しないで。……クリステンみたいな素す敵てきな子をお嫁よめさんにできるはずだったのに、何かの間ま違ちがいでオレみたいにいい加減な、しかも男が嫁に来ちゃったんだもん。あなたには災難だったと思うけど……」

「いや、そんなことは思っていない。私は……」

　私は彼の言葉を遮さえぎってしまう。

「君が来てくれてよかったと思っている」

　言ってから、彼が呆ぼう然ぜんとした顔で私を見つめていることに気づく。彼の瞳の中に微かな警けい戒かいがある気がして、思わず動どう揺ようする。

　……彼はベッドの中でしたあの行こう為いを、ただのマスターベーションの延長としか思っていない。私が彼に特別な感情を持っているのだと思えば、きっととても気味悪く思うはずだ。

「ああ、いや……私はゲイではないので、男の君が花はな嫁よめとして来てしまったことはもちろん問題だとは思うが……」

「……あはは」

　彼はなぜか力なく笑い、それから、

「いや、あなたがゲイだとは思ってないから大だい丈じよう夫ぶ。妹と勝手に入れ替かわったのはオレだ。いろいろ面めん倒どうなことになって申し訳なかったとは思ってるけど」

「それはもういい。そうではなく……」

　私は言葉を探すが、自分の中にある複雑な感情をどう言い表していいのかまったく解わからない。

　彼といる時、私は自分の中にある欠けた部分がきっちりと埋うめられたような気がする。彼さえいればほかに何もいらない、と思えるような充じゆう足そく感だ。一生付き合える伴はん侶りよを得たとしたらきっとこういう気持ちを持つのかもしれない。

　……だが……私と彼は男同士。伴侶になれるわけがない。

　それと同時に、私の心には混乱が生まれる。心に刺さった何かが熱く疼うずき、とても甘く痛む。何かを激しく欲ほつし、しかし絶対に得てはいけないのだと思う。

　……この感情は、きっと友情ではない。だが、これがなんなのか、私にはまだ解らない。

「私は、君が来てくれてから……」

　私は言いかけ、また言葉を探す。彼はコーヒーカップを両手で支えたまま、私の言葉を待っている。

「……あまり退たい屈くつしていない、かもしれない」

　私が言うと、李音は可笑おかしそうに笑って、

「かもしれない？　……まあ、楽しんでもらえてるならよかった」

　彼は言ってから、なぜか少しだけ複雑な顔になる。

「あと一週間の付き合いだし、退屈しのぎになればラッキーだよ」

　言って、コーヒーを飲む。男っぽい喉のどがコク、と上下するのを見て、なぜかまた鼓動が速くなってしまう。

　……彼はこの宮きゆう殿でんを出ればまた自由な暮らしに戻もどっていく。そして私と会うことは二度となくなる。

　思うだけで、なぜか心が壊こわれてしまいそうだ。

　……なぜこんなふうになるんだろう？　本当なら、彼は最初からここに来るべきではなかった人なのに。







　　　　小林李音







　彼にコーヒーを運んだ後、オレは自室に戻った。そして少し呆然としたまま風ふ呂ろに入り、バスローブのままベッドルームのソファに座って呆然としている。

　……あと一週間の付き合い……。

　オレは自分で言った言葉に、なぜかとても動揺している。

　……そうだ、来週の今日には、オレはもうここにはいない。そして彼とも二度と会うことはなくなる。

　思っただけで、なぜか鼓こ動どうが不ふ吉きつに速くなる。

　……彼は、この国の皇太子。この国を守り、いつかはふさわしい伴侶を迎むかえ、この国を繁はん栄えいさせなくてはいけない。

　結けつ婚こん式の時のことを、オレは思い出す。ベールを上げられた時にものすごくドキドキしたこと、見下ろしてきた彼がとても凜り々りしく見えたこと、そして……とても甘かった誓ちかいのキス。

　唇くちびるにあの感かん触しよくが蘇よみがえった気がして、オレは慌あわててかぶりを振ふる。

　……あれは、男のオレが知るべきことではなかった。彼だって、オレが男だって知っていたらあんなキスなんかするわけがなかった。

　オレは震ふるえるため息をつき、目を閉じる。

　……忘れるな。生まれはどうあれ、オレは今はただの庶しよ民みん。彼とは不釣つり合あいだし、第一男同士でどうにかなれるわけがない。彼とはもう二度と会えないのが普ふ通つうで……。

　思っただけで、心臓が壊れそうなほど痛む。

　……ああ、なんでここでこんなに胸が痛くなるわけ……？

　カチャ、という微かすかな音に気づいて、オレは慌てて目を開ける。ベッドルームの隣となりにある専用リビングに、人が入ってきた気配がする。執しつ事じやシュヴァルツならノックをして声をかけるだろうから、クラウディオだろう。

　なぜかオレの鼓動がどんどん速くなる。まるで……すごく好きな人に会う前みたいに。

　……好きな人……？

　オレはその考えに、自分でドキリとする。

　……クラウディオは男だ。なのにオレ、なんでそんなことを……？

「……リオン、いるのか？」

　ドアの向こうから聞こえたクラウディオの声に、オレはギクリとして思わず立ち上がる。

「あ、こっち！　お風呂に入ってたから！」

　オレは叫さけび、そして自分がバスローブ一枚の裸はだかだったことに気づく。ちょっとだけ休きゆう憩けいしたらすぐにパジャマを着るつもりだったから襟えり元もとがはだけちゃってるし、下着すら着けていない。

「……うっ」

　彼の前にこんな格好で立つことを考えただけで、全身が羞しゆう恥ちに熱くなる。

　……な、なんでこんな気持ちになるんだよ？　男同士なんだし、別に……！

　自分に言い聞かせるけれど、やっぱり恥はずかしいことに変わりない。

　……ああ、クソ、本当にどうしたんだよ、オレ？

　オレは慌てて腰こし紐ひもを解き、バスローブをいったんはだけて、きっちりと着直そうとして……。

「リオン。シュヴァルツが、冷蔵庫のミネラルウォーターを補ほ充じゆうし忘れたそうだ。冷えたものを持ってきたから……」

　カチャ、とドアノブが回り、薄うす暗ぐらいベッドルームに明るい光が差し込む。

「うわあぁっ！」

　ほとんど全ぜん裸ら状態だったオレは、バスローブの襟元を慌ててかき合わせて床ゆかに座り込む。

「ノ、ノックくらいしろよっ！」

　なぜだか泣きそうになりながら、彼を睨にらみ上げる。水すい滴てきがついたミネラルウォーターを手に持った彼は、呆然とした顔でオレを見下ろしてから、ハッとしたような顔をして、

「着き替がえているところだったのか。悪かった」

　慌てたように言ってドアを閉める。動揺したように前まえ髪がみをかき上げる彼の横顔がとても照れているように見えて、なんだかますます恥ずかしくなる。

　……ああ、なんなんだよ、これ？

　オレは床に座り込んだまま、速い鼓動を抑おさえようとして深呼吸をする。

　……まるで、本物の新しん婚こんさんみたいじゃないか……！

　オレはよろよろと立ち上がり、ベッドルームを横切ってウォークインクローゼットへのドアを開く。右側には彼の服。正装の礼服なんかは別の場所に保管してあるらしく、ここにあるのはとてもシックなスーツ、そして普ふ段だん用の服。これもとても高級そうでどれも素す敵てきだ。

　そして左側には、まだ少ないけれどオレのために彼が用意してくれたいろいろな服。すごく素敵な乗馬服やブーツ、それにとても着き心地ごこちがよかった普ふ段だん着ぎ。オレが男だってバレるのはヤバい。でもオレはできれば女装なんかしたくなかった。彼がその要望を聞いて、身体からだのラインがでないようなセーターやジーンズを何種類も用意してくれたから、すごく助かった。ずっとドレスやワンピースを着せられていたら、気き疲づかれして、いつかは不自然になって、そして誰だれかにばれていただろう。

　オレは引き出しからヴァニラアイスクリーム色のシルクのトランクスを出す。そしてハンガーに並んでかかっている何着かのパジャマの中から、上品なロイヤルブルーのものを選ぶ。それらを持って部屋に戻り、バスローブを脱ぬいでそれらを身につける。

　……どうしよう。なんだか……。

　ボタンを一番上までかけても、なぜか落ち着かない。チラリと見下ろしてみると、いつの間にかオレの乳ち首くびが硬く尖とがり、シルクの布地をつんと押し上げていた。それだけじゃなく……。

　……ああ、本当にどうしたんだ、オレ？

　シルクの滑なめらかな下着の下、オレの屹きつ立りつがなぜか熱を持ち始めている。パジャマの上着がかかっているけれど、少し動いただけで形が解わかってしまいそうだ。

　……ああ……なんでこんなに発情してるんだ、オレ……？

　ここに来てから、数日に一度は彼に愛あい撫ぶされていた。最初はただのマスターベーションの延長だったはずなのに、オレの身体は……。

「……本当にオレ、おかしいよ……」

　オレは一人で呟つぶやき、もう一度ウォークインクローゼットに戻もどる。ハンガーにかけてあるパジャマとお揃そろいのロイヤルブルーのガウンを取り、それを着てきっちりと腰紐を結ぶ。

　……オレの気持ち……なんだか少しずつ変化しているみたいだ。

　オレはため息をつきながら思う。

　彼の愛撫を嫌いやとは思えないし、逆に彼のコロンの香かおりにドキドキする。しかも。

　……彼はオレを愛撫するだけで、自分を愛撫させようとか、ムリヤリ入れようとか……そういうことを一度もしたことがない。同じ男としてよく解るけど、これってすごくきついことなんじゃないのかな？

　想像しただけで、オレなんかにはとうていできない、と思う。

　……それとも、オレなんかを愛撫しても、全然興奮しないってこと？

　そう思ったらなぜだかむかっとする。

　……いや、なんで怒おこってるんだ、オレ？

　オレは思いながら部屋を横切り、リビングに出る。

「……リオン」

　ソファに座っていた彼が、オレを見て立ち上がる。そして長いストライドでオレに近づいてくる。そうされるだけで……オレはなんだか泣きそうになる。

「クラウディオ」

　オレのすぐ前に立った彼が、指先でオレの顎あごを持ち上げる。端たん麗れいな顔が近づいて、そっと触ふれるようなキス。

「……ん……」

　キスはどんどん深くなり、オレは息も絶え絶えになる。

「……んん……ダメ……」

　彼の腕うでがオレの身体を抱だき上げる。そのままベッドルームに運ばれ、ベッドに押し倒たおされる。

「……あ……あ……っ」

　彼はオレの衣服をはだけ、オレの乳首を激しく吸い上げてくる。

「……ん、ダメ……アアーッ……！」

　それがとても感じてしまうオレは、彼の頭を胸に抱き締しめて高く喘あえいでしまう。指先に触れるサラサラとした彼の髪かみ。なんだか……不思議なほどのいとおしさを感じる。

　オレの背中を撫なでていた彼の手がゆっくりと下り、二人の身体の間に滑すべり込む。屹立に触れられて、オレは激しい快感に息を吞のむ。

「……ねえ……あなたは……っ」

　オレの唇くちびるから、かすれた喘ぎが漏もれた。

「……あなたは、イキたくないの……？」

　思わず出てしまった言葉に、オレは自分で驚おどろいてしまう。彼は驚いたように顔を上げ、オレの顔を真っ直すぐに覗のぞき込んでくる。オレは真っ赤になってしまいながら、

「……ちが、別にイカせたいとかじゃなくて、つらくないのかなって……」

　彼はふいにオレを抱き締め、耳に口を近づけて低く囁ささやく。

「本当はイキたいと言ったら、君はどうする？」

「……あ……っ！」

　オレの身体に、彼の硬かたい筋肉質の身体がぴったりとついている。布地越ごしに伝わっている体温が熱い気がして、オレはすべてを忘れてしまう。

　……彼も……発情してるんだろうか……？

　オレは手を動かし、手のひらでワイシャツに包まれた彼の硬い腹筋を辿たどる。そのまま熱に浮うかされたように手を動かして、手を下に下げ……。

「……っ！」

　スラックスを辿った指先がとても硬いものにあたり、オレは思わず息を吞む。

　……これ、もしかして……。

　オレは鼓こ動どうを速くしながら、指先でその形を辿る。スラックス越しでも解る、とても硬く逞たくましいそれは……彼の屹立で……。

　……彼が……オレに発情してくれてる……？

　思っただけで、オレの屹立がびくりと震ふるえる。重なっていた二人の唇がそっと離はなれ、彼がオレの耳に唇を近づける。

「……悪い子だ。自分から触れてくるなんて」

「……あなただって硬くしてるくせに」

　オレは囁き返し、そして勇気を出して彼の屹立を手のひらで握にぎり込む。

「オレにも、させて……」

　その言葉だけで、身体に不思議な電流が走る。

「それなら……」

　彼が囁き、スラックスのファスナーを下げる。とても熱くて硬いものが手のひらに触れてきて、オレは思わず息を吞む。

　……ああ、これが、彼の……。

「……すご……い……」

　オレは思わず呟き、それからなんだか怖こわくなってしまう。彼のこんなに逞しいものに触れてしまったら、なんだか戻ってこられないような気がして……。

「……や、やっぱりオレ……」

　身体をよじらせて逃にげようとするけれど……彼にのしかかられ、そのままキスをされて逃げられなくなる。

「……んん……っ！」

　彼の大きな手が、オレの手のひらを握り締める。オレは自分の屹立と彼の屹立を同時に握り込んでしまい……その淫みだらさに泣きそうになる。　>>>♥

「……んんっ！」

　手のひらだけでなく、屹立の側面で感じる彼の燃え上がりそうな熱さ、鋼鉄のような硬さ。それを感じるだけで、オレの身体の奥からたまらない興奮が湧わき上がってきて……。

「……ん、ダメ……もう出る……」

「ダメだ。まだ我が慢まんしなさい」

　彼は意地悪に囁き、許さない、とでも言いたげにオレを抱き締め、愛撫を続ける。

「……あ、あ、あ……っ！」

　彼もとても感じてくれているのか、ヒク、ヒクと震えている。

「……ダメ、我慢できな……ンンーっ！」

　オレの屹きつ立りつがビクビクと震え、先せん端たんから白い蜜みつを激しく[image: 迸]ほとばしらせた。

「……ア……すご……っ」

　屹立を握っていた手のひらが、熱い蜜でトロトロになる。全身が蕩とろけそうな快感に、気が遠くなりそうだ。

「……ん、くう……っ！」

　力の抜ぬけてしまったオレの手の代わりに、彼の手が、ヌルヌルになった二本の屹立をしっかりと握り込む。そして、激しく扱しごき上げて……。

「……ダメ……またイク……っ」

　ぐちゅぐちゅ、という淫らな音が高い天てん井じように響ひびく。二人の屹立が同時にびくりと震え、そして激しく蜜を放った。

「……っ」

　彼が小さく息を吞み、オレの身体からだをしっかりと抱き締めてくれる。

　……ああ、こんなことで幸せ感じるなんて……オレ、本当におかしいよ。







　　　　クラウディオ・ベルギウス







「うわあ、嬉うれしいです。ごはんとか、お味み噌そ汁しるとか、本当に食べたかったんです」

　李音が嬉しそうに言い、いつもは気難しいグランシェフが嬉しそうに頰ほおを染めている。

　今朝のメニューは、李音のための和食だった。テーブルセッティングも日本風にしつらえてある。いつもは洋風の花が飾かざられるテーブルの上には朱しゆ塗ぬりの器うつわに生けられた素そ朴ぼくな花々がある。白いテーブルクロスの上にはランチョンマットの代わりに赤い和紙が敷しかれ、黒に金彩を施ほどこした美しい漆うるし塗ぬりの椀わんや、小さな和風の陶とう器きが並び、とても美しい。

　私は学生時代に日本に何度か行ったことがあり、和食も何度も食べたことがある。だがグランシェフは欧おう州しゆうの有名レストランに勤めたことはあっても日本に行った経験はなかったはずだ。

　テーブルの様子は日本の料りよう亭ていを思い出すような懐かい石せき料理に見える。だが、私は学生時代にアメリカで食べた不思議な和食を思い出し、李音の口に合うだろうかと少し心配になる。しかし李音はすぐに黒の塗りの箸はしを取り、上品な仕草で味噌汁を飲む。

「うわあ、美味おいしい。具は、お豆とう腐ふと若わか布めですね。この国じゃ珍めずらしいでしょう」

　李音は目を輝かがやかせて言い、グランシェフを見上げる。

「お味噌汁の出汁だし、どうやって取ったんですか？　鰹かつお節ぶしと昆こん布ぶのいい香かおり。こんなにいい出汁で作った美味しいお味噌汁、日本でも……」

　李音は言いかけて慌あわてて言葉を切る。クリステン王女の母親は日本人なので日本食を食べたことがあっても不自然ではないが、クリステン王女自身はあの城から出て海外に行ったことは一度もなかったはずだ。

「……日本でも、きっとあまり食べられないわ」

　李音が言い、グランシェフがにっこりと笑う。

「実は、フランスで修しゆ業ぎようしていた頃ころの日本人の友人が、市内で日本食レストランを経営しているんです。休日には彼のところに通って、いろいろなことを教わってきました」

　グランシェフの言葉に、私は少し驚いてしまう。

　……李音のために、彼はそんなことまでしてくれていたのか。

「……シェフ仲間から聞きました。あなたの国のお城には、和食専門のシェフもいたとか？　あなたはお母様のお国の和食がとてもお好きだった。そのためにわざわざ日本の有名料亭から引き抜いて雇やとわれたのだとか」

　その言葉に、李音が驚いた顔をしている。きっとそのことを知らなかったのだろう。

「……え、ええ。そうなんです。よくご存じね」

　李音は慌てて笑いながら言う。

「小さい頃、お母様がよく和食を作ってくれました。それに私、お母様の祖国である日本が大好きなんです」

　李音の目が微かすかに潤うるんだように見える。きっと家族一いつ緒しよに暮らした日々が懐なつかしく、妹であるクリステン王女が自分と母親がいる国を忘れないようにしてくれていたことが嬉しいのだろう。

　陶とう然ぜんと李音に見とれていた私は、グランシェフが少し心配そうにこちらに視線を送ってきたことに気づく。私がまた箸を取っていないことが心配なのだろう。

「殿下、もし必要でしたらカトラリーを……」

　グランシェフが言い、私はかぶりを振ふって箸を手に取る。

「大だい丈じよう夫ぶ、日本に行ったことはあるので箸は使える。それに金属製のカトラリーなどを使って、こんなに美しい漆塗りの器に傷がついたら大変だ」

「さすが殿下」

　グランシェフは嬉しそうに言う。

「この食器は日本の皇室御ご用よう達たしの店から取り寄せたもので、実はわたくしもとても気に入っております」

　いつもながらの彼の並々ならぬこだわりように、私はさらに驚おどろく。

「そうなんですか？　本当に綺き麗れい」

　李音が椀を眺ながめながら言い、シェフはさらに嬉しそうな顔になる。私は椀の蓋ふたを取って持ち上げ、味み噌そ汁を一口飲んでみる。ふわりと広がるのは料亭で味わったものを思い出す、魚ぎよ介かい類るいの深い味わい。味噌の香りがとても香こうばしい。

「ああ……とても美味しいな」

「だよね？」

　李音が嬉しそうに言う。そして私の手元を見て、

「さすが。お箸の持ち方、ちゃんとしてます」

「日本への公式訪問の前に特訓した。和食はきちんと箸で堪たん能のうしないと失礼だ」

「じゃあ、黒豆も食べられる？　落としたらあなたの負けだよ」

　李音は言って小さな器に盛られた艶つや々つやとした黒い豆を示す。私はその滑すべりそうな質感に一いつ瞬しゆんとまどい、それからうなずいてみせる。

「もちろん」

「殿下、それは日本の丹たん波ばという場所で取れた黒豆です。クリステン妃ひの好物と知って、わざわざ取り寄せた貴重品です。くれぐれも床ゆかに落としたりなさいませんように」

　グランシェフも言い、李音と顔を見合わせて微笑ほほえんでいる。箸を使うのは五年ぶりだったので緊きん張ちようするが、平然とした様子を装いながら箸で黒豆を摘つまんで食べる。微かな塩気と濃のう厚こうな甘み、そして豆の香ばしい香りがとてもいい。

「……美味しいな」

「すごい、上手！」

「さすがです、殿下」

　二人は楽しそうに言って、また微笑みあっている。壁かべ際ぎわに控ひかえているほかの使用人達もとても楽しそうな様子だ。いつもしかつめらしいシュヴァルツまでが苦く笑しようを浮うかべている。

　……李音には、誰だれもをなごませてしまう不思議な力がある。

　私は、楽しげに言葉を交かわしている李音とグランシェフを見ながら思う。

　……彼がいるだけでその場所は朝の陽光に照らされたように明るくなり、心がこうしてあたたかくなる。

　李音は私の視線に気づいたように振り向き、煌きらめくような笑えみを浮かべて私を見つめる。

「冷めないうちに食べて。あなたにも、日本のいいところ、たくさん知って欲しい」

　優やさしい声で言われて、胸が痛む。

　……どうしてだろう？　君を、どこにも行かせたくない。

　私は彼に微笑み返しながらも、心の中ではそう彼に話しかける。

　……ああ……このまま君がこの城で暮らしてくれたら、私の毎日はどんなに素す晴ばらしいものになるだろう？




　　　　◆




　美味しい和食を楽しんだ後。私は、「二人だけでゆっくり食後のコーヒーを飲みたい」と言って庭の温室に李音を連れ出した。

　温室にテーブルをセットし、コーヒーを用意してくれたグランシェフやメイド達が、「ごゆっくり」と言いながらそそくさと逃にげていったのを見て、李音が少し赤くなる。

「一週間後、この城で各国の国こく賓ひんを招いた舞ぶ踏とう会を開くことになった」

　私の言葉に、彼はハッと顔を上げる。

「舞踏会？　いや、いつかは来るだろうと思ったけど……」

　彼はため息をつきながら、

「オレ、ドレスもワルツも無理だよ。だから具合が悪いとか言って欠席して……」

「君の披ひ露ろうのためのパーティーだから、欠席は許されないよ」

　李音は少し青ざめながら、

「ええと……どうせオレ、あと一週間で離り婚こんされるんだよね？　だからさりげなく日程を延ばして、舞踏会をなかったことに……」

「父と義母がまたやってくれた」

　私は、深いため息をつきながら言う。

「結けつ婚こん式の時もそうだったのだが……私の知らない間に、招待状が両親の手で配られていた」

「……噓うそ……」

「そこに君の披露パーティーだと書かれていた。延期は無理だろう」

　彼はとても慌てた顔をして、

「オレ、ワルツも無理だし、明るいところに顔をさらすのはヤバいよ。どうしよう？」

「この城の誰も、君を男だとは疑っていないが……」

「でも、ドレスを着なきゃいけないんだろ？　今回はベールも被かぶれないし、自信がない」

　少し青ざめた彼を見て、私は父母を恨うらむ。しかしそんなことばかりも言っていられない。

「そういえば……」

　私はある事を思い出しながら、

「以前、この城の大舞踏室では、電灯ではなく本物の蠟ろう燭そくだけを灯ともした仮装パーティーがひらかれたことがある。この国の建国記念の時だったかな？　建国当時を振り返るという意図だったが……薄うす暗ぐらい光が揺ゆれて、なかなか美しかった」

「それでいこう！」

　李音は助かった、という顔で言う。

「蠟燭の光なら、ちょっとはごまかせる気がするよ」

「全員に挨あい拶さつをする必要などない。私と一曲だけ踊おどり、後は座っていればいい」

　彼はホッとしたようにため息をつく。それから、

「一曲だけ……でも踊らなきゃいけないんだよね。あと一週間でなんとか覚えられるかな？」

　自信なげに見上げてくる目がやけに可愛かわいく見えて、私はまたドキリとする。

「わかった。私が直接レッスンをつける。……今日の夕食の後でいいか？」

　私が言うと、彼は覚かく悟ごを決めたような顔で頷うなずく。

「うん。クリステンのためにここまで来たんだ。なんとかこのまま、最後まで頑がん張ばるよ」

　最後まで、という言葉にまた胸が痛む。

　そして私は……彼を本当に手放したくないのだ、と思う。

　……彼をこのままこの城に引き止めてしまいたい。

　それは彼から笑え顔がおを奪うばうことなのだと解わかっている。だが……。

　……私はきっと、どうしようもなくエゴイスティックな人間だ。







　　　　小林李音







「大だい丈じよう夫ぶか？　さっきから静かだな。ドレスが苦しい？」

　皇太子専用の控え室で、クラウディオが言う。

　彼は逞たくましい長身でこの国の正装を着こなしている。スタンドカラーの白の上着とスラックス。金色の縁ふち取どりと肩けん章しようがつけられ、胸には煌く勲くん章しよう。結婚式の時には動どう揺ようと緊張でゆっくり見ることもできなかったけれど……こういう格好をすると彼は本当に高貴な生まれの人なんだと思う。後光のように煌くオーラの強さが半端じゃない。

「いや……大丈夫。ちょっと緊張してるだけ」

　オレは慌あわてて言って笑みを浮かべてみせる。

　オレのために用意されていたのは、デビュタントの淑しゆく女じよが着るみたいな純白の衣装。肩かたと腕うでを出し、ドレスは胸むな元もとまで。裾すそはふわりと広がって足元までを隠かくす。ドレスの胸の部分の内側にはきっちりとパッドが縫ぬい付けてあって、肩を全部出してるデザイン。ウエストをコルセットでしっかり締しめ上げてあるから、半はん端ぱに身体からだを隠したデザインのドレスを着るよりもラインが目立たない気がする。二の腕の半ばから先は、白いレースの手て袋ぶくろに覆おおわれている。指が出るようなデザインで、左手の薬指に嵌はまった金色の結婚指輪が見えるようになっている。

　オレの顔には薄うす化げ粧しようが施ほどこされ、髪かみは後ろでまとめられて煌く王おう冠かんで飾かざられている。鏡を見た時、まるで清せい楚そな淑女がいるみたいに思えて、ちょっと驚おどろいた。馬ま子ごにも衣い装しようってのは、本当にこういうことを言うんだろう。

　隣となりの大舞踏室からは、優ゆう雅がなオーケストラの調べ。人々が笑いさざめく声。美しいベルギウス城で開かれる、普ふ通つうなら絶対に会うことなんかできないはずの国賓が集まるパーティー。もしオレが女の子なら、きっと一生忘れられないような体験になるはず。……だけど。

　……ここで男だってバレたら、すべてが水みずの泡あわなんだ。

　オレは深呼吸をしながら思う。

　……うう、そう思ったらますます緊きん張ちようしてきた。ドキドキのあまり死にそう……。

「大丈夫」

　彼が静かな声で囁ささやいて、そっとオレの肩を引き寄せる。

「君ならきっとできる。何も恐おそれることはない」

　肩を包み込むのは、手袋ごしの彼の体温。その優やさしい感じに、ふと緊張が解ける。

「わ、わかった。頑張る」

　囁き返すと、彼はうなずき、そのサファイヤ色の瞳ひとみでオレを見つめてくれる。

「……何？」

　あまりに真しん剣けんな顔で見つめられ、ふいに身体が熱くなる。

「ええと……あんまり似合ってない？」

「いや。とても似合っている。とても美しい。だが……」

　彼は唇くちびるに笑えみを浮うかべて目を逸そらす。そしてオレにしか聞こえないような微かすかな声で言う。

「……君のドレス姿を見るのも、今夜が最後なのだな、と思って」

　その唇に浮かんだ笑みがなぜか寂さみしげに見えて、オレの心がズキリと痛む。

　……このパーティーが成功し、さらに円満な離婚が成立すれば、オレとクリステン、そしてこの男の作戦はとりあえず成功ということになる。なのに、なんでこんな気持ちになるんだろう？

「女装はもうこりごりだよ。まだギリギリなんとかごまかせてるけど、大人になるまでには、もうちょっと背が伸びて、もうちょっと逞しくなってる予定だから」

　囁き返すと、彼はクスリと笑って、

「そうだな。その時にまた会いたい。もしも可能なら」

　……きっとそれは不可能だよ。

　オレはなんだかものすごく寂さびしい気持ちになりながら思う。

　……だって、あなたは本物の王子様で、オレはただの大学生。いったんこの城を出たら、まったく違ちがう人生を歩むことになる。接点は、二度と訪おとずれないだろう。

「殿下。そろそろ……」

　シュヴァルツがうながすように言い、クラウディオがうなずく。

「わかった。いいね？」

　見下ろされて、オレは深くうなずく。

　……そうだ、ぐだぐだ考え事をしている場合じゃない。最後までやりとげなきゃ。

「うん、大丈夫」

　シュヴァルツが合図をし、部屋の隅すみで控ひかえていたフットマン達が近づいてくる。両開きのドアがゆっくりと開かれる。それを合図にしたように、オーケストラの響ひびきが、聞き覚えのあるこの国の国歌に変わる。

　……うわ……。

　見み渡わたす限かぎりに広がる大舞ぶ踏とう室が、ちらちらと揺れる無数の蠟燭の光に浮かび上がっている。華はなやかに盛装した人々で埋うめ尽つくされたそこは、まるで別世界みたいにロマンティックに見える。

「ベルギウス皇太子、クラウディオ・ベルギウス殿下、そして皇太子妃ひクリステン・ベルギウス殿下のご到とう着ちやくです」

　シュヴァルツの朗々とした声が大舞踏室に響く。舞踏室を埋め尽くしていた人々が真っ二つに割れて、大舞踏室の向こう側にある皇太子用の玉座まで、真っ直すぐの花道が出来る。オレはクラウディオに手を取られ、艶つややかな大理石の床ゆかに足を踏ふみ出す。ダイヤが煌く靴くつはダンスを踊るためか靴底が滑らないように加工されているみたい。転ばないかと心配していたオレは、ちょっとホッとする。

　両側にいる国こく賓ひんたちがいっせいに胸に手を当てる正式礼をし、深く頭を下げる。

　……王族って言うのは……。

　クラウディオにエスコートされてその間を歩きぬけながら、オレは呆ぼう然ぜんと考えていた。

　……こういうものなんだ……。

　七歳で日本に渡わたってから、オレはこういう世界をまったく知らなかった。日本で気楽に過ごし、なんの義務もない自由を満まん喫きつしていた。

　……その間、クリステンも、そしてクラウディオも、こういう世界で生きていたんだ。

　オレは呼吸をするのもままならないような緊きん張ちよう感かんの中、真っ直ぐに歩く。

　……国を統治する者の家系に生まれたっていうのは、本当はきっとこういうことなんだ。

　呆然としたまま、オレは大舞踏室を歩きぬける。

　大舞踏室の正面には、王と王おう妃ひの玉座もしつらえられていた。その前で、クラウディオと同じ正装をしたベルギウス国王と、豪ごう奢しやな金糸のドレスを着た王妃が待っていた。

「白いドレスがとてもよく似合っている。クリステン、君は本当に美しいな」

　国王がオレをうっとりと見つめながら言い、王妃が怒おこったような顔でオレを睨にらむ。

「まあ、本当に。少し嫉しつ妬としてしまいそうよ」

　刺とげ々とげしい口調と意地悪そうな笑みに、この人達と同居じゃなくて本当に助かった、と思う。

　オレはクラウディオにエスコートされて皇太子妃用の玉座に腰こしを下ろす。隣にクラウディオが座ってくれたことに、なんだかめちゃくちゃ安心する。

　王と王妃はすぐに玉座を離はなれて、各国の国賓に挨あい拶さつをしに回り始める。花はな嫁よめの披ひ露ろうというのは、やっぱり外交のための口実だったんだろう。

「オレ、ここに座っていていいの？　挨拶とかは大丈夫？」

　オレが囁くと、クラウディオは、

「これは花嫁の披露パーティーだ。私と君は人形のように雛ひな壇だんにいればいいんだよ。親密そうにしておけば、誰だれも近づけないだろうしね。……ああ、そろそろワルツが始まるけれど」

　……うわ、また緊張してきた……。

　オーケストラがワルツを奏かなで始める。一曲目はオレが知らない曲。クラウディオはまだ立ち上がらない。

　……さんざん練習したチャイコフスキーの『花のワルツ』、本当に演奏されるんだろうか？　知らない曲で踊おどる自信、全然ないんだけど……。

　さらに緊張してくるオレに、クラウディオが顔を寄せてくる。

「……心配しなくても、次が練習した曲だ。心の準備はいい？」

　ふわりと香かおった彼の香りと、低い声に、やっと落ち着いてくる。

「大丈夫。足を踏まないように頑がん張ばる」

　オレが言うと、彼はクスリと笑って、

「そうしてもらえると助かる。練習中にはさんざん踏まれたからね。イタリアにオーダーしたパーティー用の靴のつま先がぺちゃんこだ」

「ほ、本当に？　ごめんなさい。イタリア製なんて、きっと高い靴なんだよね？」

　オレが言うと、彼はちょっと意地悪な笑みを浮かべて言う。

「心配しなくていい。……噓うそだよ、靴は無事だ」

　彼は自分の足元に目を落とす。オレは彼の靴を見下ろし、傷一つなく輝かがやいているそれを見てホッとため息をつく。

「もう。あなたは本当に意地悪だ」

　言うと、彼は彼はなんだかやけに優しい顔でオレを見つめる。それから、

「絶対に緊張しないおまじないを教えてあげようか？　君の、恥はずかしがって腰を引く悪い癖くせも直るはずだ」

「本当に？　お願いだから教えて」

　オレが言うと、彼はふいにオレの耳元に口を近づける。ふわ、と香った芳かぐわしい香りに、鼓こ動どうが速くなる。

「……愛している、リオン」

　囁かれた言葉が一いつ瞬しゆん理解できずに、オレは呆然とする。

　……愛している？　しかも今、彼はオレの名前……。

　オレは目を見開いたまま、彼の言葉を頭の中で繰くり返す。

　……彼が、オレのことを愛してる……？

　鼓動が速くなって、全身が蕩とろけてしまいそうになる。彼がオレの顔を真っ直すぐに見つめて、囁ささやいてくる。

「君は私が心から愛する伴はん侶りよだ。遠えん慮りよすることも、心配することもない。私のエスコートに身を任せなさい」

　蠟ろう燭そくの光に煌く、サファイヤ色の瞳ひとみ。優やさしい声。オレは知らずに、そっとうなずいてしまう。

「よろしい」

　彼が立ち上がり、オレはハッと我に返る。一曲目はすでに終わり、聞き覚えのある前奏が流れ始めていて……。

「踊っていただけますか？」

　彼が優ゆう雅がに礼をして、オレに手を差し出す。オレは手て袋ぶくろに包まれた彼の美しい手に見とれ、操あやつられるように手を上げる。だけど指先が触ふれただけで、ドキドキのあまり動けなくなってしまう。直前で止まったオレの手を、彼の大きな手がしっかりと捕つかまえる。

「おいで」　>>>♥

　彼に手を引かれて、オレは立ち上がる。彼はオレの手を握にぎったままエスコートし、潮が引くように人がいなくなったフロアの真ん中に進み出る。

「……あ……」

　彼がごく自然にリードをし、オレ達はいつの間にか踊り始めていた。優雅な調べと、彼の香りと、彼の存在だけがオレを包み込む。オレは彼の瞳だけを見つめ、すべてを忘れてそのリードに身をゆだねて……。

　気がついた時、オレ達を盛大な拍はく手しゆが包んでいた。オレは呆然と彼の顔を見上げ……そしてワルツの曲が終わっていたことに気づく。

「……夢中だった……オレ、ちゃんと踊れてた……？」

　かすれた声で聞くと、彼は微笑ほほえんでうなずいてくれる。

「とても素す晴ばらしかった。君はワルツの才能がある」

　その言葉に、オレの膝ひざから力が抜ける。彼の手が伸のびてオレの腰をしっかりと抱だき寄せ、周囲からうっとりとしたため息が漏もれる。「なんて麗うるわしいカップルだろう」「素す敵てき。本当に愛し合っているのね」という囁きが聞こえてきて、頰ほおが熱くなる。

「ご……ごめん。ちょっとホッとしちゃった」

　オレは言い、慌あわてて彼の腕うでから抜け出す。彼は少しだけ名残なごり惜おしそうな顔をしてから、微笑んでくれる。

「わかった。玉座に帰ろう」

　彼はオレに肘ひじを差し出し、オレはそこにつかまってフロアを横切る。

「お疲つかれ様さま。これで私達の役目は……」

「クラウディオ！」

　いきなり聞こえた女性の声に、オレは驚おどろいてしまう。王様と王妃様のほかに、彼を呼び捨てに出来る人間を一人も知らなかったからだ。

「結けつ婚こんおめでとう！　花嫁さんをよく見せて！」

　言いながら近づいてくるのは、バラ色のドレスに身を包んだ驚くような美女だった。オレよりも背が高いけれど、ショーモデルみたいにスレンダーではなくて、胸が高く盛り上がり、ウエストが驚くほど細いメリハリのある体型。普ふ通つうの男なら目を奪うばわれずにいられないようなセクシーなタイプだ。結ゆい上げられた髪かみは艶つや々つやとしたブルネットで、ドレスとまったく同じ色のバラが豪ごう華かに飾かざられている。

　……誰……？

　クラウディオは顔を上げ、それから少しホッとしたような顔で言う。

「ああ……フランチェスカ。君か」

　親しげな声に、オレの心臓がなぜかズキリと痛む。慌てて周囲を見み渡わたすと、オレとクラウディオは、華はなやかなドレスに身を包んだ女性達にしっかりと取り囲まれていた。女性達は熱い視線でクラウディオを見つめ、そして憎にくい敵を見るような厳しい目でオレを睨んでくる。

　……きっとみんな、本気でクラウディオに憧あこがれているんだろうな。

「クラウディオ。まさかあなたが結婚してしまうなんて」

　フランチェスカと呼ばれた女性が、クラウディオの腕に触れてくる。

　艶々とした真っ赤な唇くちびるが、やけに色っぽい笑えみを浮うかべる。まるで熱帯の森に咲さく蘭らんみたい。誘さそい込んだ虫を甘い蜜みつで溶とかして栄養にしちゃうやつ。オレなら絶対に近づきたくないタイプだけど……クラウディオは、やけに親しいみたいで……。

　……彼女は、いったい誰なんだろう？

　思わず見上げると、クラウディオは、

「紹しよう介かいしよう。彼女はフランチェスカ・ベルギウス。私の従妹いとこに当たる人だ」

「小さな頃ころから親しくしてきた幼おさな馴な染じみでもあるわ。クラウディオのことなら、なんでも知っているの」

　彼女は言って、オレに手を差し出してくる。オレはクラウディオに預けていた右手を離はなし、彼女の右手をごく軽く握る。そのまますぐに手を引こうとするけれど、彼女はオレの手を逃にがさず、男のオレでもたじろぐようなすごい力でギリギリと握ってくる。

「クラウディオのことなら、なんでも聞いてちょうだい。まあ……昔から彼は王子様みたいに素す敵てきで、あまり面おも白しろい話はないけれど」

　怒いかりに光る目で睨にらみつけられて、彼女が本気でオレを敵視しているんだと悟さとる。

「本当に、なんて愛らしい花はな嫁よめさんかしら？　まるで無む垢くな少女みたい」

　バカにしたような口調。そしてその視線は、不自然にならないように最小限だけパッドで膨ふくらませた胸の辺りに落とされていた。

「ねえ、同じ女性として、アドバイスをしてもいい？」

　彼女はクラウディオに言い、オレの耳に唇を近づけて囁いてくる。

「政略結婚を強要された王子が、結婚後にほかの女性と浮うわ気きをするのは当たり前。しっかり捕まえておいたほうがよくてよ？」

　笑いを含ふくんだ嘲ちよう笑しよう、鼻をつく香こう水すい。

「まあ……そんな子供みたいな体型じゃ、クラウディオを虜とりこにすることは無理でしょうけど」

　その言葉に、オレは唇を嚙かむ。

　……胸が小さいのは当たり前だ！　オレは男なんだし！

　オレは思うけれど、なぜか胸が熱く痛む。

　……なんだよ、これ？　まるで嫉しつ妬としてるみたいだ……。

　クラウディオに親しげに話しかけるフランチェスカの様子を見て、オレはなんだか本気で泣きそうになる。

　……そうだ、オレはただの身代わりの花嫁で。しかも、本当は男で。

　クラウディオを取り囲んだ女性達はみんな美女ばかり。このうちの誰だれがクラウディオと結婚しても、きっとおかしくなかった。結婚したにもかかわらず彼女達がクラウディオにまとわりついているのは、きっと愛人になれると思ってるから。

　……クラウディオが、誰か、別の女性と……？

　オレを愛あい撫ぶする時の彼の甘い囁き、そして熱い体温を思い出す。

　……あの優しい目を、彼がほかの女性に向ける……？

　思っただけで、苦しみに目の前が暗くなる。

　……そうだ、オレは男で、彼とセックスすることはできない。それに、もうすぐこの国を去る身で……だからオレが嫉妬する権利なんかどこにもなくて……。

「クリステン。どうかしたのか？」

　クラウディオの言葉に、呆ぼう然ぜんとしていたオレはハッと我に返る。彼はとても心配そうな顔でオレを見下ろしてきていた。

「顔色が悪い。もう部屋に戻もどった方がいい」

　彼は言い、オレの肩かたを抱だいて大舞ぶ踏とう室のドアのほうに向かう。

「クラウディオ、もう少し話をしたいわ。疲れてしまった花嫁さんは、執しつ事じに部屋まで送らせればいいわ」

　フランチェスカが言い、クラウディオが怒おこった顔で彼女を睨む。

「彼女は私の花嫁だ。そんなことはできない」

　フランチェスカだけでなく、ほかの女性までもオレをキッと睨んできて、オレは本気で眩暈めまいを覚える。

「私は大だい丈じよう夫ぶ。だから、彼女達と話を……」

　言って彼の腕から抜ぬけ出そうとするけれど、彼はそれを許さなかった。

「今すぐに抱き上げられたくなかったら、おとなしくしていなさい」

　オレに囁ささやき、オレを支えるようにして大舞踏室から廊ろう下かに出る。慌ててやってきたシュヴァルツに、

「疲れて貧血を起こしたようだ。すぐに部屋に戻る。……父上と母上には適当に言っておいてくれ」

「わかりました。……何か飲み物をお持ちしますか？　それともドクターを呼んだほうが？」

　彼の言葉に、オレは慌ててかぶりを振ふる。

「大丈夫。コルセットを外せばすぐによくなります」

　その言葉に、シュヴァルツは気の毒そうにうなずく。

「コルセットというのは、とても苦しいと聞きます。女性の招待客がよく倒たおれますし。……何か必要なものがありましたら、すぐにお電話を」

　シュヴァルツは言って、足早に去る。クラウディオはオレの肩をしっかりと抱いて歩くけれど、廊下で話をしている人々からの挨あい拶さつがすごくてなかなか前に進めない。彼は廊下の衝つい立たての裏に入り、そこにある使用人用のドアからさらに裏の廊下に入る。そこは清潔で明るいけれど迷めい路ろのように入り組んだ廊下になっている。どうやら厨ちゆう房ぼうに繫つながっているらしく、グラスや軽食の載のったトレイを運んでいる使用人達が忙いそがしそうに行きかっている。彼らはオレ達を見て驚いたような顔で会え釈しやくをしてくる。

「クラウディオ様、どうかなさいましたか？」

　ワインを運んでいた顔見知りのフットマンが、慌あわてて駆かけ寄ってくる。

「クリステンが貧血を起こした。外の廊下では挨拶されてなかなか前に進めない」

「では、こちらに。使用人用の廊下は複雑でわかりづらいですから、ご案内します」

　フットマンはオレ達を案内し、荷物用のエレベーターで一気に居室のあるフロアまで連れて行ってくれる。そのまま部屋まで先導してくれて、ソファに座ったオレのために冷たいタオルを作ってくれる。

「ドクターを呼んだほうがいいですか？　それとも何か飲み物でも？」

「コルセットが窮きゆう屈くつなだけだそうだ。脱ぬがせれば大丈夫。どうもありがとう」

　クラウディオが言い、若いフットマンはカアッと頰ほおを染めて慌てて部屋を出て行く。クラウディオはオレを振り向いて、

「コルセットを外してもよくならないのなら、すぐにドクターを呼ぶ。いいね？」

「わかった。……つっ」

　オレは立ち上がろうとして……両足が靴くつ擦ずれになっていることに気づく。

「やっぱり女性ってすごい。こんな靴を履はいて長時間歩けるなんて」

　オレは言いながら、靴くつを脱ごうとする。……けど、コルセットが固くて前かがみになれない。

「ムリな姿勢になると具合が悪くなる。そのままで」

　彼は言い、オレの足元にひざまずく。

「立ち上がったら転びそうだな。まだ少し我が慢まんできるのなら、先に靴を脱がせよう。ここに足を乗せて」

　自分の腿ももを示されて、オレはかぶりを振る。

「そんな高価なスラックスに靴を載せるなんて……」

「そんなことを気にするな」

　言って、ヒールに包まれたオレの右足を持ち上げる。オレの踵かかとを腿に乗せ、ヒールをゆっくりと脱がせる。それから薄うすいストッキングに包まれたオレの足を持ち上げる。

「血が出ている。こんなになるまで我慢するなんて。……ストッキングを脱がせる。いい？」

「いや、大丈夫。自分で……」

「屈かがめないくせに。おとなしくして」

　彼の手のひらがドレスの中に滑すべり込み、オレの脚あしの上をゆっくりと滑り上がる。

「……あ……」

　オレが履かされているのは、腿の上まであるストッキング。ガーターベルトとかいうものを着けられなくてそれは助かったんだけど……足の付け根近い場所でゴムで止まっている。

「……待って、オレが履いてるのって……」

　彼の手は膝ひざを通り過ぎ、そのまま腿まで滑り上がってくる。腿の内側の敏びん感かんな部分に触ふれられて、オレは思わず唇くちびるを嚙む。

「……あ……っ」

「失礼。ストッキングというのはこんなに上まであるものだったのか。膝くらいまでしかないのかと思った」

　彼が言いながら、オレのストッキングをゆっくりと下ろす。彼の顔がちょっと照れているように見えて、なんだかオレまで恥はずかしくなる。彼はオレの靴擦れが痛くないように丁てい寧ねいに両方のストッキングを脱がせ、それからオレの手をとって立ち上がらせる。

「……ええと、すごく申し訳ないんだけど……」

　オレは言いながらレースの手て袋ぶくろを外し、彼に背中を向ける。

「ドレスの後ろの金具を全部外してくれない？　ファスナーじゃないから、自分で脱げないんだ」

「わかった」

　彼は言い、オレのドレスの留め金具をを一つずつ外していく。ひっかけるタイプの金具だから自分では手に負えないんだ。

　金具がすべて外され、オレの足元に白いドレスがふわりと落ちる。

「ええと、ごめん。コルセットも自分じゃ無理かも」

　コルセットは金属のワイヤーが入った頑がん丈じような素材で作られていて、背中の部分が編み上げになっている。紐ひもを引っ張りながらぎゅうぎゅうに締しめ上げられているから……自分じゃ解く自信がない。

「こんなものを着けていたのか？」

　クラウディオが驚おどろいたように言う。

「これでは貧血を起こすのも無理はない。すぐに楽にしてあげるから少しだけ待って」

　彼は言いながら紐を解き、それを緩ゆるめてくれる。

「……ふう」

　足元に憎にくきコルセットが落ち、オレはやっと呼吸が楽になるのを感じる。

「可哀かわい想そうに。ワイヤーの跡あとがついている」

　クラウディオが言いながら、オレの背中に指先で触れてくる。

「……あ……っ」

　スッと背中を撫なでられ、くすぐったいようなその感かん触しよくだけで、ふいに身体からだが熱くなる。

「ありがとう、もう大丈夫だから……」

　オレは言いながら振り返り……彼がオレの身体を見下ろして驚いた顔をしたことに気づく。

「……あっ」

　パッドはドレスに縫ぬい付けられていたから、オレはブラをつけていなかった。だからそれらを脱ぎ捨てたら、オレはシルクの下着だけという、なんだかものすごく間ま抜ぬけな格好で……。

「うわ、ごめん。変な格好で。すぐにシャワーに……」

　オレは言って、そのままベッドルームのほうに走ろうとする。だけど足元に落ちていたドレスとコルセットにつまずいて、転びそうになり……。

「……あ……っ」

　彼の逞たくましい腕うでが、オレの身体をしっかりと抱だき留とめる。

「大だい丈じよう夫ぶか？　まだ眩暈めまいがする？」

　心配そうに囁かれて……なんだかものすごく悲しくなる。

　……こんなに優やさしい彼と……オレはもうすぐ二度と会えなくなるんだ……。

「もう大丈夫。つまずいただけ。寒いからシャワーを浴びたい、放して」

　オレは彼の胸を押しやり、そのままベッドルームに向かって走る。まだ眩暈は続いていたし、靴擦れの足はひどく痛んだけれど……彼にもう優しくされたくなかった。

　……オレ、本当に馬ば鹿かだ……。

　あたたかなシャワーの雨の中で、オレは本気で泣いてしまった。

　……彼のこと、こんなに好きになっちゃうなんて……。




　　　　◆




　……オレは、クラウディオに本気で恋こいをしてしまっていた。でも、オレはただの身代わり。

　今夜は、この城で過ごせる、最後の夜。

　明日の朝、オレは女性の格好をして、シュヴァルツが運転するリムジンで空港に向かう。わざと大おお仰ぎようなＳＰを付けて空港を歩き、そのままクラウディオの所有する自家用ジェットでシュタットガルテンに向かう予定。

　そしてシュタットガルテンの城にこっそり戻もどって使用人の部屋に隠かくれているクリステンと落ち合い、そこで入れ替かわる。クリステンはシュタットガルテン城に戻り、オレは抜ぬけ出して日本行きの飛行機に乗る。クラウディオが信しん頼らいするＳＰが、日本まで責任をもって送り届けてくれる予定。

　空港にも街にもうようよしているパパラッチがクリステンが一人でシュタットガルテンに帰ったという記事を載のせる頃ころ、クラウディオとクリステンの離り婚こんが正式発表される予定だ。理由はクラウディオの女性関係。パーティーで女性に取り囲まれている姿を世界中のＶＩＰに見られているから、めちゃくちゃ説得力があると思う。万が一にもクリステンの名前に傷がついてはいけない、とクラウディオが考えてくれた理由だ。

　……でも……。

　クラウディオが執しつ務む室にいる時間を狙ねらって、オレはシュヴァルツの携けい帯たい電でん話わに電話をかけた。そして少し話がある、と言って彼を部屋に呼んだ。セーターとコートを着たオレを見て、シュヴァルツは少し驚いた顔をする。

「どうなさいました？　こんな時間に散歩に出られるのは……」

「シュヴァルツさん。頼たのみがあるんです」

「明日の打ち合わせですか？　ご心配なさらなくても……」

「オレ、もうクラウディオと顔を合わせたくないんです」

「……は？」

　シュヴァルツは驚いた顔をし、それから苦く笑しようする。

「また喧けん嘩かですか？　お二人は本当に夫ふう婦ふのように仲がいい……」

「それ、もう冗じよう談だんにならないです。オレ……」

　オレは深呼吸をし、そして正直に告白する。

「……今夜のうちに、ここを出発したいんです」

「は？　今夜のうちに？」

「ええ。ああ……もちろん最後までクリステンの代役を務めます。だから今夜は空港近くのホテルにでも泊とまって、そのまま出発したい」

「待ってください、リオンさん。いったいなぜ、そんなことを……」

「オレ、どうやらゲイみたいなんです」

　オレはシュヴァルツの言葉を遮さえぎって言う。

「クラウディオのこと、本気で好きになってしまいました」

　シュヴァルツは目を見開き、愕がく然ぜんとした顔でオレを見つめる。オレは自じ嘲ちようしてしまいながら、

「変なことを言ってすみません。このこと、クラウディオには知られたくない。今夜彼と過ごしたら、オレはもしかして我が慢まんできなくて彼に言ってしまうかもしれません」

「それは……」

　シュヴァルツがかすれた声で言い、オレは手を上げて止める。

「わかってます。そんなことしません。彼は本当に優やさしい人で、だからきっとオレがゲイだとわかったら心を痛めてくれると思うんです。でも、もちろん王族である彼がゲイのオレを相手にできるわけがない。だから……オレは彼が知らないうちに城を出ます」

　シュヴァルツはオレの顔を真っ直すぐに見つめ、それからうなずく。

「わかりました。私の車で空港近くのホテルまでお送りしましょう。……ですが、私はまだ仕事が残っていますので……そうだ、庭の温室で待っていていただけますか？」

　彼の言葉に、オレはホッとしながらうなずく。

「わかった。温室で待ってる」

「はい。三十分ほどでお迎むかえにあがれると思います」

　彼は言って、部屋から出て行く。オレはホッとして……同時に、泣きそうなほどの寂さびしさに襲おそわれる。

　……でも……クラウディオにもう一度会ってしまったら、オレは……。

　オレは涙なみだをこらえながら、廊ろう下かへのドアを開く。そして廊下に誰だれもいないことを確かく認にんして、そのまま部屋を出た。

　クラウディオに会わないように、オレは彼の執務室があるのとは反対側の階段から、一階に下りた。そのまま庭を突つっ切って、温室に飛び込む。そして明かりをつける気力もないままに、ベンチに座り込む。

　……これでいいんだ。

　オレは顔を上げ、ガラスを通して見み渡わたせる、ベルギウスの美しい山々に目をやる。

　……身代わりとして来たオレは、そっと姿を消す。それがきっと正しい。彼に心配をかけたり、罪悪感を持たせたりするのは、絶対に……。

　思った時、温室のドアが開く音がした。外灯を背にしているせいで顔は解わからないけれど、背の高い男性のシルエットだ。

「シュヴァルツさん、早かったんですね」

　オレは立ち上がりながら言う。

「準備はできてます。すぐに……」

「なんの準備だ？」

　闇やみに響ひびいた声に、オレはその場に立ち竦すくむ。

「どうして逃にげようとする？」

　彼が一歩踏ふみ出し、庭に設置された外灯がその顔を照らし出す。

「……クラウディオ……」

　オレは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「……どうして……」

「シュヴァルツが来て、君が私と会わずに城を去ろうとしていると言った。理由は教えてくれなかったが……」

　彼は一気にオレとの距きよ離りを詰つめ、オレを真っ直ぐに見下ろしてくる。月明かりに彼の顔は凜り々りしく、麗うるわしく……オレの心を激しく揺ゆらす。

「……どうしてだ？　君はあのパーティーの夜からどこかおかしかった。私は君を怒おこらせるようなことをしてしまったのか？　お願いだ、言ってくれ。このままでは……」

　切なげな声で言われて、心が壊こわれそうに痛む。

「……うく……」

　オレの喉のどから、嗚お咽えつが漏もれた。ふいに視界が曇くもり、熱い涙が頰ほおを滑すべり落ちる。

　……うわ、格かつ好こう悪い。なんで泣いてるわけ、オレ？

　オレは思うけれど、どうしても涙が止まらなくて……。

「……なぜ泣く？」

　彼が、愕然とした顔でオレを見下ろしながら言う。

「……私のことが、そんなに嫌きらいか？」

「そうじゃない！　そんなわけがないだろ！」

　オレは叫さけび……そしてもう我慢なんかできないことを知る。

「オレ、あなたのことを愛してしまったんだ！　男で、ただの身代わりで、身分違ちがいなのに！　わかってるのに！」

　オレは溢あふれる涙を手の甲こうで拭ぬぐいながら、すべてを言葉にする。

「こんなの馬ば鹿かみたいだし、あなたが迷めい惑わくに思うのはわかってる。だから、言わないで行こうとしたのに……あっ！」

　オレの身体からだがふいに引き寄せられる。気がついたときにはオレは彼の腕うでにしっかりと抱だき締しめられていた。

　……ああ……どうしよう……？

　身体を抱だいてくれる逞たくましい腕、頰から伝わってくる熱い体温。気が遠くなりそうに芳かぐわしい彼の香かおり。それを感じるだけで、一人で行こうとしたオレの決心が鈍にぶってしまう。

　……オレはここにいるべき人間じゃない。わかってる。でも……。

　目の奥が痛み、視界がふわりと曇る。

　……こんなふうに抱き締められたら、オレ……。

「君を手放さなければならないことで、私がどれだけ苦しんだかわかるか？」

　その言葉にオレは驚おどろいてしまう。信じられない気持ちで顔を上げ、オレは彼を見上げる。

「苦しんだ？　それって……」

「君に、告白しなくてはいけないことがあるんだ」

「告白？」

　彼はうなずき、言葉を探すように少し考える。それから、

「君が、自分はクリステン王女の身代わりだと告白してくれた時……私はすでに君の正体を知っていたんだ」

「えっ？」

　オレは呆然とその言葉を聞き、それから、

「オレの正体を？　いったい、いつから……？」

「花はな嫁よめの控ひかえ室しつで君を一目見た時から、パーティーで会ったクリステン王女とは別人だと思っていた」

「そんな時から？　オレのウエディングドレス姿、そんなにヤバかった？」

　オレはちょっと青ざめながら言う。ほかの参列者にもクリステンではないとバレていたとしたら大変だからだ。

「君はとても美しかった。ドレスを着た姿はたおやかな女性としか思えなかった。しかし、クリステン王女とは瞳ひとみの輝かがやきが違っていた。彼女の瞳は優やさしく、そして君の瞳は凜々しい」

　彼の観察眼の鋭するどさに、オレは本気で驚いてしまう。

「君に会ったすぐ後、自分の控え室で報告を受けた。クリステン王女には双ふた子ごの兄がいて、その名前は『リオン・コバヤシ』。それを聞いた時、私は控え室で会った人が、そのリオンだと確信した」

「じゃあ……」

　オレは愕がく然ぜんとしながら彼に言う。

「結けつ婚こん式を挙げた時、もう、オレが男だって知ってたの？」

「そうだよ」

　彼はうなずき、オレを真っ直ぐに見下ろす。

「政略結婚で別の国の王女を娶めとるなど、時代錯さく誤ごもはなはだしい。もしも本物のクリステン王女が来ていたとしても、彼女には指一本触ふれず、時期を見て国に帰すつもりだった。離り婚こんの原因は私の放ほう蕩とうか何かにすれば、彼女の名前に傷がつくことはないだろう」

「それって……」

　オレは彼の言葉を呆然と聞き、それから、

「……もしかして、オレがわざわざ身代わりになって説得に来なくても、クリステンはちゃんとシュタットガルテンに帰れたってこと？」

「もちろんそうするつもりだった」

「じゃあ……オレが来たのはまったくの無む駄だだってこと？」

　オレはなんだか情けない気分で失しつ笑しようする。

「うわ、なんだかオレ、ものすごくバカみたい……」

「君がこの国に来たのは、運命だからだ」

　彼が、オレの言葉をきっぱりと遮さえぎる。オレは呆然としてしまいながら、

「……運命？」

「そうだ。森の奥の泉で、私に会っただろう？　あの泉には伝説がある。あのほとりで出会った二人はいつか結ばれると」

「結ばれる？」

「そうだ。あの泉で出会った相手が君だったことを知り、私は胸の奥に何かが生まれたのを感じた。それは……きっと君に激しい恋こいをする予感だったのだと思う」

　彼はサファイヤ色の瞳でオレを真っ直すぐに見下ろしながら言う。

「私は騙だまされたふりをして、本当は君を騙していたのかもしれない。将来を誓ちかった時、本当にそうなればいいと心の奥で願っていたのだと思う」

　彼が手を伸のばし、オレの頰をそっと撫なでる。いつの間にかオレはまた泣いていて、彼の指先がオレの涙なみだで濡ぬれる。

「じゃあ……今は……？」

　オレの声は、今にも消えそうにかすれている。

「……あなたも、オレのことを好きになってくれた……？」

「そうだよ。……愛している。リオン」

　美しい瞳で見つめられ、優しい声で囁ささやかれて、愛いとおしさに胸が締め付けられる。

「……オレも……」

　オレの目から、また涙が溢れた。

「……あなたのこと、愛してるんだ……」

　彼の指が、オレの頰をまた愛おしげに撫でる。そして指先で顎あごを支え、ゆっくりと顔を近づけてきて……。

「……ん……」

　まるで誓うように優しいキスに、身体が蕩とろけそうに熱くなる。

「このまま、初夜から、やり直したい」

　キスの合間、唇くちびるをつけたままで彼が囁いてくる。

「……いい？」

　彼の言葉に、オレの鼓こ動どうがどんどん速くなる。

「でも、オレ、明日にはこの国を出て行く。もう二度と……」

　彼の指先が、オレの唇に触れて言葉を遮る。

「そんなことは許さない。君は私の生しよう涯がいの伴はん侶りよになると誓った。逃にがさない」

　彼は言ってオレの身体を腕に抱き上げる。

「君のすべては私のものだ。今からその印を刻む。……いいね？」　>>>♥

　オレはうなずき、そして彼はオレの身体をゆっくりと草の上に押し倒たおす。ふわりと柔やわらかな芝しば生ふ、咲さき誇ほこるバラ。それは最初の夜よりももっとロマンティックなベッドで……。

「……あ……」

　彼の指が、オレの綿シャツのボタンをそっと外していく。シャツの布地を左右に開かれ、温室のあたたかな空気が肌はだに触れる。その感かん触しよくだけで、両方の胸の先せん端たんにキュッと熱が凝ぎよう縮しゆくしてきてしまう。

「綺き麗れいだ」

　彼がオレを真っ直ぐに見下ろしながら囁く。そして顔を下ろし、耳たぶにそっとキスをする。

「……あぁ……」

　唇で耳たぶを柔やわらかく弄もてあそばれ、チュッと吸い上げられる。

「……あ、ああ……っ」

　そこから怖こわいほどの快感が走り、オレは呼吸を乱してしまう。

　……ああ、こんなところが、こんなに感じちゃうなんて……。

「……ん……っ」

　彼の唇が滑すべり、今度はオレの首筋にキスをする。吸い上げられ、そっと歯を立てられて、あまりの快感に身体からだがびくんと反応してしまう。

「……んんっ！」

　……ああ、どうしよう？　ほんの少しキスをされただけなのにこんなに……。

「……あっ！」

　彼の手のひらが、オレの剝むき出しの肌の上を滑すべる。指先が、オレの硬かたくなった乳ち首くびに微かすかに触れてくる。

「……んんっ！」

　ごくごく軽い接せつ触しよく。それだけでオレの身体はさらなる快感を求めてしまう。

「……ダメ……」

　オレの両方の乳首が、愛あい撫ぶを待ち焦こがれるようにキュウッと硬く尖とがってくる。彼の指が尖った先端を滑り、全身に震ふるえが走る。

「……あ、んん……っ！」

　オレの首筋にキスを繰くり返しながら、彼の両手の指がオレの両方の乳首を摘つまみ上げる。

「……ああ……っ！」

　人差し指と親指で挟はさまれ、ゆっくりと揉もみ込むように愛撫されて……オレの唇から熱い吐と息いきが漏もれてしまう。

「……あ……あ……っ」

「君の身体は、本当に感じやすいんだな」

　彼が、オレの耳に囁きを吹ふき込む。

「ほんの少し触れただけなのに、乳首をこんなに硬くしてしまうなんて」

　心まで揺ゆらしてしまうような低い美声。囁きながら先端をくすぐられて……快感に意識がかすんでしまいそう。

「……ん……ダメ……！」

「ダメ？　本当に？」

　彼が囁いて、またオレの首筋にキュッと歯を立てる。獰どう猛もうな吸きゆう血けつ鬼きみたいなその仕草に、オレは不思議なほど感じてしまう。

「……や、ああ……っ」

「もっと触れたい。……いい？」

　セクシーに囁かれて、オレは思わずうなずいてしまう。

「……んん……もっと触さわって……アアッ！」

　胸を愛撫していた彼の手が、オレの身体を滑り降りる。鳩尾みぞおちから臍へその上を通り、そのままジーンズのファスナーの上に触れて……。

「……あ……そこ……っ！」

「ん？　ここ？」

　布地ごと、屹きつ立りつをゆっくりと握にぎり込まれる。オレの屹立はしっかりと勃ぼつ起きし、痛いほどジーンズを押し上げている。もどかしい快感に、腰こしが勝手に揺れてしまう。

「なんていやらしい子だ。男の手に、自分から屹立を擦こすり付けたりして」

　彼が、すごく意地悪な声で囁いてくる。

「……あ……違ちが……っ」

「違ちがう？　それならもうやめようか？」

「……んん、意地悪……っ」

　オレが言うと、彼はクスリと笑って、

「意地悪にもなる。こんなに色っぽく、そして美しい身体を見せ付けられながら、ずっと我が慢まんをしていたのだから」

　彼は囁いて顔を下に下ろす。そして剝き出しになっていた乳首にそっとキスをする。

「……あ、やあ……っ」

　わざと淫みだらな音を立てて乳首の先端を舐なめ上げられ、同時に屹立を握り込んだ手をゆっくりと動かされる。

「……あ……ダメ……っ！」

　とても感じやすくなってしまっている乳首と、屹立への愛撫。張り詰つめた屹立の先端から先走りの蜜みつが溢あふれて、じわりと下着を濡ぬらす感触。すごく恥はずかしくて、泣いてしまいそうになる。

「……ああ……そんなことしたら……っ」

「こんなことをしたら？　どうなりそう？」

　とても意地悪に囁かれ、乳首をチュクッと吸い上げられて、腰がヒクリと跳はね上がる。

「……あ……イク……っ！」

　彼の激しい愛撫にオレは喘あえぎ、とめどなく欲よく望ぼうの蜜を放つ。

「……あ……あ……っ」

　彼の手が、余よ韻いんに震えるオレの身体から、ジーンズと濡れた下着を取り去ってしまう。上着を脱ぬいでオレの身体の下に敷しき、そのままのしかかって……。

「君が欲しい」

　サファイヤの瞳ひとみで見つめられて、陶とう酔すいに気が遠くなりそう。

「オレも……」

　オレの唇から、かすれた声が漏れた。

「……あなたが欲しい」

　彼は顔を下ろし、オレの唇にそっとキスをする。それからオレの剝き出しの両腿ももをゆっくりと割り広げる。

「……あ……っ」

　秘密の部分をさらけ出すようなすごく恥ずかしい格好に眩暈めまいがする。

「……あぁ……っ」

「綺麗だ、リオン」

　彼が囁ささやき、オレの蕾つぼみにそっと指を押し当ててくる。

「……んん……っ！」

　初めてのオレは、緊きん張ちようのあまり唇くちびるを嚙かんで芝生を握り締しめる。

「緊張しないで。力を抜ぬきなさい。……愛している、リオン」

　優やさしく囁きながら指を揺らされ、さっき放った蜜でトロトロになっている蕾が、ふわりと柔らかくなる。その隙すきを見み逃のがさずに、彼の指がオレの中にゆっくりと押し入ってくる。

「……あ……っ！」

「力を抜いて。いい子だ」

　彼があやすようにオレにキスをしながら、オレの蕾をゆっくりと押し広げる。オレの蕾はヒクヒクと震え、まるで何かを待ち焦がれているかのようにキュッと収縮して……。

「……お願い……」

　オレは荒あらくなってしまった息の下から、必死で彼に囁く。

「……もう……欲しいんだ……あっ！」

　ファスナーを開く音がして、彼の逞たくましい屹立が取り出される。燃える鉄の棒のように熱くて硬いものが押し当てられて、オレは思わず息を吞のむ。

「……どうした？　怖こわい？」

　彼がオレを見下ろして、静かな声で囁いてくれる。オレはかぶりを振ふって、

「……違う……」

　オレは彼を見上げて、懇こん願がんする。

「……あなたが、欲しいんだ……んんっ！」

　オレの言葉が終わらないうちに、彼の屹立がオレの蕾にグッと押し入ってくる。

「……あ、あ……っ！」

　彼の手のひらがオレの屹立をゆっくりと扱しごき上げ、オレの蕾がさらに蕩とろける。

「……んん……っ！」

　信じられないような快感に、オレは喘ぎ、彼の身体にすがりつく。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　オレの最奥までをしっかりと満たした彼が、囁いてくる。オレはかぶりを振って、

「大丈夫。奪うばって、そしてあなたの印を刻んで……あっ！」

　オレの言葉が終わらないうちに、彼が獰猛な動きを開始する。オレは蕩けそうな快感に震えながら彼を締め付けて……。

「……ん……くうう……っ！」　>>>♥

　オレの先せん端たんから、ビュクビュクッと白い欲望の蜜が飛ぶ。あまりの快感に目の前が白くなり、オレの蕾が彼をキュウッときつく締め上げる。

「君の身体からだがすごすぎて……」

　クラウディオがオレを激しく揺すり上げながら、セクシーにかすれた声で囁く。

「私ももう、限界が近い」

「来て」

　オレは彼の肩かたにすがりつきながら囁く。

「あなたを、注いで……あっ！」

　オレの内側で、彼の屹立がさらに硬かたさを増す。そのまま激しく突つかれ、激しく欲望を撃うち込まれて、目の前が白くなる。

「……ああ……っ！」

　オレの先端から、また白い蜜が飛んだ。

「……ダメ……身体が……」

「まだ許さない」

　彼がオレの唇にキスをして、囁いてくる。

「初夜からやり直しだ。もっと熱く、深く身体を繫つなぎたい」

　甘い囁きに、オレは何もかもを忘れてしまう。

　そしてオレと彼は、愛する人としかいけない高みに駆かけ上り……。




　　　　◆




　オレとクラウディオの初夜の次の日。オレはクリステンのふりをしてベルギウスを出発し、無事にシュタットガルテンにも戻もどった。それから少しして、クリステンとクラウディオの離り婚こんは正式に成立したんだ。

　その間に一度日本に帰ったオレは、今度はクリステンの兄として、このベルギウスに入国した。たしかな国交の証あかしということで、父さんも兄さんも喜んでいるらしい。本当に現金な人たちだと思うけれど……まあ、憎にくめない。

　オレが王女と似ていると言って使用人達は懐なつかしそうにしたけれど……まさかオレが本人だったとは思わないだろう。

　オレは一応政治の勉強をしに来た留学生ということになっているけれど、本当は彼の花はな嫁よめ。彼は男性同士の結けつ婚こんに関する法案を議会に提出したところ。それが通ったら、オレとクラウディオが恋こい人びと同士だということをカミングアウトができるかもしれない。とんでもないニュースに世界中が大おお騒さわぎになるだろうけど……それはまだまだ先の話だ。

　そして。

　クリステンは今、日本に留学している。母さんともうまくやってるみたいで、青春時代をやり直してるみたい。オレがクラウディオとのことをカミングアウトした時にはものすごく驚おどろいていたけれど、今は「私が恋こいのキューピッドってことね」と応おう援えんしてくれている。

　オレはだんだん城の暮らしにも慣れてきた。政治のこともちょっと解わかるようになってきた。シュヴァルツさんの片かた腕うでとして秘書の仕事をこなし、公式行事にも参加してとても忙いそがしい毎日を送ってる。だから体力は温存しなくちゃいけないのに……クラウディオは今夜もオレをトロトロにさせてしまうんだ。

　オレの旦だん那な様は、ハンサムで、強ごう引いんで、そしてこんなにもセクシーなんだ。







　あとがき




　こんにちは、水上ルイです。初めての方に初めまして。水上の別のお話を読んでくださった方にいつもありがとうございます。

　この『皇太子と身代わりの花嫁』は、欧おう州しゆうのどこかにある架か空くうの国、ベルギウスが舞ぶ台たい。ハンサムで意地悪な皇太子のクラウディオと、日本でごく普ふ通つうの大学生をしていた李音が主人公です。政略結けつ婚こんさせられそうになった双ふた子ごの妹を守るため、結婚式前に花はな嫁よめと入いれ替かわった李音。なんとか説得できると思ったのに、クラウディオはそうそう簡単には許してくれず……?!　というようなお話です。

　私の書くものはもともと「お金持ちでハンサムだけど冷たい男が、ある日出会ったごく普通の青年に熱ねつ烈れつな恋こいをしてしまい……」というお伽とぎ噺ばなし風のものが多いのですが、ここ最近、「そのあたりの基本をもっと突つきつめてみたい！」という欲求が強くてですね……（最近ルビーさんで書かせていただいていた「ロイヤル～」シリーズもそういう感じのコンセプトでした）。どうせなら一度、思いきりお伽噺っぽいものもやってみたいなあと思っていたのです。というわけで、今回のお話はいつにも増してファンタジック風味でお送りします（笑）。まあ、よく考えてみれば、お伽噺の王子様はこんなにＨで獰どう猛もうではありませんが……（滝汗）。

　大変楽しく書かせていただいたお話です。あなたにもお楽しみいただけると嬉うれしいです。

　それではこのへんで、お世話になった方々に感謝の言葉を。

　かんべあきら先生。またご一いつ緒しよできて本当に光栄でした。そしてお忙いそがしい中、とても美び麗れいなイラストをどうもありがとうございました！　ハンサムでセクシーなクラウディオ、美人で凜り々りしい李音にうっとりしました！　これからもよろしくお願いできれば幸いです。

　編集担当Ｔさん、Ａさん、そして編集部のみなさま。今回も本当にお世話になりました。これからもよろしくお願いできれば幸いです。

　この本を読んでくれたあなたへ。どうもありがとうございました。これからもがんばりますので応おう援えんしていただけると嬉しいです。またお会いできる日を楽しみにしています。




　　二〇一一年　春


水上　ルイ　　
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